
2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

スポニツ心理学

Spotts Psychology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 河津 慶太

実務経験 O

授 業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 火曜日Ⅲ2限 目、木曜日3限 目

【授業の学書内蓉】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この授業ては、トレーナーとして選手を育てるために必要となる、!指導の方法論(コ
‐チング)や、日々の練習や試合における、選手たちの心理的な問題に対処す

るための知識や枝法 (メンタルマネジメント)を学んでいく。そして、修得した知識を自ら考え応用し、実践場面で選手の心理的な状態を■ニタリングし、その時の選手
に必要な声掛けなどを行えるようになる。

期 静まV獣発醜螺羹萩践超写禦岳第鍬敬絲 昴晩鍵協:器懸島査ダヨ」筑
ツク委員会の医科学情報サポート

【割連目標】

スポーツ活動継続のための動機づけについてめ知識や、実力発揮のための基礎的なメンタルマネジメントの知識を学ぶ,日 標設定や、自分の淳意集中哄態をモ
ニタリングする実習などを行う。
<具体的な目標>
目標① 動機づけに関する理論、牧法(自 己決定理論、目擦設定理論など)を説明できる
目標② 試合中の実力発揮ための理論や技法(注意集申、リラクゼ甘シヨン、イメージなど)を説明―できる

授業計画・内容

1回 目 授業のガイダンス

2回 目 目標① 動機づけの理論的な背景(自 己決定理論など)

3園 目 伝えるスキル向上ワーク

4回 目 目標①人間の欲求`目標設定について

5回 目 目標①スポーツにおける動機づけ 動機づけを高める方法論

6回 目 目標①スポーツにおける動機づけ 動機づけを高める方法論2

7回 目 小テスト

3回 目 霞標② 実力発揮のためのメンタルマネジメントタスクフォーカス解説

9回 目 目標②実力発揮のためのメンタルマネジメントタスクフォーカストレーニング

10回 目 目標②実力発揮のためのメンタルマネジメントリラクセーシヨンとサイキングアップ

11回 目 目標②実力発揮のための心理的コンディシヨニング

12回 目 これまでのまとめ、資疑応答 Jヽテスト

13回 目 期末課題

14回 目 期末試験

15回 目 試験返却と評価

準備学習
時間外学習

目標①②について、この授業に関して1よ事例を検討していく作業がタタくありますので、それぞれの授業内容に関連する自身の事例をある程度イメージ
してもらいたいので、高校時代の自ノヵヽのスポーツ活動に関して思い出しておいてほしいです。
また、難解な理論等については動画教材を用意していますので、各自復習などに活用すると内容の理解が進むと思います。

評価方法

O小テスト2回 (30%)
○期末課題 (30%)
○期末テスト(40略 )

受講生への
メッセージ

指導者や莉―テにとつて、資格試験においてはそれほど重要視されない(点数の比重が軽い)分里予ではありますが、実際の現場では必ずと言つてい
いほどぶつかる問題です。自分自身で対処できる場合と、専門家にお願いしたほうが良い場合がありますので、最低でもその見極めをしないと選手の
ためになりません。
授業中に課題を設けるときが2回ありますのでその時はできるだけ休まないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

リファレンスブック



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

コーチング論

Instruction and Coaching

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 井口 大

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

]―ス コース共通 木曜 日司限日、金曜 日2限 目

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リファレンスブックを基に、グッドコーチに求められる資質能力を修得する。その主な部分として、「人間力」と称する「思考・判断(スポーツの意義と価イ直の理解、コー
チングの理念・哲学等)」 と「態度・行動」に関する内容を理解し、本授業修了時にはグッドコーチに求められる資質能力のI理解を得られるよう1こなる。

実務経験 :′卜学生から中学生までのサッカーチームトレーナーとして活動。また、幅広いカテゴリーでのテーム指導にも携わり、チーム帯同をしてメディカルサポート
からトレーニング指導、ヨンディショニングまで幅広く従事。県サッカー協会でのチームサポートも行つている。

【到達目標】

⑦コーチングの意味やコーチに求められる役割を理解する。
②対他者力・対自己力を内容を理解し磨いていく。
③スポーツの意義と価値の理解をする。
④ハイパフォーマンススポーツにおける今日的なコーチングの理解。

授業計画・内容

1回 目 コーチング論 ガイダンス (コ ーチのGOODイ メージ/BADイ メージ、コーチの理想像 )

2回 目 目標①コーチングとコーチを定義する。 グッドプレーヤーを育てるグッドコーチ

3回 目 目標①コーチングの目的としての4Cs。 プレーヤーズセンタードなコーチング。

4回 目 目標①4つ のアプローチについて

5回 目
目標①日本スポーツ協会公認スボーツ指導者が負う責任と求められる役割。 コーチの果たすべき役割。
安全なスポーツ環境の構築(予 防)と問題発生時の対処法。

6回 目 目標②コーチング文脈。 専門的知識。

7回 目 目標②対他者の知識。 対自己の知識。

8回 目 目標②コミュニケーションスキル。

9回 目 目標②ファシリテーションスキル。 ブレゼンテーションスキル。

10回 目 目標②コーチの学び。 その他の対他者スキル。

11回 目 目標②さまざまな思考法や伝達方法。 コーチのセルフマネジメント。

12回 目 目標③女性コーチの活躍とスポーツを通じた女性の社会進出。

13回 目 目標④ハイパフォーマンススポーツとは何か。 ハイパフォーマンススポーツの本質 ～良き競い合い～

14回 目 まとめ①

15回 目 総評

準備学習
時間外学習

リフアレンスフツクを
~】

邑り口を ,日 しKくた否い。

評価方法

華記テストを前期1回冥施する。
●筆記テスト(70%)
●授業の取り組み (30%)
※割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

リファレンスブックを基にコーチング論の講義を行います。
授業では、アクティブラーニングやファシリテーション、ワークショップなどを取り入れて、意見の共有・課題の提出、意見交換など行い学生みんなでコー
チの資質能力を高めていきたいと思いますので、オープンマインドで取り組んで下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

・リファレンスブック
※スクリーシ/プロジェクターを使用



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

スポーツ栄養学

Sports Nutrnion

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 吉村俊亮

実務経験 O

損業
形態

講義
総時間
(単位) 2

開講区分

曜日・・時限

前期

ヨース ヨース共通 月曜日2● 3・ 4限日、水曜日1限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

スポTツ選手にとつて食事とは、r日の中の数少ない楽しみの一つてある。しかし、スポーツ選手にとっての食事は、滅豊や増量、早期の疲労回復、パフォーてン入

るよ密そ薯親 I覇雀ユ鼻疑遂辞ぎ点を
選手がよし

'良

い成果を上げられるよ〕工、来養についての基礎次Π錐 学び、人体やトレーニングとの関離 どの応用に

実務者経験:2012年 2月 ～2019年 12月 Person』 Body Managettё nt4朱 式会社にてトレーナーとして勘務、2020年 1月 ～現在株式会社AND― U代表取締役、日本およ
び海外(ドイツ・トルコ・スペイン・アメリカ・イギリス)で一般の方やアスリートのゴンディショニングにおけるトレエニングユ栄養サポートを行う

【到逮目標】

・五六栄養素について説明できる
・エネルギー機構について説明できる
・援業内容目標①～③について、内容を理解して説明できる

授業計画・内容

1回 目 栄養の概念について説明ができる

2回 目 (目標①)消化吸収の過程と栄養素の体内動態について説明ができる

3回 園 (国標①)糖質の種類と消化吸収について説明ができる

4回 目 (目標②)糖質の代謝系について説明ができる

5回 目 (目 標②)アミノ酸の種類と代謝系について説明ができる

6回 目 (目 標②)たんばく質の栄養について説明ができる

7回 目 (目 標②)B旨賢の栄養について説明ができる

8回 目 (目 標②)Л旨賞の種類と代謝系について説明ができる

9回 目 (目 棲②)エネルギー代謝について説明ができる

10回 目 (目標③朔旨溶性ビタミンの栄養について説明ができる

11回 目 (目標③)水溶性ビタミンの栄養について説明ができる

12回 目 (目 標③)ミネラル(I群 )の栄養について説明ができる

13回 目 (目 標③)ミネラルの栄養(■ 群)について説明ができる

14回 目 期末試験

15回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

(目 標①)栄養素の消化吸収の仕組みについて復習が必要です
(目 標②)三大栄養素の働きについて復習が必要です
(目 標③)微量栄養素について復習が必要です

評価方法

試験 70点 (中間50点 +期末50点 =100点 XO,7)
授業態度 15点 (減点方式、1講義につき-1点 )

出席点 司5点 (1講義につき司点)

計 100点

受講生への
メッセージ

勉強は暗記する学生が多いですが、暗記すると時間の経過とともに忘れてしまいます。

暗記ではなく、理解することに努めて、一緒に勉強を楽しんでいきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

リフアレンスブック



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

トレーニング科学

Training Sctence

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 片井 忠

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

火曜日3・ 4限 目ヨース コース共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

トレーナーとして必要なトレーニングの知識を得て、プログラムの作成、トレーニングを含めた指導方法を学ぶ。

実務経験 :有限会社FSCCにて、長年にわたリー般の方からアスリードまでのトレーニング指導からコンディショニング指導まで幅広く従事。また、スポーックラブや公

共施設にて、子どもから高齢者までのトレーニング指導・運動指導にも携わる。

【到達目標】

これまで学んだトレーニングに関する知識に加え、様々なクライアントのニーズに応じてプログラムの作成、指導が出来るようになる。

授業計画・内容

1回 目 骨格筋系、神経系、内分泌と運動

2回 目 トレーニング計画の立案、超回復について

3回 目 筋カトレーニングのプログラム作成

4回 目 パワー向上トレーニングのプログラム作成

5回 目 持久カトレーニングの理論とプログラム作成①

6回 目 持久カトレーニングの理論とプログラム作成②

7回 目 スピード向上トレーニングのプログラム作成/柔軟性向上トレーニング及び、ウォームアップとクールダウン

8回 目 特別な対象のためのプログラム作成①

9回 目 特別な対象のためのプログラム作成②

10回 目 スポーツ栄養学①

11回 目 スポーツ栄養学②

12回 目 トレーニング効果の測定と評価/運動指導の科学

13回 目 対策週

14回 目 筆記テスト

15回 目 返却週

準備学習
時間外学習

機 言ヒ解 舌」字 や ス不― ツ生 埋 写 、ス不― ツ宋養 寧 などを恨 習 して渋 栗 に踊 んでくたごい。

評価方法

筆記テスト1000/o(授業態度・出欠席も鑑みて評価に含みます。)

受講生への
メッセージ

トレーニングについて学び、実際に現場に出た時にトレーナーとして活躍出来るよう1こなりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

」ATIトレーニング指導者テキスト「実践編」「理論編」(大修館書店)



2024年 :度 授業概要
学 科

久保 智之修
択

必
選

必 修 年次
実務経験

科自名
(英 )

ボディケア

Body Care Technique

コース共通

業
態

授

形 演習
総時間
(単位)

３。

　

２
ヨー

開講区分

火曜日 日・ヽ2限 目

業大学ラグビ‐部メディカルトレーナとして活動。

ィショニングの

し、

見

ディケアは、スポーツでのピーク′
るのか、具体的に【摂業の学習内容】 (※

ハードなトレーニングと同じだけ

打法、震戦法)を行える。阿p

めスポエラマッサージ(

リカ′プrとして行うスポーツマットス スポーツマる。識と方法を修得すレッチを行うための基本的な知 目ッサージの効果、 禁忌を理解し、的 、

ストレッチの実習を行う
目標>

授案計画・内容

1回 目 ヨンディシヨエングとは  (自標)コシディションの構成要素、コンディショニングの方法について説明ができる。

2回 目 ネポーツマッサージの基礎知識  (目標)スポーツマッサージの効果～目的、禁忌について説明ができる。

3回目 スポーツマウサージの基本手技1(目裸)スポーツマッサージの基本手技の効果、方法が説明できる。

4回 自 スポーツマッサージの基本手技2 (目 標)スポーツマッサージの基本手技の実習を行う。

,回 目 頭部、頚部のマッサージ (目標)頭部、頚部のスポーツマッサージの実習を行う。

6回 目 肩のマッサージ (目擦)肩関節のスポーツマッサージ、モビライゼーションの実習を行う。

7回 目 腰背部のマッサージ (目裸)腰背部のスポーツマッサージ～沓柱モビライゼーションの実習を行う。

8回 目 殿吉R、 大島退部のマッサージ (目標)殿部、大腿部のスポ■ツマッサージ、股関節モピライゼーションの実習を行う。

9回国 下腿部、足部のマッサージ (自標)下腿部、足部のスポーツマッサージ、阿黍'足闘節、足部モビライゼエションの実習を行う。

10回 目 上腕部、前腕部、手部のマッサージ (目標)上腕、前腕、手部のスポーツマッサージ、肘・手関飾、手部モビライゼージョンの実習を行う。

11回 目 症状別スポーツマッサージ (目標)腰痛、膝痛、肘痛の対応を説明できる。

12回 目 セルフマッサージ  (目 標)自分自身で体のコンディションがチェックできる。

13回 目 セルフストレッチ、パートナーストレッチ  (目 標)ストレッチの実習を行う。

14回 目 前期テスト

15回 目 テスト返却、解説

準備学習
時間外学習

∪ 骨稚助 の名獅、傾置、匙菊・停止て
',ヤ

習 が必要。

②骨の位置、名称、闘節の構造の予習が必要。
③スポーツ傷害の原因、発生メカニズム、対処法について予習が必要。

評価方法

足期テスト(100。/o)季記

受講生への
メッセージ

栄養補給と同じくらい重要なものに位置付けら
ケガの予 くの効果を得られます。スポーッ現場で

【使用教科書・教材・参考書】

ぜんふわかる筋肉の名前としくみ事典
ぜんぷわかる骨の名前としくみ事典
講義資器を配布



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

ボディケア

Body Care Techique

必 修

選択
必 修 年 次 1

担当教員 溝口 剛志

実務経験 O

授業

形 態
演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

木曜日1限]―ス スポーツトレーナー

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

スポーツトレーナーとして筋肉の起始、停止、機能を理解し選手のケアに必要なスポーツマッサージを行つていく。また、スポーッ障害の予防や、けがをした際のケア

の方法を行つていく。さまざまな技法 (揉捏法・圧迫法など)を理解し試合前、試合後など状況に合わせたケアを行えるようになる。

実務経験 :柔道競技を中心に、チームトレーナーとして選手のトレーニングからコンディショニングまで担当。また、自身の治療院にて一般の方から高齢者、そしてア

スリートまで幅広く治療を行つている。

【到達目標】

①筋肉の起始と停止を理解する。
②さまざまな技法を使えるようにする。
③筋肉の走行を理解しマッサージができるようになる。

授業計画・内容

1回 目 概論

2回 目 下腿のケア

3回 目 足部のケア

4回 目 大腿のケア

5回 目 臀部のケア

6回 目 腰部のケア

7国 目 背部のケア

8回 目 頚部のケア

9回 目 肩のケア

10回 目 上腕のケア

11回 目 同‖腕のケア

12回 目 総復習

13回 目 試験前講義

14回 目 試験

15回 目 解答

準備学習
時間外学習

準備・バスタオル

時間外学習・習つたマッサージを毎週1時間練習する。

評価方法

出席点・授業態度・実技による総合評価

受講生への
メッセージ

簡単な技術ではありませんが、自分の為、今後自分に関わる選手やクライアントなどの為に頑張つて覚え、練習していきましよう。

【使用教科書・教材・参考書】

ぜんぶわかる筋肉の名前としくみ事典 (成美堂出版)

ぜんぶわかる骨の名前としくみ事典 (成美堂出版 )



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 平本宏樹靡
選択

必修 年次 1

実務経験 O
スポーツ障害

Theory for S,o虞 s lniury 前期

科目名
(英 )

業
態

捜
形

演 習
総時間
(単位 )

３０

　

２

開講区分

曜日・時限 火曜日3限日、金曜日1限目ヨエス アスレティックトレエナー以外、コース共通

‐2013年 12月 、社倒法人鎮証会東金整形外科 リハビリテーシヨン科 理単擦法と
Ⅲ2922年 12月 、レノファ山口時 トップサーム フイジオセラピスト
ー現ヱE、 レクファ山口FCアカデミー フィジオセラビスト
メァ
‐
ィカル・アスレティックリハビリテーション、トレーナー業務全般(テニピングなど)

の

まずは、
更に、

【授業の学習内容】 (

そして

7年 4月

1月

は 、

授案計画・内容

1回 目 捜業のオリエンテーシヨン、スポーツ外傷・傷害について

2回 目 スボ‐ツ外傷の救急対応と応急処置について ①開放性損傷に対する応急処置 ②非開方文性損傷に対する応急処置

3回 目 テ事ピング総論

4回 目 キネシオテーピング

5回 目 テービング各論① 足部アーチ、腫部、アキレス腱に対するテーピング (25“耐非伸縮 アンダーラウプ 50mm伸縮 50mmEL)

6回 目 テーピング各論② 足関節の基本テーピングI(アンダーラップ 38mm〕 H伸縮 50mm伸縮 50市 mEビ )

7回 目 テービング各論③ 足闘師の基本テーピングI(アンダーラップ 38mmttH申縮 50mm伸 縮 75mm伸縮 50mmEL)

8回 目 テーピング各論④ 膝関節に対するテービング (アンダーラップ 75mml申縮)

9回 目 テーピング各論⑥ 腰部、大腿部の肉離れに対するテーピング (38mm非伸結 50mmヲ F伸縮 50mmEと )

10回 目 テーピング各諭⑥ 肩関節に対するテーピング (75mm伸 縮)

11回 目 テーピング各論② 肘、手聞師、手指に対するテービング (アンダーラップ 12mm'F伸縮 25mm〕F伸縮 50mm仲縮 50inmEL)

12回 目 実技・筆記テスト対策

13回 目 実技テスト (アンダエラップ 38mm,H伸 縮 30mm伸 縮 50mmEL)

14回 目 筆記テスト

lS回 目 華記テスト返却、実技・筆記テスト解説

率備学習
時間外学習

①各部位の怪我に対する知識が必要
②実技修得に向けての自主練習が必要

評価方法 実技テスト(50点 )十筆記テスト(50点 )

受講生への
メッセージ

スポーツに問わる仕事をするなかで、怪我の場面に遭遇し、スポーツ外傷・傷害の知識が必要となることがあります。その際に、自身を守り、
の命を守るためには、正しい知識がなければなりません。スポーツ障害の授業を通して、スポーッ外傷・傷害の理解を深め、更に走状に対し
急処置とテービングができるように努めていきましょう。

身近な人
て適切な応

【使用教科書・教材・参考害】

アシックステーピシゲテキスト(ASICS Corporatton)、 はさみ、テーピング(授業時に百コし布)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 川原崇必修

選択
必修 年 次 1

実務経験 ○
スポーツ障害科目名

(英 )

Theory for Spotts lttury 30 開講区分 前期

ヨ…ス アスレティックトレーナー
摂業
形態

演習
総時間
(単位) 2 曜日・時限 月曜日3限目、火曜日3限 目

【授業め学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員iがてどのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

ネポーツ障害の内容は体の部位別に大男llされ、さらに障害士外場の怪我別に分けられる。スポィッ障害は症状に応じてに応して応急処置と予防が必要になり、評
~

価に応じた,一ピングについて理解し、本授業修了時には各々
―
障害に応じた説明と,一ピングができるようになる。

※実務者経雛 型 5年明 ～現
;嘲

原整形外科メ
孟々瑠宝場龍斗筵者争

スマート顧Pロロ、創 0年 1月 ～現判 こ至るパークスオオホリスタジオ代表
主業務は障害予防、応急処置、パーソサ

【到建目標】

各部位における、おおまかなスポーツ外傷、スボーツ障害を理解し、そのケガに対応するテービングの実習を行うぅまたテーピングの手lし貫と注意点を覚える。

授業計画・内容

1回 目
股柔のオリエンテ‐ションぅスボーツ外傷・I算吾の総諦。ATァキスト6のテービンクの総論を理解する。テービングコンテストの説明と(38hmホ ワイト1

本)

2回 目 スポエツ傷害について、その応急処置について理解(止血、FuOE)'‐ピングの総論を理解する(ATテキスト6)

3回 目 足関節の捻挫について理解し、足首のテーピングのアンカー→スタエアップ→アンカーまでを理解する。(38mmホワイト1本)p228

4回 目 足関節の捻挫について理解し、ヒールロック、フィギュアエイトを理解し、足閣節の基本テーピングを完成させる (38mmホワイト1本 )p228

5回 目
足F共弓師の医屈・哲屈の動きの制限をハード1申橋テーフで行えるよう1とする。(38mmホワイト1本 50mmハード伸縮2本、50rnmハ ンディカット2本 )p23
3&234

6回 目 踵の打撲、足のゆびの捻挫について理解し、踵と、足のゆどの,一どングができるようにする(25mmホワイト2本)p226&227

7回 目 足部のケガについて理解し、アーチのテーピングを理解する (25mmホワイト司本、50mmハンディカッ日 本)p224&225

8回 目
手百、指のケ万について理解し、それに対馬するテービンクをできるようにする(25的 nl本 ワイト1本、呵2mmホワイト1本、50mmハンディカット1本 )p25
0～ 253

9回 目 アキレス腱のケガを理解し、対応するテーピングをできるようにする(50mmハード伸縮2本、50mmハンディカット1本)p235

10回 目 膝の怪我を理解し前十字靭帯に対応する,一ピングをできるようにする(75れmハード伸縮3本、60mmハード伸縮3本、50mmホワイト1本 )p240

11回 目 膝のケガを理解し、MCLに対応するテーピングをできるよ〕こする (75mれハードイ申縮3本、50mmハード伸縮3本),238

12回 目 膝のケガを理解し、LCLに対応するテーピングをできるようにする (7smnlハード伸縮3本.50mmハード伸給G本)p239

13回 目 テーピングコンテストを行う(足首)(35mmホワイト1本 )

14回 目 足首と膝テーピングについての筆記テストを行う。

15回 目 筆記テスト返却、コンテスト結果発表。

準備学習
時間外学習

司・各部位のケガに対する知識が必要6

2・ 授業で、残つたテープを利用して、練習を行う。

評価方法 テーピングコンテスト評価50点 +筆記テスト(足首と膝の怪我とテーピングについて)50点

受講生への
メッセージ

アスレティックトレーナーとしてテーピングは非常に重要な部分になるので、繰り返しの練習、練習、練習が必要。

【使用教科書・教材・参考書】

公蔀ア笑戸 女与浮 チ
=革

百再爵 巽文ドむ〔文翠=ヴ嬢 理解
~惧

ぞおケ屈こ対応す群 じ グ
~あ

葵習を行i汚ニモリ夢各種こ夢両k:■指粥躊韓■
テービングー人分内容(アンダーラップ7本、50mmホワイト1本、38mmホワイト5本、25mm本ワイト4本、12mmホワイト耳本、75mmハード伸備9本、SOmmハー
ド伸縮10本、50mmハンディカット5本、テービング用ハサミ)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 吉野 透必修―

選択
必修 年次 1

実務経験 O
科目名
(英 )

体力測定法

PhysiOal Fitness Tost 前期

コース アスレティックトレーナー除く、コース共通

業
態

授
形 演習

総時間
(単位)

ｍ
　
２

開講区分

曜日・時限 水曜日Ⅲ2限 目

測定は今も様々な現場で活用されており、アス1ザートだけでなく子どもから高齢者まで広く浸透している。その体力測定の意義や目的をまずは理解する。
てヽも学び、最終的にはどういった方にも的確な評価がおこなえる実践力を身につける。

※―実務者経験 トレーナー歴10年、小学生～実業国のサームトレーナーを中心に現在までのべ司5チームを指導。
また、一般の方から高齢者までスポーツクラブや公共施設でトレーエング・コンディショエングを行う。

る【授業の学習内容】 (※

【到遂目標】

目標①:体力測定の意義を理解する
目標②:体力剤定の方法と評価を理解する
自標③:的確な評価説明ができる実践力を身につける

授業計画1内容

1回 日 オリエン
'―

ション、体力の概念を理解する

2回目 測1定 と評価とは何かを知る

3回 国 新体カテストの成り立ち・体力水準

4回 目 新体カテストの実際①

5回 目 新体カテストの実際②

6回 目 新体カテストの実際③

'回

目 新体カテストの実際④

8回 目 年代別得点表と平均をもとにした評1両方法
―

9回 目 高齢者(66～ 79歳 )に対する新体カテストの方法と注意点①

10回 目 高齢者(65～ 79歳 )に対する新体カテストの方法と注意点②

11回 目 その他高齢者に対する測定項目

12回 自 体組成の見方と評価

13回 目 テスト対策

14回 目 試験

可5回 目 回答用紙返却^解説

準備学習
時間外学習

・ 殺 柔 関 谷 〔′

'優
宮

人とのコミュニケーション能力

評価方法

前期テスト/足期テスト 100%

受講生への
メッセージ

l不力測足は全年代、胚範囲で行イ,れていよ丁。特に一般の万に対する測足と評1曲 はほとんどのトレーナーが稚嵌します。現場で活用ができるよう興p赤

を持つて取り組んでみてください。また、JATIトレーニング指導者や健康運動実践指導者などの1資格対策にも関わる大切な科目であることも覚えていて
ください。

【使用教科書・教材・参考書】

'」 ATIト レーニング指導者テキスト「理論編,実践編」(株式会社 大修館書店)

・握力計、柔軟性測定機器、メジャー
・健康運動実践指導者テキスト(公益財団法人健康・体力づくり事業財団)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

体力測定法

PhysicaI Fitness Test

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 鈴木康信

実務経験 O

授 業

形態
演習

総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース アスレティックトレーナー 金曜日1・ 2限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

体力の構造や各体力要素の測定方法の基本について理解し、実際に測定することができる能力を獲得する。また、得られた測定結果を適切に評価し、それに基づいた運動処方やス
ポーツ指導ができる能力を身につける。

実務経験ホレーナ歴25年、病院勤務経験後、トレーナーとして実業国を中心にチームトレーナーとして活動。また、一般の方からアスリートまでのトレーニング指導、コンディショニン
グを行い幅広く,舌動

【到達目標】

具体的な目標
(1)形態測定の原理や方法を理解し、実際の測定ができる
(2)有酸素性および無酸素性能力の指標と測定方法を理解し実践できる。
(3)基本統計を理解し測定結果を評価、それに基づく運動指導をすることができる

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション・体力の概念について説明することができる

2回 目 運動処方・トレーニングの原理原則について説明することができる

3回 目 体力測定の意義・目的について説明することができる

4回 目 新体力測定について測定方法・評価方法を説明することができる

5回 目 新体力測定について測定方法・評価方法を説明することができる

6回 目 柔軟性のみかた・測定方法・評価方法を説明することができる

7回 目 筋力のみかた。測定方法・評価方法を説明することができる

8回 目 身体組成のみかた・測定方法・評価方法を説明することができる

9回 目 関節不安定性とアライメントのみかた

10回 目 スポーツ傷害予防のための測定・評価についてを説明することができる

11回 目 測定のプログラミングとフィードバック

12回 目 パワー (ジヤンプ)の 測定方法・評価方法を説明することができる

13回 目 スタミナの測定方法・評価方法を説明することができる

14回 目 前期評価テスト

15回 目 評価とフィードバック

準備学習
時間外学習

l不 刀 (′

'概
思 に つ い (|(′

''塁
Я竿(」 AI!ト レー ニ ン ク 偏 導 石 ア 千 ス ト:埋鋪 編 PlZ― ZZ,

毎回の授業の復習

評価方法

定期テスHこて知識・技能の到運評価を行う。
●授業内評価 (300/6)

●定期テスト・レポート・小テスト(700/o)

割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

この技菜では
'望

誦聞なことはもちろん体力測足法を中Iい に冥板も行い、矢日誡だけでなく冥践および掲導もできるトレーナーの墨使をつくりたいと思います。積極的に授
業に取り組んでトレーナーとしての能力を高めてもらえればと思つています。

【使用教科書・教材・参考書】

参考書:新体カテスト(文部科学省)

参考書:測定と評価(公益財団法人日本スポーツ協会)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 今林 佑太修
択

必
選

必修 年次 2

実務経験
映像制作2

O
科目名
(英 )

Video Produotion I 60 開講区分 前 期

ヨース スポーツビジネス

実
態

授
形

演習
総時間
(単位) 4 曜日'時限 木曜1口 4・ 5限目

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

・コ央像 制 作 を行 うため の制 作 オ ペ レー ション (企団 、涙 出 、総 ヨンテの 作 成 、カメラワー クの作 り万 )

i静筆紀脇 摯驚辮 瓢躙財議陛返

“

付属
する機材の手及いか

実務経験=中
小企業を中心として、広告映像を制作を手がける

【到達目裸】

自分 で作 月えした企 画 を基 に一 限 カメラを便 用 してクオ リテイ高 く訴 末 力 の ある動 画 を計 画 通 り1こ制 作 す ることが できるようになる

l也者が撮影した素材を編集で演出を加えて、クオリテイの高い映像を常‖作することができるよ引こなる

撰業計画・内容

1回 目 1年次の復習(Premねre Pro)の 操作方法、基本知識、簡単なオリジナルドラマの編集

2回 目 インタビュ…映像の撮影方法、マルチカメラの編集方法

3回 自 座学 (解像度、フレームレーHこついて)/スローモーション映像の撮影方法

4回 目 ブランレスジンパルを使ってのテスト撮影(‐日長カメラ)&編集

5回 目 シネマティックBロールの制作①―企画(個 人制作)

8回 目 シネマティックBロールの制作①―儲影

7回 目 シネマティックB日―ルの制作①一撮影/編集

8回 目 シネマティックBロールの制作①‐編集

0回 目 シネマティックBロールの制作①一試写

10回 目 After ETectsの 基本知識、簡単なアニメーション方法 テキストアニメーションの作り方

11回 目 AReL E∬ ectsイージーイーズを使ったアニメーション作成 リンクしたファイルのモーション

12回 自 Afと eF ETects loopoutな どのエクスプレションを使用したイシフォグラフィックスの作成

可3回 目 Afに er EfFoctsで のトラック処理、オブジェクト追従の方法

14回 目 After ETectsア ニメーション付きの名刺動画の作成①

15回 目 ARer Effectsア ニメーション付きの名刺動画の作成と試写

準備学習
時間外学習

υ 目分 の スマー トフオンで日米争 を撮 影 す る (横動 回 を甲心 に )

②広告映像(TV― CMやTV番組)などから演出やカメラワークを意識して視聴する

評価方法

稜 票 囚 で輛l作す る厩 果 物 によつて評 l山 します

受講生への
メッセージ

あとは自分が作つていて楽しいものはもちろん、視聴者が見て心が揺さぷられるような映像を作りたいと意欲があれば必ず作れるようになると思いま
自体に影響してくるため機材はT寧に扱うよう1こ ,いがけてください。

緒にがんばりましょう !

・イヤホン、もしくはヘッドフォン(有線モデルの方が望ましい)

・個人のHDD(個人が所有するスマートフォンに合つたデータ転送用のケープル (Mtthtnttg、 USB― Cケーブル))

・参考書】



2024年度 授業1概要
学 科 :スポエツ科学科

科目名
(英 )

WEBマーケティング

Web M9rketing

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 福田健治

実務経験 くこ)             .

授業
形態

n・歯義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日'時限

前期―

ヨース スポーツビジネス 金Π誕日2限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある孝女員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記重比する)

1.ウェブ解析と基本的な指標 2.事業戦略とマーケテイング解析 3.デジタル化戦略と計画立案 4.ウェブ解析の設計
5.インプレッシヨンの解析 6.エンゲージメントと問接効果 7.ウェブサイトの解析 8,ウェブ解析のレポーティング

実務経験 :ウェプマーケティング案績23年年目、GAなどのアクセス解析ツールを活用し、企業の業務改善Ⅲ売上向上などに従事。
ウェブ解新士の資格取得レベルの知識と共に、実際に企業に必要とされているウェブマーケティングの考え方やスキルに関する授業を実施いたします。

【到達目標】

ウエブマーケティング、ウエブ解新に関する.以 下の基礎知識を修得、共通の用語認識の基に、営業・命1作・開発・社内ウェブマスター業務等の遂行「業務効率化を可
能にすることを目指します。

授業計歯1内容

1回 目 ウェブ解析の重要性とウェブ解析士の仕事について説明ができる

2回目 ウェブ解析と基本的な指標(サイト表示の仕組みと7クセスログについて説明ができる)

3回 目 ウェブ解析と基本的な指標 (オウンドメデイアの指標について説明ができる)

4回 目 事業戦略とマーケティング解析について説明ができる

5回 目 デジタル化戦略と計画立案について説明ができる

6回 目 ウェブ解析の設計(解析の設計)について説明ができる

7回 目 ウェブ解析の設計 (コンバージョンの設計)について説明ができる

8回 目 インプレッションの解析について説明ができる

9回 目 エンゲージメントと間接効果(ソーシヤルメディアのエンゲージメント)について説明ができる

10回 目 エンゲージメントと問接効果(広告の接効果)について説明ができる

11回 目 ウェブサイトの解析 (オウンドメディアの解析)について説明ができる

12回 目 ウェブサイトの解析 (インタラクシヨン解析)について説明ができる

13回 日 ウエブ解析のレポーティングについて説明ができる

14回 目 修 7テスト

15回 目 修了テストn學 説

準備学習
時間外学習

ウエフ解析士認足合格に向け、予習と復習をしつかり行いましよう。

評価方法

修 了テスト700/6出 席点20点 平常点10点

受講生への
メッセージ

アクセス解析をはじめとしたウェブ解析デ‐夕を活用し、デジタルマーケティングを通して雫来の成果を尋く人材、それがウェフ解析士です。
ウェブ解析士は、ウェブ解析スキルを身につけ、デi夕を読み取り、正しい判断ができるスキルを修得することを目標としています。

【使用教科書・教材・参考書】

2024ウ ェブ解析士認定試験テキスト(一般社団法人ウェブ解析士協会)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

マーケティング

Marketing

必 修

選択
必修 年 次 2

担当教員 児工のりこ

実務経験 O

授業
形態 講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日,時限

前期

ヨース スポーツビジネス 火曜日8限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

マーケティングとは何か、|なぜマーケティングの知識が必要なのか理解する。
演習を通して、基礎知識をふまえて各琴重計画が立てられるよう1こなり売上の収支構造を理解する。

実務者経験:テーマパーク物販/イベント企画立案・集客に従事。広告代理店にてプ白モーション戦略・営業企画など様 な々実務を経験。

【,至 I達国標】
目擦①商囲・立地について理解し、出店計画を立てることができる。
日標②商品化計画ができるよ〕こなる。
目操③膚舗のプロモTション計画ができるようになる。
目標O売り場づくりに必要なディスプレイ計1画 ができるよう1こなる。
日擦⑤売上収支を踏まえた出店計画ができるように協 。

授業計画,内容

1回 目 マーケティングとは何かについて説明することができる

2回 目 メーカーと小売業のマーケティングの選―いを説明することができる

3回 目 筒圏についてI理解し、説明することができる

4回 目 商圏、立地を鑑み、出店計画を立てることができる

5回 目 マーケテイングの視点に立ち、商品化計画ができるよう1こなる

6回 目 プロモーションの概要と種類について説明することができる

7回 目 プロモーション計画を立てることができる

8回 目 【中間テスト】出店計画・・商品1ヒ 計画・プロモーション計画に関するテスト

9回 目 売り場づくりに必要なディスプレイ手法を理解し、説明することができる0

10回 目 売り場づくりに必要なディスプレイ手法を理解し、説明することができる②

11回 目 商品の価格設定について理解し、説明することができる

12回 目 小売店の利益構造を知り、売上収支を計算することができる

13回 目 売上収支を踏まえた出店計画を立てることができる

14回 目 【期末テスト】売上収支を踏まえた出店計画、ディスプレイ計画/プロモーション販売に関するテスト

15回 目 前期まとめ/テスト振返リ

準備学習
時間外学習

雷さん の 夕fきなお層 につ いて考 えてきてください 。
「なぜ好きなのか」「なぜもう一度行きたいのかJをお客様目線に立ち、お店に行くきっかけや理由を考えてみましょう。

評価方法

干ス票 円 に笑 祗 丁 る顔 習 笑 娠 30%

中間テスト30%
期末テスト40%

受講生への
メッセージ

浴 盾 つ くりや 閉 層 に 1ま Iマ ー クァィンク 」の 税 点 が 必 要 で丁 。

お客様視点を持つことで「人気店の理由Jが分かる様になると思います。
集客できるお店づくりや商品・イベントプロモーション、出店計画を楽しく学んでいきましょう。

【使用学女科書・教材・参考書】

販売管理論入門(学文社)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ

担当教員 平塚 泉雄
駅

必修 年次 2
実務経験 0

対象者別運動指導

Individual Exercise Guidance

科目名
(英 )

前期授業
形態

演習
総時間
(単位)

３。

　

２ヨTス トータルビューティー、スポーツインストラクター

開講区分

曜日・時限 木曜日4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員～知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、

このクラスでは、主に地方自治体(行政)で行われている運動指導を対象者別r幼年期」「少年期」「高年期」に分け、それぞれのレベルに必要な運動指導と1よ 1可かを
「健康・体力づくり」をベースに学ぶ。現場で通用する指導力を養うためには、対象者の運動レベルや特徴を把握し、そのレベルに適した運動を企画!考案する事と、
実際に実践し体験する事は必要不可欠なので各現場に出て指導を行つてもらう。 これから先の将来の選択肢の中にグループ指導や運動指導士としての職種に興
味を持つてもらえる様な内容で行う。

1998年 5月 ～現在(株 )スボ‐ツクラブNASでインストラクターとしてレギユラーレッスンを担当,現在はフリーランスとして活動中。

る )

>
るす

考案出来る各対象者の運動指導法を企画
各対象者の選動指導が出来る

出対象者の遅動指導を現場で実践 来る各

少年期」「高年期」の運動―指導を学び集団指導の楽しさを感じてもらう。

1回 目 (目擦①〉オリエンテーション(自―己紹介)対象者別運動指導の目標設定(5月 26口 (土 )′ 1ヽ学生対象の講座)

2回 目 (目擦∞ )対象者「少年期」の運動指導の目的(健康・体力づく―りの運動)を理解する。グループ分け(指導1内 容作成)

3回 目 (目標①∞ )F少年期Jの運動指導内容を企画する

4回 目 (目 標①②⑥)「少年期」の運動指導内容を実践する  (5月 25日 (上 )小学生対象の言奮座に向けて)

5回 目 (目 標④)「 少年期Jの運動指導 フィードバック 5/30

6回 目 (目標①②)対象者「幼年期」の運動指導の目的(健康・体力づくりの運動)を理解する。グループ分け(指導内容作成)

7回 目 (目標①②③)「少年期」の1運動指導内容を企画/現場実践

8回 目 (目 裸①②③④)「少年期」の運動指導内容を企画/現場実践/フィードバック

9回 目 (目 擦③②9④ )「少年期」の運動指導内容を企画/現場実践/フィードバラク

10回 目 (目 標③②③④)「少年期」の運動指導内容を企画/現場実践/フィードバック

11回 目 (目擦①②③Э)「少年期」の運動指導内容を企画/現場実践/フィードバック

12回 目 (目標①②)対象者「寓齢期Jの運動指導の目的(健康・体力づくりの運動)を理解する。(運動指導内容作成)

13回 目 (目 標①②Э)「高齢期」の運動指導内容を企画する

14国 目 テスト準備 (「高齢期」の運動指導内容を企画・実践する)

15回 目 実技テスト

準備学習
時間外学習

(日 裸 (lジ ,局 師 奮 つヽ羽 児 アJと 省 ヌ・1みと rth O身杯 竹
「

決を
'堅

籐

(目 擦②)運動プログラムを参考に出来る様に事前に調査しておく
¬ 0

評価方法

高齢者を対象にした運動指導案技試験|

●実枚テスト(80%)
●レポート試験 (対象者運動指導の授業を受けて学んだこと)(100/o)

●授業内評価(10%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅  力 :こ の 投 票 で 1よ
~手

円 で 早 ふ (イ メー ン )た け で は な く、冥 際 の 現 場 に 出 同 き 、 各 対 象 者 に 対 して 冥 際 に 子日
‐
導 を行 う票 で冥 践 力 を養 D

ことが出来るのが大きな魅力です。これまで学んできた知識と自分の持つオリジナリティが発揮できるクラスです。
授業計画 :この授業で身に付ける「実践力」は「経験値」が移を言います。その必要な技術は現場に出た回数と指導回数が大切です。体訓
管理に充分気をつけて出来るだけ積極的に課題に取り組みましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

実習着着用 (ジヤージ可)、 室内シューズ必須



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 吉村俊亮修
択

必
選 必 修 年次 2

実務経験 0
科目名
(英〉

スポーツ栄養学3

Sports Nutrition 前期

ヨイス 1,ィメイ■ンク・トレーナー、ヒh「ティートレ‐サー、ス市生ッィンストラクタ‐

業
態

授

形 講義
総時間
(単位)

３。

　

２

開講区分

曜日・時限 水曜日2限 目

2012年2月 ～2019年 12月 PersOn』 BoJy Management株 式1会社にてトレーナーとして勤務、2020年 1月 株式会社AND―U代表取締役、日1本およ
ロ ー

c 現代では、ジュニアの世代からサプリ
デメリットを理解したうえで使用を決めなメリ

るメントであ
ベ ット・

る)の よの学習内容】 るのか、

【到達目標】

ドーピシゲについて説明できる
様々なサプリメントのメ1)ット・デメリット1こついて説明できる
授業内容自標①～②について、内容を理解して説明できる

援業計画・内1容

1回 目 (目 標① )サプリメントの概要について説明できる

2回 目 (目 標①)アンチドーピングについて説明ができる

3固 目 (日 標①)ドービングガーディアンを行い、アンテドービングについてより詳細に説明できる

4回 目 (目 標①)プロテインサプリメントの特徴について説明できる

5回 目 (目 標②)様 な々プロテインサプリメントの商品について説明できる

6回 目 (目 標②)様 な々アミノ酸サプリメントの商品について説明できる

7回 目 〈目標②)様 な々水溶性ビタミンサプリメントの商品について説明できる

8回 目 (日 標②)様 脂々溶性ビタミンサプリメントの商品について説明できる

9回 目 (目 標②)様 な々ミネラルサプリメントの商品について説明できる ①

10回 自 (目 標②)様 な々ミネラルサプリメントの商品について説明できる ②

11回 目 (目 標②)流行しているサプリメントの商品について説明できる ①

12回 目 (目 模②)流行しているサプリメントの商品について説明できる ②

13回 目 (目 標②)流行しているサプリメントの商品について説明できる ③

14回 目 試験

15回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

(H標∪
'サ

フリメントとドービンクの関係について榎習が必要です。
(国 標②)市販されているサプリメントを実際に目で見て、どのようなメーカーのもの
要です。

が国内で流通しているのか店舗で見て、講義の復習をすることが必

評価方法

試験 70点
授業態度 可5点 (減点方式～¬請義につき…1点 )

出席点 15点 (1講義につき1点 )

計 100点

受講生への
メッセージ

サフリメントは万託でないことをと望解し、それぞれのサフリメントの正しい効果・動能を理解して、クライアントヘ正しく助言できるよう1こなりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

配布資料



2024年度 授業概要
学 科 !スポーツ科学科

科目名
(英 )

評価分析

Assessment Analysis

必修
選択

選択
必修

年次 2
担当教員 内田 真平

実務経験 O

授業

形態
演習

総時間
(単位)

301

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツトレーナー、卜‐タルビューティー 月曜日1限 目

【援業の学習内容】 (※1実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記重慮する)

マンツーマン、グループレッスン問わず、現場では安全で効果的な運動指導が求められる。安全で効果的な指導をおこなうためには、クライアントの特徴を瞬時に見
抜き、動作エラーが起きている場合には調整が必要となる。本授1業では、現場を想定し様 な々事例に応じてクライアントの特徴を評価・分析し、運動プログラム作成
ができるようになることを目指す。基本的な演習は現場のイメージを持つてもらうため、ペアワークもしくはグループワークで実施する。

実務経験:2005年より福岡市内のフィットネスクラブ施設にて運動指導を開始。パーソナルトレーナーとして10年 のフリーランス活動を経て、2018年 に「Fttnoss

Suppoた oros」 をオープラ。20代から30代の様 な々目的を持つたクライアントにマンツーマンで運動指導を行つている。

【到達目標】

クライアントの特徴を評価・分析し、運動プログラムを作成できるようになる
<具体的な目標>
①タライアントの身体的な特徴を評価できるよう|こなる
②分析から個人に合ったプログラムの作成、運動のア

"｀
イスができるよう1こなる

③団体(グループレッスンやチーム)指導を安全かつ効果的にサポT卜できるようになる

撰葉計画す内容

1回 目 オリエンテーション(授業の進め方、評価方法など)

2回 目 姿勢分析 I

3回 目 姿勢分析■

4回 目 小テスト①、姿勢分析Ⅱ

ストレッチからの分析 I

6回 目 ストレッチからの分析Ⅱ

7回 目 小テスト②、ストレッチからの分析Ⅲ

8回 目 BIG3の分析 1

9回 目 BIG3の分析I

10回 目 小テスト③、BIG3の 分析Ⅲ

11回 目 症柳lI

12回 目 症例 ■

13回 目 実践①

14回 目 実践②

15回 目 総評

準備学習
時間外学習

日 王 トレー ニ ン グ (レン ス タンス トレー ニ ンモ7,

機能解剖学、生理学の復習を行うこと

評価方法

・授業態度 (出 席率 1欠席1回につき2点滅点)109/o

・小テスト(計 3回)30%
・後期試験 (レポート提出)60%

受講生への
メッセージ

的確に評価、分析できることで、クライアントが抱えているお悩みの解決のきっかけになるかもしれません。真摯に向き合い積み重ねることで、信頼関係
を築くことにもつながります。
授業の理解を深めるためにも、随時、機能解剖学や生理学などの復習をおこなつてください。

:石井直方著「レジスタンストレーニング」ブックハウスHD、 山本利蕃著「測定と評価」ブックハウスHD
坂井建雄/松村譲兒監訳「プロメテウス解剖学アトラス」医学書院、
P,D,Andrew/有馬慶美/日 高工巳監訳「筋骨格系のキネシオロジーl医歯薬出版株式会社
Diane ペルビ 医道の日本社 など



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 川原崇
トレーナー講座

修
択

必
選 必修 年次 2

莫務経験 ○
科目名
(英 )

Lecture for Trainers 30 開講区分 前期

ヨース アスレティックトレーナー

業
態

授

形 演習
総時間
(単位) 2 曜日'時限 金曜日3限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体・的に記載する)

トレーナー講歴では、アスレテックトレーナーとして現場で最低限知うておかなくてはならない知識、技術を学ぶ。応急処置、緊急時対応、緊急時対応計画、感染予
防、患部固定、RICEなど、選手だけではなく、アスレ予ックトレーサー自身を守り、最短で最も安全な対応法を理解し、実行できるよ〕こなる。

※実務者経験 :2015年 5月 ～現在に至る四原整形外科 メディカルスポーツセンタースマート顧間、2010年 1月 ～現在に至るパークスオオホリスタジオ代表
主業務は障害予防、応急処置、パーソナルトレーエング、トレーナー教育、運営等

【到違目標】

スレティックトレーナーがE画する、フィールドでの怪弦の対応、区急処置、緊急時対応を学び、計画、票践できるよう1こなる。
具体的な目標>

日標①外傷に対する応急処置を理解し、実施できる
目標②怪我や事故に対するリスクマネジメントを理解し、予防計画を立てることができるよう1こなる。
目標③怪我―や事故に対する対応法と記録法などで医者や関係者に対して内容の伝達|、 説明ができるようになる。

ア

<

授業のオリエンテーション、ATの理念、哲学、ATの仕事、仕事の範囲。その他の医療従事者とのコミュニケーションについてI回1日

授業計画 :―内容

2回 目
ス不―ツ暢吾、外場の応急処置について盤解 :トレーナーの通具、止皿、滉浄法、RICE、 キネシオテービング便い方、切り方、舶り方 (肩、膝、腰)

ホGWの現場実習の為

3回 目 止血法&RICE確認、足首、肩、膝のテーピング復習、キネシオテービング使い方、切り方、貼り方(足首、膝①、膝②))*GWの現場実習の為

4回 目 スポーツ傷害、外傷の応急処置について理解:緊急時対応、搬送法～傷病者発見から搬送までの流れの「理解』

5回 目 スポーツ傷害、外傷の応急処置について理解】緊急時対応、搬送法、傷病者発見から搬送までの流れの「計画」スポーツ別に考える

6回 目 特殊な怪我への対応 :骨折、解放骨折、変形など

7国 目 特殊な怪我への対応
`脳

震盪、顔椎、脊椎の怪我

8回 目 特殊な怪我への対応 ,歯、日、鼻

9回 目 スポーツ別の対応:コンタクトスポーツ:サッカー、ラグビー、アメフト(ケーススタディ)

10回 目 スポーツ別の対応ツシヨンタクトスポーツ:野球、ソフトボール、バスケ、パレー、ソフト(ケーススタデイ)

11回 目 スポーツ別の対応:コンタクトスポーツその他:柔道、レスリング、ボクシング(ケーススタディ)

12回日 スポーツ別の対応ッミフォーマンスアート:パレエ、ダンス(ケーススタディ)

19回 目 学生のケーススタディ発表:(レポート課題配布)

14回 目 医療関係者との連携、伝達、SOAP/―卜の書き方 (レポート回収)

15回 目 レポート返却

準備学習
時間外学習

(目 標①)怪我についての予習が必要です。
(国 標②)スポーツ別の怪我の予習が必要です。
(目 標③)怪我への対応を考える想像力と計画力が必要です。
(1目 標④)自分自身が担当する現場への活用と、授業へのフィードバックが必要です。

評価方法 レポート:スポーツ別、場所別の緊急対応計画作成による評価1000/o

受講生への
メッセージ

アスレテックトレーナーとしてどのように「選手」「チーム」をサポートし、そして「自分自身」を守るのか?そのための知識と技術とは?現場で選手のサ
ポートや、怪我の対応を経験をする前に重要かつ必要なアスレテックトレーナーになるための基本、核とな―る部分ですのでしつかり考えて、学んでくださ
い 。

【使用教科書・教材・参考書】

1人分(50mmキ ネシオテープ4本、アンダーラップ2本、38mmホワイト4本電7Smmハード伸縮4本、SOmmハード伸縮4本、50mmハンディカットなボ(2ごむ回百て
使用)、 ゴム手袋 )、 トレーナーキットー式、添木、シーネ、三角中、テーピング、キネシオテープ(キネシオテーピング用のハサミ(文房具用のハサミでOK)、 自分自身
が対応している現場で起きた怪我の発表



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

ヨンディショニング演習2

Conditioning SeminarI

必修

選 択
必修 年次 2

担当教員 片平 誡人

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位〉

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース アスレティックトレーナー 水曜日3時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか～具体的に記載する)

コンディショニングには、「競技力の向上J、「スポーツ傷害の予防」といつた大きな目的があります。したがって、その内容は多岐にわたり、身体的要因、環境的要
因、心理的要因そはじめとする、様々な要因に対するアプローチが求められます。この授業では、解割学、生理学、運動生理学、運動学といった基礎知識を基にし
ながら、スポエツ現場でのコンデイシヨニングとは何かを理解するとともに、その実践方法について、演習、実技を通して学習します6

禿喬繁窟懺鞘報嶺:準懇寮葛あ翻 認 瞥 淑厭矧鰯繍 均 グ指導と医科学サポーHこ携わつている。
【到達目標】

コンディショニングの意義や目的を理解するとともに、その実践方法について学習し、スポーツの現場で実践できる基礎的な技術を身につけることを目標とする。
<具体的な目標>
目標①コンディショニングの方法について理解することができる。
日裸②各種コンディショニングについて、スポーツの現場で実践できる力を身につけることができる。
日擦③各種コンデイシヨニングの手法を、競技力向上―や、スポーツ傷害の予防に応用できる力を身につけることができる。

授業計画・内1容

1回 目 ストレッチングの実際 Iとして下肢のセルフストレッチングについて実技指導ができる

2回 目 ストレッチングの1実 際Iとして下肢のパートナ‐ストレッチングについて宗技指導ができる

3回 目 ストレッチングの実際llIと して1上肢・体幹のセルフストレッチングについて実技指導ができる

4回 目 ストレッチングの実際Wとして上肢`体幹のパートナーストレッチングについて実技指導ができる

5回 目 ストレッチングの実際Vとして徒手抵抗ストレッチングについて実技指導ができる

G回 目 ストレッチングの実際Mとして各種動的ストレッチングの実技指導ができる

7回 目 スポーツマッサージ Iとして下肢のスポーツマッサージのポイントについて説明ができる

8回 目 スポーツマッサージ■として上腹・体幹のスポーツマッサージのポイントについて説明ができる

9回 目 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と実際として筋カトレーニングについて実技指導ができる

10回 目 競技方向上を目的としたコンディシヨニングの方法と実際としてコーディネーショントレーニングについて実技指導ができる

11回 目 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と実際としてスタビリテイートレーミングについて説明ができる

12回 目 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と実際としてスタビリティートレーニングについて実技指導ができる

13回 目 競技力向上を目的としたコンデイショニングの方法と実際としてアジリティートレーエングについて説明ができる

耳4回 目 競技力向上を目的としたコンディショニングの方法と実際としてアジリティートレーニングについて実技指導ができる

15回 目 競技力向上を目的としたコンディショニシゲの方法と実際として模擬演習に対し適切に実枚指導ができる

準備学習
時F回弓外学習

(日 裸∪)この授栗を受けるには、1年沢に早習したコンティンヨニンク戻習の予宙が必要です。
(目 標②〉授業ではグループワークを多く取り入れるので、事前学習が必要です(学習課題は事前に提示します)。

評価方法

以下の3つの観点から評価を行う。
●学びに取り組む姿勢(20%)
●授業への参加度(20%)
●期末レポート(600/o)

割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

コン て、学問とスポーツ現場を結ぷ一助となるよう、摂業を展開していきます。授業で学んだことをしつかり理解し、スポーツ現
場で実践し、アスレティックトレーナーとしての実践力を身につけてください。

【使用教科書・教材・参考書】

日本スポーツ協会編 :アスレティックトレーナー専円科ロテキスト⑥予防とコンディショニング,文光堂



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学社

科目名
(英 )

健康予防管理専門士受験対策講座2

Exam Prepararbn for Hcaith The

必修
選択

選択 年次 2
阻当教員 荒川優子

実務経験 0

授業
形態

講義
総時間
(単位)

1

15 開講区分

曜日'時限

前期

ヨース コース共通(資格選択希望者) 金曜日4限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を
~夫

施するのか、具体的に記載する)

これまで病気の早期発見・早期治療、すなわち二次予防が中心でしたが、生活習慣病の増加によつて一次予防の重要性が増しています。
起動車円の知識や資格は数多く有することができるなか、生活習懐にあわせての健康管理や指導の基礎知識が得られる資機の1つです。
生活習慣病|の基礎知識および治療(特に食事療法)と予防について学ぶので、スポーツ栄養学。医学・心理学等に繋がりがあります。
1建康づくりの立場から、理動指導だけでなく来奏指導も行うことができます。
※実務経験 :

卒後12年 間フィットネス施設にて運動・栄養指導を行う。米養指導は栄養価計算や健康教室の開催等。管理栄養士保有。健康予防管理専門とは2014年 取得。

【劉違t目 標】

隆康予防管理専F日士の資格を取得する
際賂的:日 擦】
目標①礎康づくりの基礎知識 (1各栄養素Ⅲ食品との関連)力く説明できる
目標②健康づくりのたIめの食事と栄養に関する各種表について説明できる

目橿8癌撰事濡暦皇雪褐主争矮源宅獣喬霞誰留遜惑亀解し解答できる

1回 目 ③高齢者の身体的特徴と介護予防く第4章 ,1)の ノート作成 目擦1高齢者の健康づくりが説明できる

2回 目 ③疎下障害の基礎知識と食事(第 4章,2)のノート作成 目標:高齢者の健康づくりが説明できる

3園 目 0認知症についてく第4章 .3)の ノート作成 目標:高齢者の健康づくりが説明できる

4回 目 ⑦運動による健康づくり(第 5章 )ノート作成 目標t運動による健康づくりが説明できる

5回 目 O第 4章 .・ 第5章の小テスト、解答解説 目擦:第4章・第5章が説明できる

6回 目 0月B満症・脂肪肝・高血圧症の基礎知識および治療と予防(第6章 1)のノート作成 目標:爵B満症・脂肪肝が説明できる

7回 目 O第 6章の小テスト、解答解説 ②脂買異常症・糖尿病の基礎知識および治療と予防(第6章.2)の ノート作成 目標:月B満症・脂肪肝が説明できる

③(第 6章2)のノート解説 ②糖尿病・1曼性腎屁義病の基礎知識および治療と予防(.第 6章 3)のノート作咸 目擦:脂質異常症の概要が説明できる8回 目

9回 目 0(第6章・3)のノート解説 ②第6章の小テスト、解答解説 目標:高血圧症,糖尿病が説明できる

10回 目 ④動脈硬化・がんの基礎知識および治猿と予防(第 6章.4)の ノート作成 目標:生活習慣病の種類と概要が説明できる

11回 目 Э骨組欺症・高尿酸血症の基礎知識および治療と予防(第 6章.5)の ノート作成

H2回 目 0第 6章の小テスト、解答解説 ②第1章～6章までの要点確認と定期試験対策について(模擬テスト?)

13回 目 定期試験(資格対策模擬テスト)

14回 目 試験答案の返却と解答解説、資格対策模擬テスト(Pan2)・ n黒答

1,回 目 資格対策模擬テスト(PaA3)、 解答解説

準備学習
時間外学習

テストの範囲であるノートを復習して次週に臨む必要があります。
そのうえで、テストで間違つた箇所を必ず解説で理解し、目標の説明ができるようになつていきます。

刷 還 に ノー ト.した 章t〕囲 を入 理 にす ス ト丁 る形 五 で建 分 よつ 。

評価方法

定期試験 (筆記)… 70%、 全授業態度 (遅刻含む)・・・16監、資格対策模擬テスト(最終).・ 15%

資格対策模擬テスHよ、より理解の乏しかった箇所や過去間を重点的に出題します。更なる理解力をつけ資格取得に繋げます。

受講生への
メッセージ

「健康予防管理専門士」は、地域や回体・企業の社員に対しては経康づくりのコーディネーターとして、また、病院や福祉施設などでは健康管理・指導
のアドバイザーとして活躍ができます。生活習慣病の種類や診断基準"治療(特に食事療法)など、健康指導としての幅広い知識を身につけることがで
きます。
まずは基礎となる栄養学を確実にすることで、よく理解できるようになります。毎回復習をしながら臨みましょう。

【使用教科書・教材・参考暮】

教科書:健康予防管理専門士試験 公式テキスト
(監修:側法人職業機能振興会、発行:一般社回法人総合ケア推進協議会、発売元il榊紀伊国屋書店)

※資格対策講座として使用のため購入が必要



2024年度 授業概要
学 科 :スポ→ン科学科

科目名
(英 )

RF受験対策講座

Exam pro,oredOn fOr Radi∞ I Fitness

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 勝田 寿徳

実務経験 O

授業
形態

― 演習
総時間
(単位)

30

2

開諾区分

l琵 日・時F員

前期

ヨ
=ス

コース共通、資格選択希望者

【授業の学習内容】

ラディカルフィットネスはアレンぜチン発祥のフィットネスプログラムである。この授業では【ラディカルパワー】のライヤンスの取得を目標とする。筋力・筋持久力、巧級
性などの体力を向上させ、オフィシャルトレーナとしての【フイジカル】面を向上させる。、またトレーナーに必要な「効果的で安全」な【インストラクシヨンテクニック】を取
得し、卒業後は即戦力としてレッスンが出来る様にする。また、将来の進,とがフィットネスクラブやフィツトネス業界て・あるならは、このライセンスの取得にFミらず、イン
ストラクターやトレーナーを目指す人材にとつてはインス勝 クションの基本を学ぶ事も出来る。
※実務者経験
2018年10月 ～ラディカルフィットネスジャパシてマスタとトレナーとして各クラジのオフィシヤルトレーナーに対して研修等を担当中

【到違目繰】

ラディカルパワーのレッスンを行う為に必要な基本的な知識と方法論を修得する。l受業内ではインストラクシヨン方法、各トレーエング種目のテクニック(フィジカル面の
向上)、 プレゼンテーシヨン方法について学び、通常の授業以外て一年生向けのRFの授業でも並行してデモレッスンを行う。
く具体的な目標>
目標①コリオグラフィー(撮り付け)の完全コピーが出来る
目標②プログラムの特徴及びトレーニング部位の理解と案践が出来る
目標③lレツスン60分 (13曲 )を実施する事が出来るフィジカル(■ に筋力。筋持久力)面の向上
目模④lレッスン60分 (13曲 )を実施する事が出来るインストラクシヨンの向上

曇業計画・内容

1回 目 オリエンテーション 自己紹介、クラスプランエング、合格基準と検定内容やラテイカルフィットネスの企業理念が理解てきる (P0166～ スタート)

2回 目 (目 様①)ラデイカルパワー概論、特徴を理解して説明ちくできる

3回 目 (目 標O)クラス構成、音楽について,MFlこ ついて説明ができる

4回 目 (目 標①)フォーマット構成、ミュージック構成(lヽオF)について説明ができる

5回 目 (目 標①②)フ ォーム練習と確認、スタンス、ゲリップ、トランジション等の説明ができる

6回 目 (目 標OO)インストラクシヨン概論①キコーイングの種類の理解とカウントキューに合わせてレッスンを進行できる

7回 目 t目 標OO)インストラクシヨン111論④キューイングのバランスと優先順位を理解してレッスンを進行てきる

8回 目 (目 標①②Э)フィジカル面とテクニック① 各コンポーネント(フォーム練習)SSlで行う大筋群のテクエックをマスターできる

9回 目 (目 標働 ③)フィジカル百とテクエツク② 各コンポーネント(フォーム練習)SS2で行う小筋群のチクエックをマスターできる

10回 目 (目標①②③)フィジカル面とテクニック② 各コンポーネント(フオーム練習)その他のトラックで行うヨンポーネントのテクエックをマスターできる

11回 目 (目 標①)l反検定O PO禅 66の トラックコピーが出来ているかチエック

12回 目 (目 標③叡Э④)指導テクニック① 提示された課題由に対して強度変換を行い安全面を考慮したインストラクションができる ※骨格筋の理解

13回 目 (目 標蜘 )指導テクエック② 提示された課題曲に対してコン博ストやメリハリをつけたインストラクションができる 採プレゼンテーション

14回 目 (目 標③D③④)指導テクニック③ トラツクの特徴を理解してアナウンスやフィードバック、賞賛、盛り上げを行う事ができる ※バフォーマンス性

15回 目 フィードバックと前半のまとめ 前期の総評と課題提示

準備学習

時間外学習

(日 繰Ψ
'伺

丁提,こ (′

'殺
系を受けるl‐ 1■フロ

`7フ

ムσlマニユアルを読み、フロワフムの特子駅密埋腰丁0
(目 標②)解割学、運動生理学、運動学について予習が必要です。
(目 様②)フィジカル面での基本的な妨力が必要です。毎日プッシュアップ10国以上(※女性は膝をついて出来ること)

(目 標③)インストラクシヨンの向上には対策授業以外でも率先して一年生の授業でもリードを撮る機会を作るようする

評価方法

段葉肉で仮穣
~れ

として行う。その他、段菜の蝦り〒■み万で評 4由 します。

●授業内評価(70,も)→インストラクション、体型、重量設定、テクニック(トレ十二ングフオーム)等

0仮検定 (30。/o)→ノンバーパルての実施、主にトラックコピー、テクエック等もチェック
上記の割合で成績評価を行う。

受諮生への
メッセージ

魅 力 :こ の対策授業を受話する要で1年後に即戦力とし
一年後の自分がどんなトレーナーになりたいのか明確にす

授業計画:インストラクシヨンの上違には現場での経験がものを言います。授業無欠席は当たり前ですが、聴講等で一年生の前でも出来るだけ多くインス
トラクシヨンを取れるようにスケジユール管理をするようにしましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

プログラムマニュアル、スマホアプリケーション



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科 目名
(英 ).

トレーニング指導者基礎講座

Basic Seminar for」 ATI―ATI

必惨
選択

選択 年次 2
担当教員 古野 透

実務経験 O

授 業

形態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日t時限

前期

ヨTス スポーツビジネス(資格選択希望者) 水曜日3限 i目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

資格合格を大前提に、教科書の内容を中心に理解を深め身につける。小テストも定期的に行い授業の理解度を把握するとともに予習・復習の習慣をつけることも日
標とする。    また卒業後、即戦力で現場で使える知識を養つていく。

※実務者経験 トレーナー歴40年 、小学生～実業国のチームトレーナーを中心に現在までのべ15テームを指導。
また、一般の方から高齢者までスポーツクラブや公共施設でトレ‐ニング・コンディショエングを行う。

【到達目標】

し、説明することができる
い、7問以上正解できる

たヽめ,、 きちんと出席し授業を受けることができる

授茉計画1内容

1回 目 体力学総論子機能解剤(上肢)

2回 目 機能解割ぐ体幹・下肢)

3回 目 模擬問題を活用した演習

4回 目 バイオメカニクス①

5回 目 バイオメカニクス②

0回 目 模擬問題を活用した演習

7回 目 運動生I里学

8回 目 模擬問題を活用した渡習

9回 目 運動と栄養

10回 目 模擬問題を活用した演習

,回目 運動と医学①

12回 目 運動と医学②、運動指導の科学

13回 目 テスト対策

14回 目 前期試験

15回 目 答菓用紙返却、解説、反省

準備学習
時間外学習

口標 電,政栗 の 円 谷 を復 智 丁 る

目標②軟科書を読む頻度を増やす

評価方法

50間 (1問 2点 )鶴選 し合計 100点とする。

受講生への
メッセージ

」ATIの賞格 は潤早 に期得できうものではありません。日々、教科吾を翫み 、段栗 の 関谷を復営するといつた横み蔓ね が,F耳に大切となります。1年は

長いようであつという間に経つので、早いうちに習慣づけるようにしましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

JATIト レーニング指導者テキスト「理論編」(株式会社 大修館書店)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
く英)

ADI実技試験対策講座

Ctass for ADI Test(Practicc)

必修
選択

選択 年 次 2
担当教員 荒川優子

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨースー コース共通 (資格選択希望者 ) 水曜日5限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員卜知見を有する教員が、どのような授業を異施するのか、具体的に記載する)

運動の実施やその指導においては、体に安全かつ効果的であることが望まれます。フィットネス指導がその役割の1つです。
フィットネスグループエクササイズのなかのエアロビツクダンスを指導できるインストラクターの資―格が取得できます。ここでは実技試験の課題に取り組みます。
フィットオ、ス指導の基礎である機能的解剖学、スポーツ生理学、レジスタンス、フィットネスエクササイズ等の科目と関係があります。
指導者としての知識を持つだけでなく、実技スキルや心桔えを身につけることができます。
※実務経験 :

事後12年間フイットネス施設において運動工栄養指導を行う。その中でエアロビックダンス等のスタジオレッスンも担当。ADI・健康運動指導士保有。

【到達目標】
エアロビックダシスインストラクター(ADD資格を取得する。
(エアロビックダンスインストラクターとしてあるべき姿勢・行動は前提です)

【具体的日標】
目裸①エアロビツクダンスの正確な基本動作ができる
日標②的確なキユーイングができる
評価③指導の循環ができる

1回 目 0授業目的の確認 ②エアロビックダンス動作の確認 目標:■アロビックダシスインストラクタ■(ADゆの役割が説明できる

2回 目 0エアロビックダシスBascインストラクター(ADBI)の試験動作 ②キューイングをしてみよう 目標:ADBI動作が正確である

3回 目 ①ADBIの試験動作 ②ADBIの試験指導演習 ④W― upプログラムの提示 目標:ADBI動作の指導ができる

4回 目 欲 DBIの試験動作 ②代DBIの試験指導演習 ③Wiupプログラム演習 目標,正確なADBI動 作で指導ができる

5回 目 ①ADBIの試験動作 ②W― upプログラム演習 目標IW―upプログラムを覚えて体現できる

6回 目 ①ADBIの試験動作 ②W一 upプログラム演習 ⑤代DI実技プログラム作成(教科書第4章参照) 目裸i分かりやすいキューイングができる

7回 目 ADl実技プログラム作成 霞標 :流れを考えローインパクトの構成を仕上げる(32カウント)※ 状況次第でW―upプ ログラム演習追加

8回 目 ADI実技プログラム作成 目標 :流れを考えローインパクトの構成を仕上げる(64カウント)

9回 目 ADI実技プログラム作成 目標 :スムースな動作移行と強度変換ができる

10回 目 ADI実技プログラム作成 目標 :スムースな動作移行と強度変換ができる

相回 目 ADI実技演習 目標 :正確な動作と分かりやすいキューイングができる

12回 目 AD,実技演習 目標 :指導の循環ができる

13回 目 ADI実技演習 目標 :指導の循環ができる

14回 日 AOl実技演習(定期試験含む)

5ヽ回 目 ADI実技プログラム最終チェック

準備学習
時間外学習

日穣(lジエ催アよ剛1牛 刀`で曹るよつl‐■に制T卜 (′

'綜
智

'9｀

必妻 G7。 慧激した刷作を′し`
'9｀

〔Tよ しよつ。口J記でめイじほ1年■(′

'置
茉を船お再しK朗 きま

しょう。
日標②的確なキューイングができるように常に練習が必要です。可能であればスタジオが空いている時間を利用してください。
目標③複数での練習が必要です。可能であればスタジオが空いている時間を利用してください。
※時間外での練習がかなり重要になります。健康管理に充分気をつけて行いましょう。

評価方法

要猥試嵌 (ADI異 覆模足と同 7司谷 ,・・・509/o、 ADIf版 棋足…35%、 全技采慇
'更

く遅刻官む
'・

・・15%

受講生への
メッセージ

■7ロビックダンス指尋ができるインストラクターになるための資活取得話歴です。ここでは冥技猿足の課題に取り組んでいき3【す。
検定では体で表現し評価を受けるため、日々の課題練習が必要となります。練習においては、怪我や体調管理に気をつけながら行つてください。
資格取得に向けて取り組む過程のなかで、指導者としての姿勢や行動を身につけていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 !ADBI・ ADIのためのエアロビックダンスエクササイズ指導理論
(発行:公益財団法人 日本フィットネス協会)

※資格対策講座として使用のため購入が必要。ADI筆記試験対策講座で主に使用。



2024年度 授業本P死要
学 科 :スポーツ科学再

科目名
(英 )

ADI筆記試験対策講座

Ciass for ADI Test(Paper)

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 勝田 寿徳

実務経験 〇

授業
形態

講義
総時間
(単位)

80

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通、資格選択希望者 火曜口4限 目

【授業の学習内容】

正アロビックダンスインストラクターは、参加者の健康・体力づくりの目的を達成する為に、音葉に合わせて動きを誘導するだけでなく、解剖学や生理学、トレーニング
科学、心理学などの専門的な知識を存分に活かして、「安全で効果的で楽しい」指導が必要です。この授業では、教科書の内容に基づき、ADI筆記試験の合格を目
標に進めていきます。また、実技指導に専門知識を支え指導ができるようになります。
※実務者経験
19年以上、福岡市内の施設でスタジオインストラクターの経験を有し、本校のADI筆記対策の講義を7年間担当している。

【抑I達目糠】
代DI筆記試験の合格を目指す
く具体的な目標>
目擦①グルエプエクササイズ指導理論試験の合格
目標②フィツトネス基礎理論試験の合格
目擦CIアロビッタダンスエタササイズ指導理論試験の合格

1回 目 目標①グルージエクササィズ指導の定義と指導の準備を理解し、説明ができる(第 1章～2章 )

2回 目 目標①ll回 目の講義の確認テスト グループエクササイズ指導の実際と指導者の動きについて説明ができる(第 3章～4章 )

3回 目 目標①2回 目の議義の確認テスト ゲループエクササイズのクラス運営について説明ができる(第 5章～6章 )

4回 目 目標①②9回 目の講義の確認テスト フィツトネス槻論(日 本の人口動態～特定健診・特定保健指導)について説明ができる(第 1章 )

5回 目 目擦②4回 目の講義の確認テスト 運動器の基礎解剖学(身体部位の名称～関負Hの基本運動)について説明ができる(第2章前半)

目標②5回 目の講義の確認予スト 運動器の基礎解割学(骨格筋の構造～反射運動の仕組み)について説明ができる(第 2章後半)

7回 目 目標②6回 目の講義の確認テスト 運動生理学(筋活動の仕組み～運動と呼吸循環系)について説明ができる(第 3章 )

8回 目 目標②7回 目の講義の確認テスト 体力学・トレーニング科学'運動処方(体力～運動処方)について説明ができる(第4章 )

9回 目 目標②8回 目の講義の確認テスト 運動と栄養(食事と栄養～体重管理)について説明ができる(第5章 )

10回 目 目標②9回目の講義の確認テスト 心と運動・安全管理(事故・傷書の予防)について説明ができる(第 6章～7章 )

11回 目 目標②③10回 目の講義の確認テスト エアロビックダンスエクササイズの歴史(クーパーのエアロビクス理論～特徴)について説明ができる(第2筆)

12回 日 目標③ll回 目―の講議の確認テスト エアロビックダンスエクササイズの基本の動き～プログラミングについて説明ができる(第 9章～4章 )

13回 目 目擦⑥12回 目の講義の確認テスト エアロビックダシスエクササイズの指導法～環境の整備について説明ができる(第 5章～6章)

14回 目 目標③13回 目の講義の確認テスト 模擬試験

15回 目 目標OaЭ3科目の総まとめプリントを行い、(確認テストのポイントを抽出し、整理する)筆記試験の準備をする

準備学習
時間外学習

(日 裸 ∽ g,母 口 、1迎同副 の 市再機 のれ亀認 7ストを行 います ので、僕 習 が 必景 でア 。

評価方法

凍足 研 に濠 記 の 不臭」駅 験 を
‐
イ,い預ア 。

●筆記模擬試験(80%)
●授業内評価(20%)→ 出欠・確認テストの訂こを提出―

上記の割合で成績評価を行う

受講生への
メッセージ

胚 刀 :T目馨者として、1冒全で効果円な
"目

専を行う為には、尋円知識を身につ Iす、より分かりやすく説明ができるようになることが重要です。その為に
も、実技だけでなく筆記対策もしつかりと取り組み、資格取得ができるように頑張りましょう。
授業計画 :資格対策の授業です。体調管理には十分に気をつけて欠席をしないようにしてください。

教科書:グループエクササイズ指導理論。フィットネス基礎理論・エアロビックダンスエクササイズ指導理論(公益社団法人 日本フィットネス協会発行)

【使用教科書・教材・参考書】



2024年度 授業概要
単 科 :スポー

科目名
(英 )

スポーツプログラミング

Sports Programming

必 修

選択
必修 年次 2

担当教員 宙野透

実務経験 OI

授業
形態

詰義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース アスレティックトレサ ー,スポエツトレーサー以外、コ‐ス共通 木曜日2限目

【授業|の学智内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

健康運動実践指導者の資格合格を目指して取り組む。
また、現場でも必要な考え方なので、その理論を身につけ活用できるよ引こする.。

※実務者経験 トレーナエ歴10年 、小学生～実業回のティムトレーナとを中心に現在までのべ15チームを指導。
また、一般の方から高齢者までスポーツクラブや公共施設でトレーニング・コンディシヨエングを行う。

【到連目標】

目標①:各項目1の理論を理解し、説明できる
目標②:現場での活用方法を身につける
目擦③:健康運動実践―指導者の資格合格

授業計画i内容

1回 目 オリエンテーション、授業説明

2回 目 健康づくりのための身体活動基準2013,健 康づくりのための身体活動指針(アクティブガイド)

3回 日 健康づくりのためのトレーニングの原則

4回 目 健康づくりのための運動プログラムの作成上のポイント

5回 目 健康づくりと運動プログラム作成の基礎

6回 目 ウォームアップとクールダウン

7回 目 有酸素運動とその効果

8回 目 レジスタンス運動

9回 目 チーマ別プログラム作成①

10回 目 テーマ別プログラム作成②

11回 目 テーマ別プログラム作成③

12回 目 テーマ別プログラム作成④

13回 目 テスト対策

14国 目 試験

15回 目 回答用紙返却、解説

準備学習
時間外学習

・改 栗 関 谷 の 優 曽

・人とのコミュニケーション能力

評価方法

・筆記試錬 (100原 分 )

受講生への
メッセージ

一般の方に運動指導するうえで必要な考え方となります。ぜひ、内容を理解して現場で活用できるようになりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

健康運動実践指導者養成用テキスト(公益財回法人健康・体力づくり事業財団)



2024年度 授業概要
学 科 【スポエツ科学科

科目名
(英 )

トータルビューティ

Total Beauty

必修
選択

選択

必修
年次 |

担当教員 1倉本 寿子

実務経験 O

授業

形 態
演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツインストラクター 火曜日1限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある夕畝員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

「アロマ,ラピーの力でスポーツをもっと心地よく楽しく!」 をテーマに演習と講義を学ぷ。アロマテラピーとは植物の香りで心身をトータルにサポートする自然療法で
ある。ストレスを抱―える現代入の心強い味方であり、美容と健康、サロンや化粧品、雑貨、施設などにもアロマテラピーが付加イ面値として注目されている。ま.た 、健康
の増進や病気の予防のために医―療や介護、スポーツにも取り入れられている。心身のバランスを整え、本来の身体能力を発揮するための香りや利用方法を学習す
る。前期では標々な活躍の場が1広がるアロマテラピーの基礎知識を理解し、本捜業終了時には各々の説明ができるようになる。
※実務経験 :2008年 12月 公益社回法人 日本アロマ環境協会認定アロマチラピーインストラクターを取得。九州各校I三てアロマテラピニ、ハーブ、リフレクソロ
ジー関連の講師業務、エステサロンでのセミナーや接客、カウンセリーング、施術等を行う。

【到違目標】

公益社団法人 日本アロマ環境協会 アロマテラピT検定2級に準じる基礎知識、具体的な利用方法やセルフケアを取得する。演習では香りの奥深さや実践方法を
体感できる。

〈具体的な目「標〉

・安全かつ正しい知識でアロマテラピユを行うことができる。
・精油の香りや特徴、注意事項を理解し、アドバイスすることができる。

猥業計画・内1容

1回 目 ガイダンス(スポーツとアロマ)/アロマテラピーの定義について説明できる。

2回 目 精油の定義、注意事項―、安全性について説明できる。/精油のプロフィール①

3回 目 アロマの利用法①、素材について説明できる。/精油のプロフイール②

4回 目 アロマの利用法②、精油の抽出方法について説明できる。/精油のプロフィール③

5回 目 アロマテラピーメカニズムについて説明できる。 /精油のプロフィール④

6回 目 アロマと環境問題について説明できる。/精油のプロフィール⑤

7回 目 アロマの歴史について説明できる。 /精油のプロフィール⑥

8回 目 精油の希キ尺濃度について説明できる。 / トリートメント(マッサージ)オイルを作成する。/精油のプロフィール②

9回 目 アロマ ハンドトリートメント(マッサージ)①を実演できる。 ※凋すの上まで出せる服装

10回 目 アロマ ハンドトリートメント(マッサージ)②を実演できる。 ※肘の上まで出せる服袋

11回 目 アロマ ハンドトリートメント(マッサージ)③を実演できる。 ※肘の上まで出せる服装

12回 目 アロマ
'ラ

ピー関連法親について説明できる。 /精油のプロフィール③

19回 目 総まとめ /定期試験対策

14回 目 前期定期試験

15回 目 前期定期試験 解説

準備学習
時間外学習

精 刑 の 否 りIよそ 1して れ 様 々な 特 傲 か め り、と しく〕里離 丁 る 必 要 刀 あ` りま了 。渋 乗 で 平 ん た ことほ侵 旨 ア る‐
=を

1い 刀ЧゲK卜 きい 。ノリン トを 多 く圏こイ

“

しま

すので、整理整頓・管理,確認できるようにしましょう。

評1両方法 定期 (筆記)試験100%

受講生への
メッセージ

香りが苦手な方は無理に嗅がなくて大1丈夫です。楽しみながら学びましょう。欠席がないよう、体調管理に気を付けて下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

公益社団法人 日本アロマ環境協会 アロマ予ラピーテキスト /各種プリント



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

グループレッスン

Group Lessons

必修
選択

選択
必修

年次 1
担当教員 荒川優子

実務経験 O

撰業
形態

演 習
総時間
(単位―)

30

2

開講区分

曜日・時限

前 期

ヨTス スポrツインストラクター 月曜 日1限臼

【手翼業の学習内容】 (※票矛秀経験のある教員、知見を有する教員が、どの|ような授業を異万色するのか、具体的に記勲する)

やその指導においては、体
様

に安全かつ効果 。指導法の1つ
(エアロ ト つ

る力、 しての つけます。
※実務経験 ;

卒後12年間フィットネス施設において運動・栄養指導を行う。その申でエアロビックダンス等のスうジオレッスシt担当。ADI・ 健康運動指導士保有。

【割達目標】
フィットネス指導・運動指導者としての姿勢や行動を身につける。様 な々グルエプレッスンの特徴について説明できる。

【具体的目標】
目標①グル…プレッスンの種類を体験しながら、自らプログラムを構成する
目標②様 な々種目の指導ができる

擬崇計画1内容

1回 目 O前期授業の内容・課題の確認 目標上授業終了までの到達点を決め、取り組み方を決める

2回 目 ⑦エアロビックダンス体験 ②エアロビックダシスの特性について 目標t音楽に合わせて動(

3回 目 Oエアロビックダンス体験 ②エアロビックダンスの効果(目 的)について 目標:様 な々ステップ名を覚える

4回 目 0エアロビックダンス体験 ②エアロビックダンスプログラムとは〈流れ・強度・スピード含む) 目擦:様 な々ステップ名を覚える

5回 目 0エアロビックダンス体百実(指導にチャレンジ)②グループレッスンのW―UPと C―DOWNについて 日標:簡単なキューイングができる

6回 目 0ストレッチプログラム体験 目擦,ストレッチの種日と航肉が説明できる

7回 目 0ストレッチの流れ,種類・効果について(指導練習) 目標:正確なフォーム、分かりやすいキューイングができる

3回 目 Эグループレジスタンストレーニング体葺負 日標:レジスタンストレーニングの種国と筋内が説明できる

9回 目 ①レジスタンストレーニングの種類r効果について(指導練習) 目裸:正確なフォーム、分かりやすいキューイングができる

10回 目 ①ステップエクササイズ体験 目標:様 な々グループエクササイズを知る

11回 目 ①ピラティス体験l才旨導にチャレンジ) 日標;分かりやすいキューイングと指導の循環を取り入れる

12回 目 ①後期試験対策(グループレツスンを考えよう) 目標:分かりやすいキューイングと指導の循環を取り入れる

13回 目 ①後期試験対策(グループレッスンの指導練習)②中弩擬実技試験!フィードバック ロ標:正確なフォーム、指導の循環ができる

14回 目 後期試験 (グループレッスン指導)

15回 目 後期試験のフィードバック

準備学習
時間外学習

日裸 ∪ で き る た け ク ル ー フ レ ッ ス ン に 1買 用 で き る よ つ アよ
‐
田 に R阻 イじBて し よ つ。 そ して 機 雲 が あ れ は 千泉々 な グ ル ー フ レ ツ ス ン を l不 願 して み ま

しょう。
目標②指導では正確な動作ができるように、また分かりやすいキューイングができるよう.に練習しましょう。

※時FttH外の練習では怪我や健康管理に充分気をつけて行いましょう。

評価方法

冥板 岳式鎮 lヤロ導 )・・・750/o.レボー ト提 出 … 10%、 横 慕 HRり組 み … 15%

受講生への
メッセージ

動きや指導の標習をする際は、怪弦や体訓管理に員をつけながら行つてください。
また、練習するなかで人の前に立つ者(指導者・インストラクター)と しての姿勢や言動を身につけていきましょう。

【使用教科書・教材・参考暮】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

ピラティス

P‖ates

必修

選択

選択
必修

年次 1

荒川優子

O

授業
形態

演習
絶時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前 期

ヨース
アスレティックトレーナー、ィヽ一ツナルトレーナー

火曜日4限目、金曜日3限 目

【授業の学習内容】 (※奥務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

ピラティスは、ジョセフヒューバータスピラティス氏が考案したエクササイズです。第一次世界大戦中、負傷した兵士達を元の状態に戻すためのリハビリテーション法と
して始まりました。身体の奥の筋内(インナーマ|ンスル)をコントロールしながら骨盤や脊柱を本来|の 工しいポジションにセットし、機能的に動ける方法を学びます。
自身でコントロエルし機能的に動かすことで、心と身体が調和された動きを習得することができるェクササイズです。
フィットネス指導の基礎である.機能的解剖学、レジスタシス等の科日と関係があります。
※実務経験 :

2004年 4月 よリピラティス1指導を行い現在はインストラクタれの育成や研修も担う。FTP Bぢ ЫむMatp‖FateSマ スタートレエナー、STOTTPILATEsマ ットワーク資格保有。

【コI達 目標】

ピラティスがどのようなものであるか、講義と実践で体感する。
また、運動指導のうつとしてピラティスに必要性を持つことができれば、指導者の資格取得へ進むステップに繁げる。
【具体的目1標】
目標①ニュートラルポジションの理解と習得
目標②ピラティス呼吸法の理解と習得
日標③実際の指導で身体への気づきを与え、エクササイズ習得を検証することができる

授業計画1内容

1回 目 0オリエンテーシヨン(自 己紹介:既往症・怪我等含も`l②授業内容の確認(ピラティスとは)③ストレッチ ロ標:身体の感覚を知る

2回 目 ①ストレッチ ②ピラティス体験 ③呼吸法1日標:身体の感覚を知る

3回 目 ①自身の骨格チェック(ペア)②ストレッチ&ピラテイス ③呼吸法 目標:自 分の骨格の課題と正しい骨格ボジションを知る

4回 目 ①ピラティスレッスン ②基本姿勢(ニュートラルポジションー)を学ぶ ③ニュートラルポジションを指導する 目標:ニュートラルボジション指導ができる

5回 目 ①ピラテイスレッスン ②W―upエ クササイズを学ぶ ③ここまでピラティスの基礎についての復習 目標:ピラティスワークの導入部分を知る

6回 目 ①W― upエクササイズ ②ハンドレッド・ロールアップ(必要に応じてペアワーク:指導)目標:エタササイズロ的、使われる筋肉を意識し指導する

7回 目 OW up ②バランスを目的としたエクササイズ(必要に応じてペアワーク:指導) 目標〔エクササイズロ的、使われる筋肉を意識し指導する

8回 目 OW―up ②腹筋強化を目的としたエクササイズ(必要に応じてペアワーク:指導) 目標:エクササイズロ的、使われる筋内を意識し指導する

9回 目 ⑩Ⅳ―up ②腹筋強化を目的としたエクササイズ(必要に応じてペアワーク:指導) 目擦:エクササイズロ的、使われる筋肉を意識し指導する

10回 目 帥 ―up ②脚・殿筋・脊柱の可動を目的と.したEX(必要に応じてぺ7ワーク:指導) 目標:エクササイズロ的、使われる筋肉を意識し指導する

11回 目 OW…up ②脚・殿筋・脊柱の可動を目的としたEX(必要に応じてペアワーク:指導)目標:エクササイズロ的、使われる筋肉を意識し指導する

12回 目 ①W‐up ②脚・殿筋・脊柱の可動を目的としたEX(必要に応じてペアワーク:指導)目標:エクササイズロ的、使われる筋肉を意識し指導する

13回 目 ①後期試験について説明、エクササイズの選択 ②選択エクササイズの指導練習 目標:選択エクササイズの目的、エラーを理解じ指導できる

14回 目 後期試験Aグループ(実技:授業の中で行つたピラティスエクササイズを指導する)

15回 目i
後期試験Bグループ ※終了後、試験で行つたエクササイズ指導のフイー向 ッヾク

準備学習
時間外学習

日裸 ∪ ヒ フ す イ ス を ア う に め た り多 ,§ 飛 駅 狂 か 妥 りま す 。 咬 素 を
~x IT(い くアよ

'J｀

く 、 H tt r'Jに ス ト レ ッ ケ 密 rTっ こ と を 丙 翻 の しま す 。

目標②授業エクササイズの復習や練習をすることは、ピラティスを正しく動くことの習得に繋がります。

※子受業に備えてのストレッチやトレーエングは怪我や健康管理に充分気をつけて行いましょう。

評価方法

実技試験 (指導)75%、 レポート(指翠計画書)提出…10。ノ6、 授業態度 (遅刻含む)・・130/。

受講生への
メッセージ

ビラテイスを受話するにあたつてのストレッテや線瞥において 1よ、1登孝えや杯調留1璧!に気をつけなから行つてくたざい。

トレーエング法の1つとして興味を持てたなら、是非ピラティスインストラクター資格の取得にチャレンジしてみてください。

【使用教科書・教材・参考書】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

レジスタンス

Reslstance Training

必修
選択

必 修 年 次 1

担当教員 内田 真平

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポエツトレーナー 月曜日2限目

【授業の学習内容】 (※実務1経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

1年を通じて運動指導者に必要なレジスタンストレーエングのフォーム修得、指導カアップを目指す。前期は主にBIG3(ベンチプレス、デッドリフト、スクワット)の
フォーム修得を目指す。演習はただやり方を覚えるのではなく、機能解剖学や運動空理学に基づいた裏付けや身体の仕組みを理解した上で実施する。基本的に2
～3人のグループワークやロールプレイングを行ない、運動指導者に必要な基礎も学んでいく。毎回の演習を通じて現場で生かせる様々な理論やテクニックも合わ
せて紹介するので、安全で効果的なフォTムを身につけ、対象部位

^的
確に負荷をかけられるよう1こなって欲しい。

案務経験:2005年より福岡市内のフイツトネスクラブ施設にて運動指導を開始。パーソナルトレーナーとして10年のフリーランス活動を経て、2018年 に「尉tnoss

Support arcs」 をオープン。20代から80代|の様々な目的を持つたクライアンHこマンツエマンで運動指導を行つている。

【到達目標】

レジスタンストレ‐エングの指導に必要な基礎種日、BIG3を 中心としたフォーム修得、そして指導力の向上を目指す。
<1具体的な目―標>
①機能解吉1学に基づいた正しいトレーニングフォームでの実演ができるよう|こなる
②エクササイズを機能解剖学的に説明できるようになる

授業計画i内容

1回 目 オリエンテーシ:自 己紹介、摂業の進め方、マシンの使い方、評価方法

2回 目 (自 擦)スクワウトをやってみる/トレーニングの原理原則を理解する/下肢の筋肉を学ぶ①

3回 目 (目 標)デッドリフトをやつてみる/トレーニングの原理原則を理解する/下用支の筋肉を学ぶ②

4回 目 (目 標)ベンチプレスをやつてみる/プログラムの基礎を理為至する

5回 目 (目 標)8RMを 設定できる/種目の分類を理解できる

6回 目 (目 標)6RMを 設定できる/筋活動様式の種類とその活用が理解できる/筋の作用を学ぷ

7回 目 (目 揮)5RMを 設定できる/動作速度の重要性が理解できる

8回 目 (目 標)4RMを 設定できる/代償動作に伴う危険について理解できる/上肢の筋肉を学ぷ①

9回 目 (目 標)SRMを 設定できる/相手に合わせた総助ができる/上肢の筋肉を学ぶ②

10回 目 (国 標)基礎種国の演習

11回 目 試験対策:(目 標)BIG3がバーベルでデモンストレーションできる

12回 目 基礎種日の渡習、3RM瀕 1定 (目 標)換算表が活用できる

13回 目 前期試験

14回 目 前期試験

15回 目 総評

準備学習
時間外学習

・ロエトレーニンてア

・機能解割学の予習・復習

評価方法

・,ス 業参〕口平 10%
・中間試験 30。/て,

こ期末試験(BIG3のデモンストレーション〉 609/o

受講生への
メッセージ

レジスタンス 指尋は運動指導者にとつて必須です。競技スボーツの現場だけでなく、リハにりなどの医療の現場やフィットネス・セルフコン

ディショニングなど、様々な場面で必要になってきます。知識・指導力を身につけることで身近な人の役に立てる機会もあるでしょう。実践し理解が深ま
ることで可能性は無限に広がり、様々な職域で「付加価値」になります。演習を通じて身体の変化を体感し、指導に必要な基礎を身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :「ぜんぷわかる筋肉の名前としくみ辞典」:成美堂出版
「JATIト レーエング指導者テキスト実践編」:大修館書店



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 平塚 泉修
択

必
選

必修 年次 1

実務経験 〇
科目名
(英 )

フィットネスエクササイズ

atness exercise 前期

ヨース スポ■ントレーナー.スポ→ノインストラタター以外コース共通

業
態

授

形
演習

総時間
(単位 )

３０

　

２

開講区分

曜日・時限 水曜口3・ 4限、金曜日4限

このクラスでは、スボーツクラブk民間)で行われているエアロピックダンスエクササイズを中心にr健康:体力づくり」の為に必要な運動の基本を体験してもらう。
により、グループ指導や将来インストラクターとしての職不鍾に興味を持つてもらえる様な内容で行う。「エアロビックダシス

レジスタンストレーニング」「ストレッチJで指導者として必要なフィジカル面の強化=維持も図る。

109と年5月 ～現在 (株 )スポーックラブNASでインストラクターとしてレギユラーレッスンを担当、現在はフリーランスとして活動中。

ズ」・

るのか、具体的に知見を有【授業の学習内容】

<具体的な目標>
目繰①エクサササイズの目的(健康・体力づくり)を理解し、自らが効果を出せる身体づくりができる。
日繰②自らが体験した運動の効果(行動体力である柔軟性や巧I敬性など)を 自己判断

―
出来るようになる。

自標③グループレッスンの特徴や特異性を自ら感じる事ができる。

【到達目標

てもらい、集回指導の楽しさを感じてもらう。

1回目 (目 標①)オリエンテーション(自 己紹介)リズム,音楽について

2回 目 (目 標①)フィットネスEXの 目的(健康・体力づくりの運動)を理解し、他のメンバーと共有できる。日

3回 目 (目 標①)健康づくりの運動について説明ができる (実技:ベーシックビギナー ストレッチ2)□

4回 目 (目 標①)体力について理解とその運動の目的を確認 (実技:ビギナー①50分 コンデイシヨエングつ国

5回 目 (目 標②)エアロビックダンスの特徴の確認 (実技:ビギナー② 50分 ヨンデイシヨエング2)□

O回 目 (目標②)運動強度と変換方法を理解し実施する事が出来る (実技:ビギナー⑤50分 コンデイショニング3)囲

7回 目 (目 標②)運動強度の変換方法を自らがレッスン中に行い調整できるする事ができる。(実技:ロー50分 コンデイショニング4)回

8回 目 (目 標②)骨格筋についての理解とストレッチの重要性について説明できる (実技 :日-50分 コンディショエング5)□

9回 目 (目 様③)実技:エアロビックダシスエクササイズ60分

10回 目 (目 標③)実技 :エアロビックダンスエクササイズ60分

11回 目 (目 標③)実牧:エアロビックダンスエクササイズ60分

12回 目 (目 標◎)実技:エアロビックダンスエタササイズ60分

13国 目 テスト準備(基本ステップ4種 目の説明と実技テスト内容説明)

14回 目 実技試験

16回 目 レッスン

準備学習
時間外学習

(日 標∪ ,FT子混 :運動生埋軍やl不刀
~子についてヤ習があると効果ngな起動になりよす。

(目擦②)骨格筋や解剖学等の講義の復習があると安全に授業を行う事ができます。

評価方法

ストレッチ、エアロビックダンスエクササイズ、コンディシヨエングの何れかの実技試験
●実技テスト(800/6)

●レポート試験 (フィットネスエクササイズについて)(10%)
●授業内評価(10%)

害J合で成機評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅 力:この授業では民間のフィットネスクラブではもっともニーズの高い「スタジオレッスン」を体験出来ます。先ず自身の体力づくりを回り、集国で運動を
音楽に合わせて行う楽しさを感じてください。週に一度一緒に汗をかいて元気に身体を動かしていきましょう。
腰業計画:この授業で身に付ける「実Ⅲ境力」は「経験値」が物を言います。その必要な技術は毎回の授業で少しずつ養う事が出来ます。体調管理に売分気
をつけて欠席のない様にしましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

実習着着用 (ジャとジ可)、 室内シューズ必須



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

コンディシヨニング

Conditioning

必修
選択

必修 年次 1

里当教員 古野 透

O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース パーソナルトレーナー、スポーツビジネス 木曜日1限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するの|か、具体的に記載する)

ス,ティックストレッチやダイナミックストレッチなど基本的な理論や実枝を中心に、テームなどの団体指導やパーソナル、高齢者など幅広い年齢層に対応できるスキ
ザレを身につけていく。

※実務者経験 トレーナエ歴10年、小学生～実業国のチームトレーナーを中心に現在までのべ15チームを指導。
また、一般の方から高齢1者までスポーツクラブや公共施設でトレ‐エング●コンディショエングを行う。

【到達目標】

目擦①各ストレッチの内容を理解し、説明することができる
目標②覚えた内容を指導することができる
目糠③プログラムを組むことができる

l受業計画・内1容

1回 目 オリエンテーション

2回 目 スタティックストレッチの理論

3回 1日 スタテイックストレッチの渡習①

4回 1日 スタティックストレッチの演習②

5回 目 ダイナミックストレッチの理論

6回 目 ダイナミックストレッチの演習①

7回 目 ダイナミックストレッチの演習②

8国 目 ペアストレッチの理論・演習

9回 目 プログラミング作成の理論,演習①

10回 日 プログラミング作成の理論・演習②

11回 目 指導の理論・演習①

12回 目 指導の理論・演習②

13園 自 テスト対策

14回 目 前期試験

15回 目 答案用紙返却、解説、反省

準備学習
時間外学習

日標∪校栗の囚谷を耳夏智丁る

目標②教科書を読む頻度を増やす

評価方法

50間 (1間 2点 )出選 し合計 100焦 とする。

受講生への
メッセージ

」ATIの資橋は簡単に取得できるものではありません。日々、子文科書を読み、授業の内容を復習するといつた積み重ねが非常に大切となります。¬年は
長いようであつという間に経つので、早いうちに習慣づけるよう1こしましょう。

【使用教科書・教材・参考書】
JATIトレーニング指導者テキスト「理論編」(株式会社大修館書店)



2024年度 授業概要
学 科 :スポ

担当教員 谷口 貴隆

実務経験 O
必修

選択
必修 年 次 1

前期

科目名
(実 )

コンディシヨエング

Conditioning 授業
形態

演習
総時間
(単位 )

３。

　

２

開講区分

曜日打時限 木曜日3・ 4限日、金曜日4限目コース アスレ
'ィ

ックトレーナー;スポーットレーナー、スポエッインストラクター

、繰り返し実践することで基本的な動作を修得できることを目的とします。
フィットネスクラブで1.0年以上勤務、小学生から高校生を中心に身体作り、トレーニング指導を20年。また、小学生から高校生のサッカエ選手の身体づ

ン ングダウン』はトレーエング
このコンディショエングの授業は実技を中心にストレッチング

ス の の向上 ために『クーj

』は怪我の予防や運動パフォー々『ウォ‐ミングアツプ
の体ヽ幹エクササイズや器具を使わなし回

にるのか、知見【授業の学習内容】

指導歴は20年。り

ォーミングアップやクーリングダウンの理論を学ぴtトレーエングを繰り返し実践して修得する。

目標① ストレッチングの種類を区別して、部位別に工しいストレッチングができる

目鑑鐘g'を窒と諜舞なご期 こ出耀鵞子
きる

【到連目標】

授業計画 内ヽ容

1回 目 コンデイシヨニングの広義的な意味や方法を説明できる

2回 目 動的ストレッチングができる   【上半身①】

3回 目 動的ストレッチングができる   【上半身②】

4回 目 動的ストレッテングができる   【下半身①】

5回 目 動的ストレッチングができる   【下半身②刃

6回 目 静的ストレッチングができる   【上半身】

7回 目 静的ストレッチングができる   【下半身】

8回 目 中間テスト(筆記)  テストの振り返り

9回 目 自体重トレ十二ングができる   【器具を使わない筋カトレーエング①】

10回 目 自体重トレーエングができる   【器具を使わない筋カトレーニング②】

11回 目 自体重トレーニングができる   【SAQト レーニン舛

12回 目 自1体童トレーニングができる   【プライオメトリクストレ‐ニング】

13回 目 テスト対策

14回 目 期末テストく実技)

15回 目 総合演習

準備学習
時間外学習

目 分 目 身 が トレー ミ ンク を異 賜 して 、そ の トレー ニ ンク.そ理 解 し、lttにとの よつぞ 尖 1し 力` 道 ヒ0の D｀ を決WOLと ,9｀ 皇 妥 でブ 。T支未 以

'卜

でもドレー ニ ン′ノを

する習慣を作ると、授業内容も理解しやすくなります。

評価方法

中間テストく実技)40%+期末テスト(実技)50%+授業態度・授業準備(月R装や室内シューズなど)10% 合計 100。/o

受講生への
メッセージ

ウォーミングアップとクーリングダウンは、連動を効果的に続けるためにとても大切です。投素で1ま一緒に体を動かしながら楽しみBミしょう:!
普段の生活では、睡眠をしつかりとり、朝食も必ず摂るようにして体調には気を配りましょう。これもコンディショニングの一環です。

【使用教科書・教材・参考書】

トレーニング指導者テキスト「実技編」(大修館書店)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

機能的解剖学

Funetional Anatomy

必修

選択
必 修 年次 1

巳当教員 福田 智

O

授案

形 態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース アスレティックトレーナー除く、コース共通 フk躍日12・ 3限目

【授、業の学習内容】 ※異務静i験のある教長、知見を石する教員が どヽのような技素を冥万[するのか、具体的に呂己朝する

機能的解割学は解割学と運動学を中心とした授業となる。

運動指導をするうえで解割学と運動学は基本となる教科となる。
解剖学では筋肉・腱・脅・関節を把握し、運動学では日常生活・スポーツ場面での動作・姿勢の説明ができるようItなる。

*実務者経験:医療の臨床現場て27年間、理学療法をする。

手術見学、医師とのカンフアレンスにて機能的解剖学を学ぶ。

【到連自標】

目標①全身の筋内、腱、骨、関節などの名称や1部位を説明できる。
目標②筋内の働きを日常生活・スポーツー場面で説明ができる。

1回 目 筋肉と骨との役割が説明できる

2回 目 (目
!標①②)足周囲の1解割と運動について説明できる

3回 目 (目 標①②)膝周EElの解吉llと運動について説明できる

4回 目 (目 標①②)股周囲の解割と運動について説明できる

5回 目 (目 標①②)骨盤帯の解割と運動について説明できる

6回 目 (目 標③②)肩 甲幣の解雪1と運動について説明できる

7回 目 (目 標①②)肩周囲の解割と運動について説明できる

8回 目 (目 標③Э)肘周囲の解吉1と運動について説明できる

9回 目 (目標①②)手周囲の解剖と運動について説明できる

10回 目 (目 裸①②)体幹前画の解剖と運動について説明できる

11回 目 (目 標①②)体幹後画の解剖と運動について説明できる

12回 目 (目 標①②)覇部の解剖と運動について説明できる

13回 目 まとめ 全身の解割と運動について説明できる

14回 目 華記試験

15回 目 試験解説

準備学習
時間外学習

主 な骨・筋 肉 の 解 副 字 と、動 作・委 勢 に紫 がる運 動 字 について予習 が あ妻 です 。

各部位にて運動,旨導に薬がるように、覇肉・月魅の名称と1動きを手巴握する。肯・関師・耳
'l膏

なと
‐
の名称・部位を!巴櫨する。

テスト評価1000ノ6

評価方法

受講生への
メッセージ

運動指導をするうえて基本となる機能的解詈u字は、1つ 1つ地逼に覚える手が大切です。

教科書:ぜんぷわかる筋肉の名前としくみ辞典・ぜんぶわかる骨の名前としくみ事典(成業堂出版)

排考喜:教科書で分かりにくい部位を参考資料として、毎回雷己布

【使用教科書・教材・参考書】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(実 )

英会話

Engtish Conversation

必修

選択
必修 年 次 1

担当教員 ホフ・ウィルソン 他

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開諮区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 月曜日3限 目・火曜日e限 目`木曜日2限 目

【授業の学習内容】 (※異務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を冥施するのか、具体的に記載する)

国際舞台で活,程するためには、英語でコミユニケーションを取るための基礎力は必須である。本捜業では、中学校・高等学校で学んだ基礎を再学習し、英語によるコミュニ
ケーションに必要な基礎的スキルを修得する。

【rl達 目標】

国際社会で活躍できる語学力とコミュニケーション能力を身に付ける。

援葉計画●内1容

1回 目
と,1授業計五回すの説明、初対面のあいさつ～お別れまでの会話が出来る。
Can ttreet peoplq and take leavo初 対面の相手に対し、適切な挨拶ができるよう1こなる

2回 目
L.2&3自 己紹介、友人の紹介、パーソナルインフォメエションに関する一般的な質問に対する受け答えが出来る。
can intrOdu● o onese'f and others,ask ior oersonal informatioぃ

3回 目
L5&6 好き・妹い等の好みについての会話が出来る。
Can express‖ kes and dis‖kos

4回 目
し,3 意見を尋ねる/意見を述べる。お誘いを受けた際の返答が出来る。
Can ask for and give opinions

5回 目
L.1l a 12人を要める&震められた際の会話表現。(衣服など)着ているものに関し
Gan ask abOut desc"be and o付er compliments about outtts

G回 目
L.7,13,&14時 間について表現する。日々の習慣について話す&質問できる。
Can askセ ibout and describe routines

7回 目
L19&20 遭 栗 内をす る 。

Oan ask about at,d describe ioo′ lむons, Can give directions and:打 sk for ctarification.

8回 目
と,21&23数やお金の多女え方・価格や頻 Fぇ についての質問や受け答えが出来る。
Ctln ask about,nd g"e prttes,

9回 目
L.28 料理の味や材料について&レストランでのオーダーが出来るようになる。
Can ask abOut a describe food

10回 目
L.29&30過 去の出来事について話す&質問できる。

Oan aSk anu talk aboutipast event

11回 目
L.32 週末や未緊の予

~た
について語すことが出釆る。

Can ask about and describe future plaris

12回 目
L.31 自分の体験について話す&それに対するリアクションや返答が出来るようになる。
Can react to news

i3回 目 総復習 ReMew

14回 目

16回 目 試験返却、解説 Re胡ew ofthe TEST

準備学習
時間外学習

必 要 に応 じて 、晏 岡llにすキ スト1こ 日を遺 して単 語 を確 融 しておく、政 票後 に分 か らなか つた 1章 F'「 を再 罐 認 しておいて下 さい 。

評価方法

定期試験にて知識・技熊の割達評価を行う。
●定期試験 (100%)

上記にて成績評価を行うも

受講生への
メッセージ

グローバル化している現代社会において、英会話はコミュニケーションスキルとして必要となつてきています。
授業で扱う基本的な英会話は、実際のシチュエーションにおいてよく使う内容となつていまする
自分の思つていることを伝えたい、相手のことを知りたい、という気持ちを表す英語表現を、さまざまなアクティビティを通して楽しみながら学習してもらえればと
思います。
体制管理には気を付けて、欠席をしないよ)こしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

Speak Now l

TEST



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

コミユニケーションスキ,レ

communication sklII

必修
選択

必須 年次 1

担当教員 最上源!・ クスタース妙子・自石直子

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 火曜日1眼 目・水曜日2限目・木曜口G限 目

【授業の学習内容】
コミュニケーション|の基礎を身につけるために、コミュニケーションスキルアップ検定の内容を勉強し、ご横隔を目指す。過去問題や練習問題を使い授業を進める。

r到達自標】

コミュニケーシヨンスキルアップ検定の合格を目!指す。

授業計1画 `内容

1回 目 オリエンテエシヨン・コミュニケーションの定義と領域

2回 目 コミユニケーションの種類1正しい挨拶の基本

3回 目 基本的対話スキル ①カ セス。闘(の基本、質問の仕方

4回 目 ②話す基本、気持ちや考え方の交換

5回 目 自己表現ネキル ①挨拶、自己紹介、相手との関係を深める

0回 目 ②上手な類み方、断り方、自己主張の仕方

7国 目 ③仕事の基本、語すをわかりやすく伝える方法、交渉、説得

3回 目 ④プレゼンテーション、アンガーマネジメント

9回 目 社会的スキル ①敬語

10回 目 社会的スキル ②電話応対、1妥客マナー

11回 目 社会的スキル ③訪問、謝罪 ④文書  過去問題

12回 目 過去問題

13回 目 過去問題

14国 目 テスト

15回 目 まとめ

準備学習
時間外学』

麟唄からLツ 7ヽススキルを言融 しよしよつ

評価方法

摯 記 テス ト1000/o

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

コミュニケーシヨンスキルアップ検定 (滋慶教育科学研究所)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

機能的解剖学

Functionat AnatOmy

必修
選択

必須 年次 1

担当―教員 桝谷 勝

糞務経験

援業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開請―区分

曜日・時限

前期

ヨース アスレティックトレーナー 金曜日3,4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員がぉどのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

機能解剖学は、これから学ぶスポーツ障害・外傷やテ=ピング、測定評価、トレーニング実技などの基礎となる教科であるため、必ず身につけるべき必要がある。
機能解剖学を身につけたうえで、関連教科を学ふ事でより理解度が増すよう1こなってもらいたい。また実習で選手の怪我などを観る際に正確に骨や靭帯や筋肉を触
診出来るよう1こなつてもらいたい。授業では、骨模型や動画を使い骨の形や関節の動き、筋肉の起始`停止、場所を理解し実際にペアになって触診しながら正確に触
れるよう1こしていく。
実際に簡単なストレッチやトレーニング、スペシャルテストなども行いながら、関連教科とのつながりをイメージ出来るようにしていく。

【到達目標】

骨・関節・革】帯二筋肉・神経の場所や各部位の名称・起始と繹止・機能が説明出来るよう.に知識を修得する。
また骨ヨ尊刃帯・筋殉などを正確に触診出来る技術も修得する。
骨の名前と場所、さらに骨の各部位の名称を理解し触診出1来るよ〕iなる。関節の形状や特徴、動きを理解し説明出来るようになる。
学】帯の場所や機能を理解し、怪我との関連も説明出来るようになる。

授業計画|'内容

1回 自 オリエンテーション (解剖学と1也の教科との関連・解剤学がわかると何ができるのか)

2回目 解剖学の基礎知識①(閣節の動き・所と軸・筋収縮と聞節運動の関係)について説明が出来る。

3回 目 解剖学の基礎知識②(聞節の分類・関節の構造)について説明が出来る。

4回 目 足関節の解剖① (骨・靭帯の名前と場所・関節の機能とお青造)触診と説明ができる。骨の名前 足の骨P122～ 126Ⅲ 足の靭帯P164～ 166

5回 国 足関節の解剖②(筋内の起始と停止・機能)触診と説日月ができる。筋内の名前 下腿部
'190～

203

6回 目 足関節の解割③ (アライメントとスポーツ障害)について説明ができる。筋肉の名前 下肢(足部)204～ 217

7回 目 膝関飾の解剤①(骨・常刃帯の名前と場所・関節の機能と構造)触診と説明ができる。骨の名前 大腿骨t胆骨。Л非骨・1黍蓋骨Pl18～ 121

8回 目 膝関節の解剖②(靭帯の機能とアライメント)触診と説明が出来る。骨の名前 膝閥師P158～ 163

9回 目 膝関節の解剖③(筋肉の起始と停止・機能)触診と説明が出来る。筋内の名前 下肢(大腿部)174～ 1.89

10回 目 般関節の解剖①(骨の名前と場所・関節の機能と構造)触診と説明が出来る。脅の名前 下肢・骨盤・寛骨P108～ 117

11回 目 股関節の解剖②(靭帯の名前・場所・機能・股関飾の疾患について)説明が出来る。筋肉の名前 下用支(寛骨部)P160～ 173

12回 目 股間節の解剖③(筋肉の起始と停止・機能・インナーマッスルとアウターマッスル)触診と説明が出来る。

13回 目 下肢の総復習

14回 目 試験

15回 目 試験解答

準備学習
時間外学習

毎 回 、団 回 の 改 粟 で行 なつた部 位 の 1ヽテス トを行 うの で歳 系 Rllに優 営 が 必 要 ロ

次回行う都位の教科書をまとめて予習をしておく必要がある(まとめたレポーHよ提出させる)日

□

評価方法

①定期テスト(60。/o)②毎回行う小テスト(20。′/o)⑭レポート提出(20。ノ6)国

受講生への
メッセージ

機能解剖学はトレーナーとしての基礎となる教科なので、二年生の間に身につけてもらいたい教科である。また機能解剖学を他のF芸月連教科と連動させな
がら学んでもらいたいと思います。教科書やプリントだけでなく、実際の人体で触診や動きを確認しながらイメージを持つて勉強していくと身につきやすい
と思います。□

【使用教科書・教材・参考書】

公認アスレティックトレーナー専門テキスト2運動器の解割と機能(公益財回法人回本スポーツ協会)

骨の名前のしくい事典・筋肉の名前としくみ事典(成美堂出版)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

スポーツ生理学

Exercise physi。 1。 gy

必修

選択
必修 年次 ヽ

担当教員 古賀五月

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日“時限

前期

ヨース ヨース共通 火曜日1限日、木曜日卜2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

スポーツ生理学は運動を行うことで身体にどのような変化が生するのか、その現象としくみを理解する学問である。他のスポーツ系の摂業の基礎とも言える。この援業を理解すること
によつて、運動指導者としてタライアントヘなぜヒトは運動をしなければならないのか、運動を行うことでどのようなことが身体の申で起こり、様々な変1しを遂げていくのか科学的根拠に
基づいて指導がてきるよう1こなる。

〔到達目標】

運動指導者に必要なスポーツ生理学の基本的な知識を惨得̂ 科学的根拠に基づいて説明が出来る
目撫0骨格筋についての詳しい説明(構造・特徴・収縮株式など)が出来る。
日擦②エネルギエ供給系についての説明が出来る。
目擦③骨格筋と神経系の関わりについて説明が出来る。

,受業計画・内
‐合

1回 目 オリエンテーシヨン

2回 目 (目 標①)骨格筋の構造についての説明が出来る。

3回 目 (目 標①)筋収縮の仕組みについての説明が出来る。

4回 日 (目 標①)筋線維の種類とその時徴について説明が出来る。

5回 自 (目 標①)筋の収縮株式についての説明が出来る。

6回 目 (目 標①)筋力を決める要因についての説明が出来る。

7回 目 中間試験

8回 目 (目 撫②)7デノシン三リン酸についての説明が出来る。

9回 目 (目 標②)無酸素性機構についての説明が出来る。

10回 目 (目 標②)有酸素性機構についての説明が出来る。

11回 目 (目 標③)神経系の構造について説8月が出来る。

12回 目 (目 標③)自 律神経系について説明ができる。

13国 目 (目 標③)神経系の働きと役害l、 および運動との関連について説明が出来る。

14回 目 期末試験

15回 目 返却・回答解説

準備学習 時
間外学習

です。また曾種筋やトレーニンτ″についての話がありまアので個人でトレーニンクを行
ります。

評価方法

2回の 定期 試 験 によつて知識 の 到I遥評 価 を行 う。(中間試 験 50%翔 ス試 鎮 50%ユ

受講生への
メッセージ

現場で運動指導者として働いていくために矢岡謝と概術が必要となります。特に矢Il戯は科字的根す
'と

に墨つく説明が出釆るとクライアントヘの説得力が上がります。ぜひ吾
手意識を持たず、積極的に取り組んでほしいと思っております。そのためにも、どの授業もそうですが体調管理に気をつけ、欠席をしないようにしてください。

【使用教科書“教材・参考書】

リファレンスブック(公益財団法人 日本スポーツ協会)

健康生活と運動(SISビジョン株式会社)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科 目名
(英 )

フィットネスエクササイズ

Fitneso Ettercise

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 古賀 五月

実務経験

授業
形態

演』
絡時間
(単位)

30

2

闘講区分

曜日・時限

前 期

]■ス スポ■ントレーナー・スポーツインス
'ラ

ク
'一

火曜日2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

フィットネスエクササイズはグループ指導の基本となるものであり、多くの人 を々健康に導くための手段である。フィットネスエクササイズ1では動くことの楽しさを知り、運動指導者になる
ための心格えを持つこと、実依指導ができるために解吉け学や生理学を理解し、後期に受講するラィットネスエクササイズ21こ染げてい(。

【到逮目標」

く具体的な自裸>
Эグル‐プエクササィズの楽しさを知る。
歩健康選勤実践指導者の実技に登場する種目を正しく動くことお

'で

きる,

1回 目 オリエンテーション

2回 目 エアロビクスのレッスンの受講 (エアコビクスの基本動作を習得する)

3回 目 エアロビタスのレッスンの受講(エアロビクスの基本巨力作を習碍する)

4回 目 エアロビクスのレッスンの受講(エアロピクスの基本動作を習得する)

5回 目 エアロビクスのレッスンの受講 (エアロビクスの基本動作を習得する)

6回 目 エアロビクスのレッスンの受講 (大きくしつかり勁くことを目標に)

7回 目 エアコビクスのレッスンの受講 (重心の移動を意識する)

8回 目 エアロビクスのレッスンの受講(上肢・下厳を運動して動かす)

9回 目 エアロビクスのレッスンの受講 (大きくしぅかり動くことを目標に,

10回 目 エアロビクスのレッスンの受講(監心の移動を意識する)

“

回 目 エアロビクスのレッスンの受講 (関師の可勤l或を蔵識して動かす )

12回 目 健康運動実践指導者て登場する動きを知る

13回 目 試験 対策

14回 1目 期末試験①

15回 鳳 期末試験②

準鱒学習 購

間外学習

評価方法

楽子更訳 駅 80イ  レ不― 卜 却 路 コヽと・男瞑鉄 芯 れ は lu凩淑 黒 ,

受講生への
メッセージ

していく解剖学や生理学を臭旗指導に活かしてい

体調管理に気をつけ、自分の中にあるポジティブ

運動 語導者 として、きちんとした手旨尋がてきるようにます

けるように取り組めるとなお良いてしょう。とはいえ
なスイッチをonにして取り組んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

実曹着(ジャージ)、 室内シューズ、タオル、飲料水を準備



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担1当 教員 堀尾 祐史必修

選択
必修 年 次 1

実務経験|
(英 )

科目名 レジスタシス

Reslstance Trainlng 前期授 業

形態
演習

総時間
(単位)ヨ■ス アスレティックトレーナー

３０

　

２

開講区分|

曜日・時限 金曜日3限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

年間目標は個体差に応じたプログラム作成力や実技指導ができる伝達力とする。そのため前期では、実技を通して基本種目の習得/トレーニング理論 (トレーニン
グ指導者の役割・業務、トレーエングの原理原則、筋カトレーニングの効果、プログラムの基礎、筋活動株式の種類とその活用、動作速度の重要性、補助の仕方、
代償動作に伴う危険等)を学び、体現できることに重点を置くものとする。

代表的なトレーエング種レジスタンスト 目をB103 アペンチプレス、 ジフッド1 卜、る。

できる

うになる出来るよ

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション(自 己紹介、授業内容・評価方法・清掃などについて説明)

2回 目
ベンチブレス(BP)、 スクワット(SQ)の基本 (起始と停止、マシン、ラックの構造、使い方)

【BP J.ORM・ SQ:10RM】

9回目
レジスタンストレーニングのノ`リエーション、筋の収絹形態
【BP:10RMLsQ1loRM】

4回 目
小テスト(レジスタンスとは、主1動筋、補助の注意点)

【BP:10RM・SQ:10RM】

S回 目
舒柱と骨雄所について、とッフヒシンについて、RDL&ベントオー′ヽ一 ロウの異境

IBP,10RMiSQ:10RM】

6回 目
テッドリフHこついてく誕殆と停止 、運動早 ,

【BP:6RM・ DL:6RM】

7回 目
幡 能 肝 副 字 (3斗薗 に お ける言 語 化 )、 スー バ ー セ ツトの 笑 販

【BP:6RM・ DL:6RM】

8回 自
小テスト(BIG3における運動学 )

【色P:6RM・ DL:GRM】

9回 目
タイフ分け(OKCと CKC)、 フリーウエイトTRとマシンTRの共通点と相違点

【BP:6RM・ SQ16RM】

10回 目
′ヽリエーション、コン′ヽウンドセットの異践

【BP:6RM・ SQ:6RM】

11回 目
フログラムの墨碇 、 の 優 先 娘 位

【BP:6RMiSQ:6RM】

12回 目 BPiSQの 3RM測定(換算表より推定lRMを算出する)

13回 目
夏 李 1不乗 甲 の 討 回つくり

【夏季休案で実施するメインセットB会 度で8P,SQを実施

14回 目 実技試験

15回 目 総評

準備学習
時間外学習

∪ 測
'榎

ことに群 剖 早 (l'ヤ 智 を丁 る (レフ スダンス トレー ニ ンク で (ヂ,剛 1年を埋 B4丁 るた の ,

②授業内容の復習をする(4ヽテストで解剖学や授業内容の
③日頃から自己鍛錬を行う(学んだ知識や技術を習熱させ

習熟度を確認するため)

るため)

評価方法

∪ あ 妥 出 席 田叡 (全出 席 君 は 不 言貫願 +10%刀口点 )

②小テスト29`

③本試験 70%

※前期本試験では、ベンチプレス、スタワット、デットリフトの実技テストを実施する。

受講生への
メッセージ

近年、運動することの社会的な位直つけが高まつています。スボーツ分野でのパフォーマンス向上/体力強化、フィットネス分野での健康増進/美容手
段/発育発達、さらに介護・医療分野でのロコモティブシンドローム/サルコペニア・フレイル予防、生活習慣病予防/童症科予防などが挙げられます。レ
ジスタンストレーエングは身体の動かし方、運動の組み立て方、強度の変換等多くの要素が詰まってとヽるため運動プログラムの基礎になります。授業
では、バ…ベルやダンベルを扱います。扱い慣れた方は基礎を見直すつもりで、初めて扱う方はきつかけ作りとして受講してください。先ず自分の身体
で変化を感じみましよう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :」ATト レーこング指導者テキスト「実Lt編」大修館書店、「動作でわかる筋肉の基本としくみ」マイナビ



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

レジスうシス

Resistance Training

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 竹村 昌紘

実務経験

授業
インノ態

演習
総時F口見
(単位) 2

30 開講区分

曜日・時限

前期

コース
アスレティックトレーサー■バーツナルトレースポ‐ンインストラクター、スポーツピジネス 金曜日3・ 4限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような援業を実施するのか、具体的に記載する)

目標として1個体差に応じたプログラム作成力や実技指導できる伝達力とする。そのため前期では、実技を通して基本種目の修得/トレーエング理論(トレーニング
指導者の役割・業務、トレーニングの原理原則、筋カトレーニングの効果、プログラムの基礎、筋活動株式の種類とその活用、動作速度の重要性、補助の仕方、代
償動作に伴う危険等)を学び、体現できること1こ童―点を置くものとする。
その他、現代社会における運動の必要性や位置づけ、運動指導者に必要な資資なども交えながら授業を進行する。なお、本講義では実技を中心に進行するため
部位ごとの解剖学(起始、停止、作用)は予習して授業に臨むことを願う。

【到達目擦】
レジスタンストレーエングを安全かつ効果的な実技指導をするために必要知識ど技術を修得する。代表的なトレィエング種目をBIG3(ベ ンテプレス、デッドリフト、ス
クワット)を演習し、体現(デモンストレーション)と漸増的負荷をかけることが前期の目模である。
<具体的な目標>
目標①動作を理解し、実―技で体現くデモンストレーション)できる
日標②安全面に配慮し、神テ増負荷をかけることができる
目繰③最適な補助が出来るようになる

授業計画・内容

1回 目 ORT(清掃、自己紹介^授業内容、評価方法、マシンの使い方など)

2回 目 (目 標)スクワットをやつてみる /ト レーニングの原理を理解する/下 R支 の筋肉を学ぷ①

3回 目 (目 擦)デッドリフトをやつてみる /ト レーニングの1原則を理解する

4回 目 (国 標)ベンチプレスをやつてみる /プログラムの基礎を理解する/下肢の筋肉を学ぶ②

S回 目 (目 標)3RMを設定できる /.種 目の分類を理解できる

6回 目 (目 標)6RMを設定できる ノ筋活動様式の種類とその活用が理解できる/筋の作用を学ぶ

7回 目 (目 標)5RMを設定できる /動作速度の重要性が理解できる

8回 目 (目 標)4RMを 設定できる /代償動作に伴う危険について理解できる/上肢の筋肉を学ぷ①

9回 目 (目 標)3RMを設定できる /相手に合わせた補助が出来る

10回 目 (目 標)基本種目の演習 /上肢の筋肉を学ぶ②

11回 目 試験対策 (目 標)B進3がパーベルでデモンストレーションできる

12回 目 基本種目の演習、3RM測定 (目 標)換算表が活用できる

13回 目 前期試験

14回 目 前期試験

15回 目 評価

準備学習
時間外学習

1,営卜榎ことに群昔uttfプ,ャ習を丁る。(レンスダンストレーニンクで(),動作を埋月4丁るたの ,

2)授業内容の復習をする。(1ヽテストで解剖学や授業内容の習熟度を確認するため)

3)日 頃から自―己鍛錬を行う。(学んだ知i哉や技術を習熟させるため)

評価方法

(1ジ必要出席日致く全出席者は小副顕+109て ,刀日点,

②小テスト20。/o

③本試験70%
前期試験では、ベンチプレス、スクワット、デッドリフトの実技テストを実施する。その他、忘れ物や出席率、小テストの点数を加味するものとする。

受講生への
メッセージ

速年、運動丁/oことの子主会円な榎置つけが高よつてい丁ア。ス不―ツ分野でのパフオーマンス同上/1不 力強化、フイットネス分野でのl選原増達/乗谷手
段/発育発違、さらに介護・医療分野でのロコモティブシンドローム/サルコペニア・フレイル予防、生活習慣病予防/重症化予防などが挙げられます。
レジスタンストレーニングは身体の動かし方、運動の組み立て方、強度の変換等多くの要素が詰まっているため運動プログラムの基礎になります。授
業では、主にバーベルやダシベルを扱います。扱いなれた方は基礎を見直すつもりで、初めて扱う方はきつかけ作りとして受講してください。先ず、自分
の身体で変化を感じてみましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 t「JATト レーニング指導者テキスト(実践編)」大修館書店、「動作でわかる筋肉の基本としくみ」マイナビ



2024年度 授業概要
学 科 :スポ

科目名
(英 )

水中運動指導法

Teaching Method.of Aqtttabics

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 勝田 寿徳・池形 成信

実務経験

援業
形態

― 演習
総時間
(単位 )

15

1

開請区分

曜自・時限

前期

]―ス コース共通

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

有酸素運動の1つである、水泳,水中運動で幅広い年齢層に対応できる運動指導の実践方法を知るために、水の特性、運動の種類、効果、安全性を
学習していきます心また、健康運動実践指導者を取得するための必修科日としても学習します。

【到達目標】
・水泳、水中運動とはどんな種類のものがあるのかを知り、理解する
.水泳、水中運動にはどんな特性・リスクがあるのかを知り、説明が出来る

・水泳、水中運動にはどんな効果があるのかを知り、説明が出来る
。(泳法)姿勢の作り方や脱力の|スキルを身につける
。(水中運動)水中ウォーキングの不重類を実践し、指導の幅を増やす
・(水中運動)音楽に合わせたアクタビクスを実践し、指導の幅を増やす

捜業1計画1内1容

1回 目 プールの利1用 方法(取り決められたルールなど)について理解することができる

2回 目 水の特性、効―果について理解し、説明することが出来る(小テストの実施)

3回 目 水泳、水中運動の種類と強度設定、傷害リスクを理解し、説明することが出来る(4ヽテストの実施)

4回 目 (水泳)各泳法の姿勢の作り方、脱力方法を実践し、身につけることが出来る①

5回 目 (水泳)各泳法の姿勢の作り方、脱力方法を実践し、身につけることが出来る②

6回 目 (水泳)心拍数の測定、強度のコントロールを身につけ長距離の泳法を身につけることが出来る

7回 目 (水中運動)水中ウォーキングでの強度の設定や効果を体感し、指導内容をまとめ説明することが出来る

8回 目 (水中運動〉音1楽に合わせたアクアビクスでの強度の設定や効果を体感し、指導内容をまとめ説明することが出来る

9回 目

1.0回
「
目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準備学習
時間外学習

健 屎 運 朗 票 競 爾 馨 石 ア 千 ス ト門 に め る 、小 承・フJく 甲 工 7サ サ イス につ い (:ヤ 習 を しKお くこと

評価方法

・小テスト(200/o,
,レポート【3枚】(700/o)

・授業内評価(100/6):出欠等

受講生への
メッセージ

魅力:指導者として、安全で効果的で乗しく継続できるような運動指導を行う為には、専門領域を広げ、幅広い年齢層へ指導が出来ることが
重要です。その為には、偏つたトレーニングに目を向けるのではなく、環境設定・強度設定にも目を向けお客様に提案できる幅を広げて
いきましょう。資格取得にも必要な科目となるためしっかりと受講しましょう。

授業計画:プールに入って演習を行います。体調管理には十分に気をつけて欠席をしないよう1こしてください。

【使1用教科書・教材・参考書】

健康運動実践指導者養成用手キスト(公益財回法人健康・体力づくり事業財回)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(其 )

進路指導

Career Gり ldanoe

必修

亀択
必傍 年次 1

担当教員 各担任

実務経験

援業
形態

諮義
総時間
(単位)

３０

　

２

閉講区分

曜日・時眼|

前 期

ヨース コース共通 月曜日4限日、水曜日4眼目、金曜日3限目

【援業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記競する)

2年間の学校生活について時系列で考え、1年生の前期てはクラス内で目根を立て、主体性と協調性を身につけるために学校・学科イベントに積極的に参加しますとまた、就耳説活動・資
格取得に向けての準備を行うために、自らの進路について企業研究などを考える時間をつくります。

【到連目標】

・専門学校生活がスタニトし、ルールを守り資任感を身につけることができる
・学園祭のブースを出店し、主l本性と協調性を身につけることがてきる
。職業をイメニジするために自分で働く場所の情報を調べるなど、就職に対して興味関
・考える、聞く、発信することができるような安全な環境づぐりを一人ひとりが取り絶むこ

心をもつ
とが出来る

'員

業計画i内容

1回 目 学校のルールを知り、2年間の学校生活をイメージすることが出来る(学生便覧〕

2回 目 個人の目標、クラスの目標を明確にし、前期の劉進目操に対して行動指針を立てることが出来る

3回 目 キャリアサポートアンケートの実施 (個 別面設に活用 )、 ITリ テラシーについて学び正しいインターネットの活用ができる

4回 目 自己分析、目的意識の明確化にし、自分の現状を知ることが出来る

5回 目 学園祭の準備 (主 体性と協調性を身につける)

6回 目 学園察の準備② (主体性と協調性を身につける)

'回
目 学園祭の準備③(主体性と協調性を身につける)

8回 目 学国祭の振り返り、学生生活アンケエト、スポーツ業界について知るOフィットネスクラブについて理解することが出来る

0国 目 スポーツ業界について知る②パーソナル・トレーエングジムについて理解することが出来る

10回 目 スポーツ恭界について知る⑤チーム・ビジネスについて理解することが出来る

11回 目 自己分析、目的な識の明確化にし、自分の1見状を知り、評価し、行動指針のフィードバックが出来る③

12回 目 自己分析、目的意識の明確化にし、自分の現状を知り、評価し、行動指針のフィードバックが出来る②

13回 目 企業研究①(自 分の働きたい業種に綾って、企業理念や業務内容を知ることが出来る)

14回 目 企業研究②(自 分の働きたい業種に絞つて、企業理念や業務内容を知ることが出来る)

15回 目 前期の目標に対して、自己評価を行い、後期に向けての目標設定を立てることが出来る

準備学習 時

間外学習

ス不 ― ツ栗 界 の 不― ム ヘ ー ン や SNSサイトを見 て、ヤ 習 を打 つ

評価方法

・授葉内評価 (100'も ,

→出欠、授業態度、提出物で評価を行う

受講生への
メッセージ

スボーツ業界で働 いていく上で、主体雀・協誠 性を身につけ、考えることや傾聴すること、目ら発信することが出来るよう1こ ならないといけません。

そのためにクラス内で力を合わせて取り組む必要があり蔽す。
遅刻、欠席がないように受講してください

【使用教科書・教材・参考書】

1直宜授業内で資料配布



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

ピラティス

P‖ates‐

必修
選択

選択
必修

年次 1
担当教 藍 福本 恵子

実務経験

授業
形態― 演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜1日 `時限

前期

ヨエス アスレティックトレーナー、スポエツトレーナー 月口理1日 2ta限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に認載する)

ピラテイスは、,ドイツ出身のビラティス氏が考案したエクササイズです。歴史は深く第…次世界大単究時に戦地の看護士として寝たきりの急者をベッドの上で自.身 が考
案したエタササイズで回復きせたり、色々な場所でこのエクササイズを広め、アメリ:力にわたけ主世界へと広まりました。現在は、スポ中ツ選手が取リー入れたり、ボ
ディーシェイプだったり、リハビリなど幅広い方に愛されているエクササイズです。その方にあつたプログラムを組むこともてき、パーソナル指導にも取り入れられま
す。なのでグループ指導とパーソナル指導の両面での1活動が期待できます。侵業では、どのようないきさつで誕生したかを深く理解してもらい、エクササイズをとにか
く繰り返しながら、自1分 自身の身体の変化や気づきを増やし、ビラティスの効果を体感していきましょう。ビユーカ コースなので、体の変化を追求していく捜業の実施
を目標に進めていきます。日標設定をし、姿勢の改善に取り組み,意識を高めて美を追求します。

運動指導の1つとして、ビラティスがどのようなものであるかを請義・実技を通して体感してもらう。 その後ピラティスに必要性を持つことができれば資格取得へのス
テップに繋げる
<具体的な目糠>

ニユートラルポジシヨンの理解と習得
ピラティス呼吸法の理解と習得
ピラティスあレッスンで身体への気づきを与え、エクササイズ習得を検証することができる

目擦①
自裸②
目標③

授業計凹`『
・「内容

1回 目 オリエンテーション(自 己紹介)+体験レッスン

2回目 (目 標①)ピラティスの歴史、ピラテイス前に必要なストレッチ、呼吸法を習得する

3回 目 (目 柳②)骨格チェック(骨 2磨く姿勢、肩甲骨などを確認)、 仰臥位のニユートラルポジション、テーブルトップポジションを習得する

4回 目 (目 裸②)ピラティス前に必要なストレッチ、呼吸法、w― upEXを習得する

5国 目 (目 標② )W―u,EX、 Har rdI Back→ RO‖ Upを習得する

6回 目 (日 標②)WttpEX、 The Hundred(ス ロー)を習得する

7回 目 (目 撫 ②)W―upEX、 The Hundred、 Har rOH Back→ Ro‖ Upを習得する

8回 目 (目 標② )W‐upEX、 Rd‖ ng ttko a Ba‖ 、Open Leg RoOker、 SeJ他 を習得する

9回 目 (日 標② )W― upEX、 Sh」 e・ DOuЫe Leg Stretch他 を習得する

∬0回 目 (目 標②)W upEX、 Sh」 etDOuЫ oとeg Straight Stretch l也 を習得する

‖回目 (目 標② )W―upEX、 Swan、 Swimmhg、 SDe Leg他 を習得する

12回 目 (目 標③)テスト対策(指導案作りを行う、できたら実践して、流れがスムーズかを確認する)

13回 目 (目 標③)テスト対策(ゲループでの指導を繰り返す)

14回 目 実技テスト①(エクササイズ11重 目を前で指導する)

-15回
目 実技テスト②

準備学習
時F口骨,卜 学習

評価方法

臭技テスト70%+レボート200/o十 授業態度100/o

受講生への
メッセージ

現在ピラティスは色々な現場で使われでおり、ニーズの高いエクササイズになりつつあります。
エクササイズを繰り返し、身体を変化させていきましょう。

【使用教科書工教材・参考書】



2024年度 授業概要
学 料

科1目 名
(英 )

アスレティックトレーナー論

Athietic Trainer Theory

必修
選択

選択
必修

年次 1

担当教員 玉城 拡

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講1区分

曜日・時限

前期

ヨTス アスレティックトレーナー 水曜日2・ 3限目

【授業の学習内容】

日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー(AT)の 1役割・業務と専門性や、業務を遂行するうえで必要となる多様な素養の:位置づけを理解し、持続的に学び関
係職種との連携を推進するための知識と態度の修得をねらいとする。

【到達目擦】

'アスレティックトレーナーを説明できる。
・スポーツ医/利学チームを構成する関連資格の特徴を理解し、ATに求められる役割を説明できる。
・AT及び国内外の関連資格の役割、業務、制度を説明できる。
・法律的観点からみた ATの役割を理解し、求められる倫理と責任について説明できる。
・自身の健康管と電の重要性を理解し、その予防や対処法について説明できる。
・科学的根拠に基づいた業務推進のための情報収集と活用方法について説明できる。

授業計画!内容

1回 目 オリエンテーション

2回 目 日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー(AT)の歴史i制度(lX確認テスト①)

3回日 ATの歴史・制度(2)と役割(確認テスト②)

4回 目 主要競技におけるATの問わり(確認テスト③)

5回 目 ATと倫理、教育的指導、エビデンスに基づいた活動(確認テスト④)

6国 目 スポーツ現場における安全管理、緊急時の対応(EAP作 成)

7回 目 スポーツ現場におけるリスク管理 :応急処置

8回 目 突技テスト①応急処置

9回 目 スポーツ現場におけるリスク管理 :心肺蘇生

10回 国 実技テスト②心肺蘇生

11回 目 医・科学スタッフとの連携、健康管理と組織運営(確認テスト⑤〉

12回 目 チーム・選手のコンディショニングののためのデータ収集と管理(確認テスト⑥)

13回 目 総復習

14回 目 期末筆記テスト

15回 目 テスト返却・解説

準備学習
時間外学習

・恨 智 し
~手

ひ を床 め る
生学んだことを常に意識して行動する。
・学んだことを身近な人に説明する。
・不明点があればAT教員に尋ねる。

評価方法

・確認ァスト(全 6回 ):3鶴
・実技テスト(全 2回 )20%
・期末筆記テスト50%

受講生への
メッセージ

この授業はATに限らず、スボーツにかかわる全ての方々に必要な考え方です。多くを吸収し頼られるATを目指しましょう。
積極的なディスカッションを歓迎していますので(自 身の考えを声に出していきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

・公認アスレティックトレーナー専門科ロテキスト①「アスレティックトレーナーの役割」(公益財団法人 日本スポーツ協会)

・リファレシスブック(公益財回法人 日本スポーツ協会)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 堀尾 祐史必修
選択

択
修

選
必

年次 1

実務経験

前期

科目名
く実)

トレーエング演習

Training Exerctse

ヨィス スポエツトレーナー

捜業
形態

演習
総時間
(単位)

３。

　

２

開講区分

曜日・時限 金曜日2限目

授―業は、下記(1)～ (4)の段階で進めます。(2)以降では、コンディショニング(W― up)とメインで実施するトレーニング
リ現場をイメージし、トレーナーの役割がスポーツ現場のどの領域にある.のか?考えられるような視点を身につけ

7回 iSAQトレーニングの実践t SAQ動作に基づいたウエイトトレーニング
11回 :レジスタンストレーニングのためのコンディショニング(W=叩 )

【授

トレーナrとし

どのような授業を

て し よまヽす

フヾォーマンスのための姿勢)エとコア クササイズ(′

に記載する)の か

)第 1～ 5回

【到達目標】

・トレーナーとして、現場でサポートできることを1つでも多く見つける
・対―象に合わせた、トレーエング計画を作成することが出来る

授業計■回F,内容

オリエン
'―

シヨン、トレーナーの動き(現場やセッション中に考えること)における理論や分析の位置づけ回1回 目

2回 目 指導現場におけるトレーニングの原理原則の位置づけに実技:SQtパワーポジションの定義】

3回 目 姿勢分析とコア■クササイズの実践①股関節のコンディシヨニング&エクササイズ

4回 目 姿勢分析とコアエクササイズの実践②肩闘節のコンディショニング&エクササイズ

5回 目 わht by」dnt theory(安定性&可動性)について①上肢と下Π支を運動させたコンディショエング&エクササイズ

6回 目 SAQト レーニングとレジスタンストレーエング① (スタジオ)両側でのジヤンプ動作、片足でのジャンプ動作、シンアングル

SAQト レーニシゲとレジスタンストレーニング②(スタジオ)コオーディネーショントレーニシゲ(リ アクション/情報認知)7回 目

8回 国 下肢エクササイズにおけるコンディショニングと漸進的過負荷(ヒップヒンジ、背部|のエクササイズ)

9回 目 下肢エクササイズにおけるコンディショニングと漸進的過負荷 (ヒップヒンジ、背部のエクササイズ)

10回 目 と肢エクササイズにおけるコンディショニングと漸進的過負荷 (ベンチプレス、ラットプルダウン)

11回 目 上肢エクササイズにおけるコンディショニシゲと漸進的過負荷(ベンチプレス、ラットプルダウン)

12回 目 ヨア～下月支～上肢の動きづくりと運動性 (ウォームアップの構成について)□

13回 日 各自でのウォームアッププログラム作成:3パターン

14回 目 グループでのプログラム作成(打ち合わせ)※ レポート内容の提示

15回 目 実技試験:グループ指導評価(スタジオ)※レポエト締め切り

準備学習
時Fロロ外学習

国主トレーニンク (レンスタンストレーニンク ,

評価方法

・授業態度 (出 席平 :欠席1回につき2点減点)10%
・小テスト・レポート計3回)30%
Ⅲ後期試験 (レポート提出)60%

受講生への
メッセージ

安全かつ効果的にトレーニング指導ができ、動いて見せる事ができるトレーナーを目指しましよう |

特定非営利活動法人NSCAジ ャパン協会「ストレングス&コンディショニングIエクササイズ編」、株式会社大修館書店



2024年度 授業概要
単 科 :スポ

科目名
(英 )

コーデイネーショントレーニング

Coordination Training

必修
選択

選択
必修

年次 12
担当学女員 坂本 修エ

実務経験

授業
形熊

渡習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨi入 スポーツトレーナー 金曜日2限目

【援業の学習―内容】 ぐ※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

正しいコーデイネーショントレーニング、SAQト レーエングの知識、考え方を身に付け、集回指導スキルを学習する。ストレングストレーニングを動きに移行するための
方法を学ぶ。

【副達目標】
コーデイネーショントレーニングを自らプログラムして入前で指導できるようになる。

1回目 オリエンテーション・W― upについて

2回 目 コーディネーション(バランス)トレーエング(操る力の高め方)

3回 目 スピードトレーニング①

4回 目 スピードトレーニング②

5回 目 アジリティトレーニング①

6回 目 アジリティトレーニング②

7回 目 クイックネストレーニング①

8回 目 クイックネストレーニング②

9回 目 プライオメトリクス

コアトレーニング10回 目

11回 目 現場で使える自重トレーミンゲプログラム

12回 目 トレーニング演習(補足内容・テスト対策)

13回 目 前線実技テスト対策

14回 目 前期実技テスト

15回 目 評価フィードバック 質疑応答 1年後期の過ごし方 等

準備学習
時間外学習

や る え
'9｀

め る 布 望 =百 に 園 し t'よううと易 ∈
=〔

′

'」

ミつ1こ 士百等 し「Cし イ`0'9｀ FFI司 〔ア

'機
雲 セビつ く0。

評価方法

レボー ト試験 40%・ 1~夫段試験50監・i授栗悪度 10%

受講生への
メッセージ

チームトレーナー、集回指導でどのように生きていくのかイメージがつきにくいとおもいます。この授業で道筋が少しでも見えると幸いです。

【使用教科書・数材・参考書】

・すべてのアスリエトのためのファンクショナルトレーニング(NAP ttmtted)・ コアパフォーマンストレーニング(大修館書店)

・プライオメトリクス(NAP ttmに ed)・ SAQトレーニング(ベースボール・マガジン社)・サッカーコーディネーショントレーエングバイブル(大修館書店)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

突 l完術

Practical T「 aining Training

必修
選択

選択
必修

年次 1

担当教員 原武 章博

実務経験

授業

形態
演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

コース パーソナルトレーナー 木曜日4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実際のフィットネスクラブの現場で必要とされる様 な々トレーニング種目を部位毎に実践形式で体得する。

【劉蓬目標】

Э各部位に対しての基本レベル以上の指導が出来る。
②クライアントの性別‐年齢や体力に応眈 種目選択,フォーム指導が出来る。
Эttfい者～中級者へのトレーニングテクニック案内が出来る。
Эフリーウエイトとマシントレーエングの特色を活かしたメニュー作成が出来る。

1回 目 授業方針言党明'各自目標設定'81o3フ オームチェック(トレーニング熟練度確認)

2回 目 BIG3実技 (手旨導・説明が出来る)

3回 日 胸トレーエング実績(指導,説明が出来る)

4回 目 背中トレーエング実技 (指導・説明が出来る)

5回 目 肩トレーエング実技(指導・説明が出来る)

6回 目 腕トレーニング実技 (指導・説明が出来る)

7回 目 脚トレーエング実技(指導靖売明が出来る)

3回 目 胸トレーエング実技(指導・説明が出来る)

9回 目 背中トレーニング実技 (指導・説明が出来る)

10回 国 肩!ト レーエング実牧(指導・説明が出来る)

11回 日 腕トレーニング実技く指導・説明が出来る)

12回 目 脚トレーエング実技(指導・説明が出来る)

13回 目 胸・背中
―
トレーニング実技(指導1説明が出来る)◆ 試唇父対策週

14回 目 試験週 実技テスト

15回 日 試験運 実技テスト

準備学習
時間外学習

改 栗 円 谷 を :日 身 の トレー ニ ンク で 侵 冒 し埋 解 を旅 の る。

・日頃のトレ∵ユシゲで疑間を見つけ、授業で質問して解決していく。

評価方法

実枚テスト
・各部位への実践形式の指導力測定

受講生への
メッセージ

トレーニングを通してジム,フィットネスクラブでの指導力を上げる授業になります。
多様なジムが展開される中で信頼されるトレーナーヘ成長しましょう。
ご自身のトレーニングでの疑間解消にも役立てて下さい。

【使用教科書・教材・参考善】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

コンピュータ

Literacy fbr information

必修
選択

選択
必修

年次 1

担当教員 井口 患美里

実務経験

授業
形態

!演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時眼

前靭

ヨ■入 スポーツビジネス 月曜日4限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会人として、また、企業において必要とされる人材となる為にはコンピュ=夕の基本操作や実践に役立つ書類作成能力・データ処理能力・プレゼンテーシヨン能力が求められます。こ
の長業ではコンピユータの1基本的な操作やWordの基本文書の作成'PowerPdntの

スライドの作成や効果的なプレゼンテーシヨンスキルを習得していきます。また、SNS等 のインター
ネットの世界において予期せず犯罪被害普及び加害者になることの無いよ〕こITリテラシーを習得し、かつ基本的なビジネスメールの受送信スキルを習得していきます。
※1906年 4月 ～2024年現在まで企業1及び専F司学校等にてIT関連の請義を行う。

指導ツフト:Word・ Excel・ Power Pdnt・‖柏stratOr・ PhotOshop他

【到道目標】

目標①コンピュータの基本操作ができる。
目標②Ⅳordで基本文書作成ができる。
日篠③PowerPointで スライド作成や効果的なプレゼンテーシヨンができる。
日標④インう一ネットやSNSについての知説やマナ=を理解し、実践できる。

授業計画1内容

1回 目 Windowsの 基本操作・フォルダ作成・US8の 名前変更・データのコピー&削除ができる。

2回 目 Wbrdの基本l黒作i・ 日本語入力の変換修正・記号変換,手書き入力等ができる。

3回 目 Wordの基本操作・文書の入力及び編集ができる。

4回 目 定型文書の作成及び編集ができる。基礎綱 ①

も回 目 定型文書の作成及び編集ができる。実践編 ①

G回 目 定型文書の作成及び編集ができる。基礎編 ②

7回 目 定型文書の作成及び編集ができる。 実餞編 ②

8回 目 表現力のある文書作成ができる。基礎編

9回 目 表現力のある文書作成ができる。 実践編

10回 目 簡単な表作成ができる。 基礎編

1ヽ 回目 複雑な表作成ができる。 実践編

12回 目 表を含む定型文書作成ができる。①

13回 目 表を含む定型文書作成ができる。②

14回 目 前期評価試験

16国 目 試験解説

準備学習 時
間外学習

渋 票 這 度 lよ 子ジJ心宕でも理解でき`0よつに連 のK行きよTので特 に■ 1膚写習 fユ 必要めりません 7'｀ 、アキスト・υSuメモリ■ を思イLると段票速度 に進イしか霊じよ丁ので芯れ

物 が 無 いようにしてください。

評価方法

実枚試験による評価  8094
授業内評価 (理解度・授業内作成課題・授業態度等)200/6

割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

卒業後、どのような業界に進んでも社会人としてPCスキルfまあ要とされます。

在学中にPCス キルを身に付け、将来皆さんが望む業界へ進んだ時に身に付けた技能を役立ててください。

漢習の授業形式になりますので、欠席をしないよ〕こしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

滋慶文化学国指定テキスト使用

【COMPUTER BASIC Word】



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

スポーツビジネス

Sports Bisiness

必修
選択

選択
必惨

年次 1

担当教員 黒田 次郎

実務経験

+買 業
形態

講義
総時間
(単位) 2

30 開請区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツビジネス 木曜日2限目

【授業の学習内容】 (※実務1経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

現代社会においてオリンピツク、サッカーヮールドカップ、プロ野球・」リーグ、Bリーグなどスポーッは多くの人々の中で広く親しまれ、また市場規模においても、ス
ポーツ産業は世界各国で成長産業として進化が期待されています。
東京オリンピックツ ラヾリンピック開催後、スポーツが大きな産業として経済活性化への期待が高まる中、スポーツマネジメーントとはどのような概念・定義を持ち、ス

ポーツの場面でどのような機能と役割を果たすことができるのか。
本科日ではスポーツ産業界で活躍するために必須となる基礎知識や能力を修得します。

【到達目裸】

・スポーツマネジメントの基礎的な概略を知る
・スポーツ産1業 の歴史、動向、市場規模を知る
。スポーツマーケティング、スポンサーシップ、スポエッブランドの定義とその特性を知る
・スポエッイベントのプロデユース方法を知る
,プロスポーッビジネスの概略とスポーツの経済効果―を知る

1回 目 摂葉全体の構成、進め方、評価についての説明オリエンテーション

2回 目 スポーツマネジメントの概念、定義、スボーツ産業のれ猛念と市場規模について

3回目 スポーツ産業の過去・現在・未来について

4園 目 スポーツマーケティングの構造について

5回 目 スポーツイベントのマネジメント:オリンピック、サッカーw杯、地域活性化イベント等の事例紹介

6回 目 スポーツ組織のマネジメント:各競技団体の組織の概略及び意思決定プロセス

7回 目 スポーツクラブのマネジメント:総合型地域クラブ、民間スポーツクラブに聞する課題

8回 目 第1回 目から7回 目までの復習

9回 目 スポーツブランド1こついて:各メーカーのプロモーション戦略、事例紹介

10回 目 スポンサーシップについて:歴史的変遷と現状、オリンピックスポシサー等の事例紹介

刊回目 日本のプロスポーッについて,プロスポーッの分類、スポーツ選手の社会貢献活動、CSRに つ―いて

12回 目 日本のプロスポーツについて:ドラフト制度、プロスポーツ選手の生涯賃金とセカンドキヤリアについて

13回 目 アメリカ、ヨrロッパのプロスポーッビジネスについて,4大スポーツと欧州の比較

14回 目 期末テスト

16回 自 テストの解説と総復習

準備学習
時間外学習

日喚のス不―ツ惰幕炭に副して江税丁ること。日じ〒Fされた貧料 1よ便習の参考 とすること。

評価方法

期末テスト800/c、 浸習20%

受講生への
メッセージ

本科目を受話する学生は、スボーツ産業にかかわる様々な事柄に問題意識を持ち、積極的に自ら学ぶ習慣を身につけてほしい。また、
界を見渡すと国境ボーダレスになっています。このような状況下、国際感覚を磨き、スポエツ産業界でリーダーになりたいという学生を希

昨今
望す

、スポーツ
る。

【使用教科書・教材・参考書】

黒田次郎、石塚大輔、萩原悟一、秋山大輔編 :スポーツビジネス概論5、 譲文社



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

健康1管理概論

Health Care Theory

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 市丸 直人

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 月曜日2・ 3・ 4限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

中高年者や高齢者を対象とした運動指導の場合、生活習慣病の理解は不可欠である。生活習慣病の病態とその予防法に関する知識を系統立てて理解し、個々
の健康状態に応じて対処できる運動指導者となれるよう質の向上を図る。健康確認票などを通して、自身の生活習慣についての問心を高めるとともに、一方通行に
ならないようにできるだけ運動指導現場での実例をもとに解説する。

【到達目標】

生活習慣と疾患との関連を理解し、生活習慣病患者やその予備群に対してその危険性を1回魁した適切な運動指導ができる。

授業▼十画・内容

1回 目 オリエンテーション、健康管理ノ=卜の付け方、健康・体力の定義や高齢化社会について説明できるよう1こする。

2回 目 生活習1買病1、 高血圧症、高血圧 血圧の意味、正常値と異常値、高血圧のタイプについて説明至きるよう1こする。

3回 目 生活習l負病 2、 絡尿病、2種類の糖尿病について説明できるよう1とする。

4回 目 生活習慣病3、 メタボリック・シンドロームについて説明できるよう1こする。

5回 日 メンタルヘルスと心の病気について説明できるようにする。

6回 目 生活習慣病などの運動療法刊、健康・体力についての復習と総括、運動との関連について説明できるようにする。

7回 日 生活習慣病などの運動療法2、 有験素運動との関連について説明できるようにする。

8回 目 生活習1賞病などの運動療法3、 ウォーキングなどの専こ又ぃ有酸素運動との関連について説明できるようにする。

9回 目 生活習慣病などの運動療法4、 筋カトレーニングなど比較的強い強度の運動との関連について説明できるようにする。

10回 目 生活習慣病などの運動療法5、 SAQト レーニシゲなどの俊敏な運動との間違について説明できるようにする。

11回 目 生活習慣病などの運動療法6、 判RMなど最大筋力に近い運動との関連について説明できるよ引とする。

12回 目 生活習慣病などの運動療法7、 柔軟性などの運動との関連について説明できるよう1こする。

13回 目 これまでの復習を行なう。

14回 目 試験を行なう。

15回 目 試験を返却し、答え合わせを行う6授業のまとめを行なう。

準備学習
時間外学習

健康管理ノートヘの記録を通して自身の生活習慣に対する関心を深める。

評価方法 筆記試験 (70%)、 授業内演習評価(15%)、 健康ノエト(15%)

受講生への
メッセージ

毎迎欠かさず健康ノートの記入、自分自身の日常生活を見直しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

健康運動実践指導者養成用テキスト、健康生活と運動他、授業担当者 (市丸)が作成した資料等



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 市丸 直人必修
選択

必 修
実務経験

年次 2科目名
(笑 )

スポーツパイオメカニクス

Sport Biomechanics 後期

スポーツトレーナー以外、コース共通

授業
形態

講義
総時間
(単位) :2

開講区分

曜日・時限ヨース 火曜口G限、水曜日1限―

力学的に数量化、図表などに示すなどして、その現象を論理的に説明できる能力を養う学習内容とす

【授業の学習内容】 ( る)の の|か、

本授業は、日本体育協会公認アスレチックトレーナー専F月科ロカリキユラムに属する科目である。このため、アスレチックトレーナーに必要不可欠な知識や技能を
に、その立場から指導できる能力を養うことを目標とする。

標】

授業計画1内容

1回 目 スポーツアヽイオメカニクスーとは何かvについて理解する能力を養う

2回 目 スポーッバイオメカニクスの基礎、について理解する

3回 目 重力と慣性力、について理解し、説明できるようにする

4回 目 重心、について理解し、説明できるようにする

5回 目 力の合成・分解と力の効果、について理解し、説明できるようにする

6回 目 内力と外力、について理解し、説明できるようにする

7回 目 摩擦力、について理解し、説明できるよう1こする

B回 目 運動量と力積、について理解し、説明できるようにする

9回 目 反動動作と振込動作、について理解し、説明できるようにする

!0国 目 回転と慣性モーメント、について理解し、説明できるようにする

11回 目 角運動量の保存、について理解し、説明できるようにする

12回 目 運動の力学的仕事とパワー、について理解し、説明できるようにする

13回 目 これまでの復習を行う

14回 目 試験を行なう。

15回 目 試験を返却し、答え合わせを行う。授業のまとめを行なう。

準備学習
時間外学習

各時間のテーマは講義と演習によつて行い、各時間ごとの理解度を深めるために小テストを実施しますので、予習・復習各1時間程度の励行に努めて
ください。

評価方法 筆記試験(70%)、 1演習試験 (引 5%)、 授業中の意欲・態度 (150/。 )として、総合的に評価します。

受講生への
メッセージ

上記の内容と形態で授業を進めます。各時間のテーマは講義と演習によつて行いますので、関連する類似科目と共に予習・復習をするなどして、効果
的な授業の理解に役立ててください。

【使用教科書・教材・参考書】

リフアレンスブッタ、公認スポーツ指導者養成テキスト共通科目Ⅱ(公益財回法人 日本スポーツ協会)

スポーッッミイオメカニクス入門第3版 絵で見る講義ノート金子公宥著他、授業担当者(市丸)が作成した資料等



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

スポーツパイオメカエクス

Spotts Biomechanlcs

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 土橋恵秀

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時獨長

前期

ヨィス スポーツトレーナー 水曜日2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

身体運動の仕組みについて、力学的な観点から学修していく。力学、と言われてしまうと自信のない生徒も多いと思われる。その点を考慮し、なるべく平易でわかり
やすい授業を心がけるつもりではある。ただし、基礎的なことは賞えてもらうしかない、ということもあるので学生自身の努力もまた必要である。
単に力学的な観点だけでなく、身体握動という点から新たな知識を取り入れてもらうことも予定している。

【到達目標】

1.力学の基礎概念を理解し、並進運動と回転運動のメカニズムを説明することができるようになる。
2.人体に作用する力とモィメントを算出し、そのはたらきを説明することができるようになる。
9.力学原理に基づき、身体運動を説明できるようになる。また、動作改善や障害予防と関連づけ、説明できるようになる。

授業計画・内容

1回 目 バイオメカニクスとはぐイントロダタション)

2回 目 ニュートンの法則 刊

3回 目 ニュートンの法則 2

4回 目 ニュートンの法則 3

5園 目 微分・積分

6回 目 運動量の保存

7回 目 前半の復習

8回 目 回転運動の運動学 1

9回 目 回転運動の運動学 2

10回 目 回転運動のメカニズム 司

11回 目 回転運動のメカニズム 2

12回 目 後半復習

i3回 目 実験 1

14回 目 実験2

15回 目 データ分析

準備学習
時間外学習

解削に関する墨切e矢日融の恨習、腺埋 l′▼、員けについての埋群を丁る必要力`あるので、ヤ曽・優習をしつかり行つてくたごい。

評価方法

レポート30%出 席も0%授 業態度20%

受講生への
メッセージ

バイオ とF耳月くだけで着手、と思う学生もいると思います。現代のスポーツ科学はどんどん発展していく中、この知識を持たすしてスボーツ外に

関わることはもはやできる環境にはありません。
なるべく平易に、興味を持つてもらう様に概業を展開します。人事なことは、興味を持つこと、積極的に関わろうとすること。自分で考えることをあきらめ
ないで、粘り強く取り組んでいくうちに、様々な発見があると思います。実験を経験することにより、最先端の研究がどのようなものなのか、実感をしてく
れることを望んでいます。ディスカッションを多くし、相互的に理解できるような授業を展開します。

【使用教科書・教材・参考害】

授業毎、資料配布



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

スポーツプログラミング

Spotts PЮ gramming

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 谷口 費隆

実務経験

援業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日`時限

前期

ヨース アスレティッタトレーサー、スポーツトレーナー 水曜日2・ 3限目

(※実務経験のある字女員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

スポーツプログラミングは、個人に合わせた運動処方を提供できることが目的です。クライアントの目的、性別、体力、既往歴などを考慮し、最適なプログラムを作成
し、安全に指導できることが必要です。一般成人から高齢者の健康づくりを支―

援できるように身体の評価に基づいた安1全で最適なストレッチやウォーミングアップの
選択、心拍数の計算、カロリーの計算などを含めた運動プログラムを作成できるようになることが目的となります。

※実務経験 :フィットネスクラブで10年以上勤務、小学生から高校生を1中心に身体作り、トレーニング指導を20年。また、小学生から高校生のサッカー選手の身体づ

くりに携る。指導歴は20年。

【到達目標】

安全で効果的な運動プログラムの作成ができるようになる。

目標①運動生理学の1基礎を身につけ、運動時の身体の反応を説明できるようになる

目握8繁野継¶謂醒靭載艦逸るよ引こなる

授業計画・内容

1回 目 スポ‐ツプログラミングとは。―年間の流れ説明

2回 目 健康と体力について

3回 日 トレーニングの原則について

4回 目 健康づくりのための運動プログラムの作成上のポイントと作成の基礎

5回 目 ウォームアップとクールダウン

8回 目 心拍数の計算

7回 目 酸素摂取量の計算

8回 目 METSの計算

9回 目 有酸素性運動の運動処方

10回 目 レジスタンス運動の運動処方 負荷設定法

11回 目 運動障害と予防・救急処置①

12回 目 運動障害と予防・救急処置②

13回 目 テスト前のまとめ・レクチャー

14回 目 後期試験

15回 目 解答 ,解説 振り返り

準備学習
時間外学習

⑦数字に慣れるために算数や数学の計算問題を予冒・復習しましよう。
②運動時の身体の反応を理解するために基本的な生理学の予習・復習が必要です。
③期末テストでは個人に合わせた理動処方を作成するので、目的とする生理学的反応に合わせた数値の計算の復習が大切です。

評価方法 中間テスト30%、 期末テスト40%、 平常点30%(出 席、授業への取組み授業、摂業の準備など)合 計100点

受講生への
メッセージ

プログラムを作成するために簡単な計算式を用いることがあります。数学が昔手な人は、計算の練習をしましょう!また、基本的な生理学の知識が必
要になるため、予習と復習して授業に臨みましょう !

【使用教科書・教材t参考書】

・健康運動実践指導者養成用テキスト(公益財回法人健康・体力づくり事業財団)

・入門運動生理学(株式会社 杏林書院)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

進路指導3

Career Guidance l圧

必修
選択

必修 年 次 2
担当数員 各担任

実務経験

援業
形態

請議
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨ…入 コース共通 月曜日1限日、木曜日4限 日、金曜日1限 目

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような援業を実施するのか、具体的に記載する)

就職活動、業界研修、資格取得に向けての準備を行い、自らの進路について考える。業界の特性に応じた能力および社会人としての基盤能力を学び、身につけていく。
また社会に向けて必要な能力を学び、身につけていき蘇す。

【到達目標】

=校外での活動を通して、社会人として白覚を持つた行動ができる
・進路について明確にする
こ社会人として求められる能力を身につけ、社会に向けた準備をする

授素計画,内容

1回 目 オリエンテーシヨンを行う。最終学年としての取り組み、進路活動に向けた準備について

2回 目 活動スケジュール作成 未内定者に向けた企業情報の開示と提供、また企業研究を行い、内定者においては、ぬ定企業に向けた準備を行う

3回 目 求人について、学校求人・大手求人サイト・企業HPなどに記載されている求人票の見方(項目内容について改めて知る

4回 目 社会人に向けた準備①社会大基礎力について

5回 目 社会人に向けた準備②前を踏み出す力Acd。れについて考える、グループディスカッション

6回 目 社会人に向けた準備③考え抜くカシンギングについて考える、グルエプディスカッション

7回 目 社会人に向けた準備④チームで働くカチームワークについて考える、グループディスカッション

8回 目 社会人に向けた準倫⑤自分たちが考える社会大基礎力についてまとめ・グループ発表

9回 目 SNSについて①各種SNSに おいてビジネスでの活用方法と利用するにあたつての注意点を知る

10回 目 SNSについて②各種SNSに おいてアプリを活用とした、スポエツ業界のトレンドと活動について学ぷ

11回 目

12回 目 社会人向けた準備⑥給与明細の見方、保陰・税金、生涯年収などについて知る

13回 目 社会人に向けた準備②社会人として連守すべき規範について

14回 目 業界研修の最終ガイダンスを行う。

15回 目 まとめ、レポート作成

準備学習
時間ウト学習

日頃の生活から社会人に向けた行動・冨動を心がけて行動する

評価方法

田 鷹 扶 洸 、投 栞 慇 震 、提 出 物 による稔 含 100%で 評 l血を行 つ

受講生への
メッセージ

目身の 1髯 釆 、社 会 人 に同けての亭 偏 、先を見露 えて憲 誠 高く駅 り租 んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

参 考 i新社会 人の墨礎 力 109(孫式 会社 教 育企 回センタと
,

適 宜 、授業 内で資料を配 布

ビジネスマナーについて、社会人として必要なスキルを学び、「実践できるよう1こなる(メール、電話対応、名束Ⅲ交換など)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 ゼミ担当講師修
択

必
選

必修 年 次 2
実務経験

名

＞

日
英

科

く

ゼミ

Seminar 前期

ヨース コース共通

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

３０

　

２

開講区分

曜日・時限 月曜日5限目、水曜日イ限目、金曜日1限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討論する。

力を高める

・現場で実習を積み、経験を重ねるとともに課題を発見する
・課1題の解決策を見つけ、実行し、評価を行う

1回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

2回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

3回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を計議する。

4回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

5回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

6回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を諮じるための方法を計議する。

7回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を岳奮じるための方法を討議する。

8回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を請じるための方法を討議する。

9回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

1,回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

11回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

12回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

10回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

14回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を討議する。

13回 目 現場活動の実行計画及び課題についての解決策を講じるための方法を計議する。

準備学習
時間外学習

現場での清動、早板囚での消勤問わず、日間意識を脅つて鶴んでいきましよう

評価方法

授業内評1面

出席状況、授業内態度、提出物による100%総 合評価

受講生への
メッセージ

ゼミでの活動は、1年後社会に出た時に必ず役に立ちます。ぜひ、積極的に参加して多くのことを学んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

適食、資料など配布



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

各講師(各担任)必修

選択
必修 年次

担当教員
2名

＞

日

英

科

く

進級制作

Promotion Work 前期

ヨース コース共通

・業
態

授
杉 実習

総時間
(単位)

３。

　

２ 曜日i時限 月曜日5限日、水曜日4限 日、金曜日1限 目

るの【授業の学習内容】

ミ活動を通して研究した成果についてまとめ、発表を行う。

【到達目標】

・ゼミ活動を通して学んだことが分かりやすくまとめられている
・研究の内容を今後につながるものにする
・聴衆者にしつかりと伝わるように発表の練習を行う

1回 目 オリエンテーション

2回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowe「 P5ntを と抄録を作成を行う。

3回 目 ゼミでの取り組み、研究成果について
'owerPdntを

と抄録を作成を行う。

4回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPohtを と抄録を作成を行う。

5回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPShtを と抄録を作成を行う。

6回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerP。 柄tをと抄録を作成を行う。

7回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPo祐 tをと抄録を作成を行う。

8固 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPdntをと妙録を作成を行う。

9回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPohtを と抄録を作成を行う。

10回 目 ゼミでの取り組み、手夢F究成果についてPowerPontを と抄録を作成を行う。

11回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowe「 Pdhtを と抄録を作成を行う。

12回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてpowerPohtを と抄録を作成を行う。

13回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPjntを と抄録を作成を行う。

14回 目 ゼミでの取り組み、研究成果についてPowerPo怖 tをと抄録を作成を行う。

15回 目 研究した成果について、発表を行う。

準備学習
時間外学習

発表 に I口liすKttA耐をしKいきましよつ。

評 1両 方法

発表のレポート提出により評価を行う。

受講生への
メッセージ

1年間のゼミ活動の成果を,そ表します。1年生がゼミを決める妻素にも関わつてきますので、全 員で収 り組みましよう。

【使用教科書・教材,参考書】

特になし



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

健康運動実践指導者基礎講座

Trみ ining for Fttness lns,uctor Basio Lecture

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 勝田 寿徳

実務経験

授業
形
―
態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期(後期)

ヨ=ス 資格選択希望者、コ‐ス共通

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

教科書の内容に基づき、健実筆記試験の合格を目標に進めていきます。また,グループ指導の実演能力と指導能力を身につけるだけでなく、解剖学や生理学、
エング科学、心理学、現在の健康|づくりの実際などの専門的な基礎知識も学び、「安全で効果的で楽しい」指導に活かせるように授業を進めていきます。

※実務者経験:15年間、健康運動実践指導者の資格を所有し、フィットネスクラブ・公共施設の運動指導に携わる

トレー

【到選目標】

健康運動実践指導者筆記試験の合格

授業計画 |―内容

1回 日 1章 健康づくり施策概論の内容を押さえ、日本の健康づくりに対しての取り組みについて理解することが出来る テキストp.3～ 15

2回 目 2章 運動生理学の内容を復習し、問題に対して必要な用語・説明を理解することができる テキスト,、19～ 38

3回 目 3章 機能解剖とバイオメカニクスの内容を復習し、問題に対して必要な用語・説明を理解することができる テキストp.41～ 53

4回 目 4章 栄養摂取と運動の内容を復習し、問題に対して必要な用語・説明を理解することができる 手キストp.57～ 67

5回 目 S章 体力の測定と評価を復習し、問題に対して必要な用語・説明を理解することができる テキスト,71～ 96

6回 目 6章 健康づくりと運動プログラム 健康体力づくりに対してのプログラムの考え方について学び、理解することが出来る P,99～ 116

7回 目 7章 運動指導の心理学・社会学的基礎 心理学的用語を復習し、説明することが出来る p。 コ9～ 126

8回 目 8章 健康づくり運動の実際 ウォームアップ・クールダウン・ストレッチの指導ポイントを掴み、説明することが出来る p.128～ 150

9回 目
8章 健康づくり運動の実際
ウォーキング・ジョギング・エアロビックダンスエクササイズ"水泳、水中運動・レジスタンスの指導ポイントを手回み、説明することが出来る p.151～ 201

10回 目 9章 運動障害と予防,応急処置 運動中止の判断基準、各種障害、救急処置について復習し、説明することが出来る p205～ 226

11回 目 1章～3章の復習

12回 目 4章～6章の復習

3ヽ回 目 7章～9章の復習

14回 目 試験

15回 日 筆記検定試験対策

準備学習
時間外学習

環 記試験対策講厘 (荒川先生)の際、間選に対してのボイントをマークすると思い丁す。
すべての書き込みなどはテキスト1こするようにしましょう !

評価方法

・健実筆記対策の際に行う筆記模擬試験にて評価する(90。ノ6)
・授業内評価→出欠(10%)
上記の内容で成績評価を行います。

受講生への
メッセージ

魅力:指導者として、安全で効果的で楽しく継続できるような運動指導を行つ為には、辱門知識を
―
身につけ、より分かりやすく説瞬)Jができるようになること

が重要です。その為にも、実技だけでなく筆記対策もしっかりと取り組み、資格取得ができるように基礎知識から学びましょう。
授業計画 :資格対策の授業です。体調管理には十分に気をつけて欠席をしないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:健康運動実践指導者養成用テキスト(公益財団法人健康・体力づくり事業財回)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

担当教員 木 春美修
択

必
選 選択 年次 2名

＞
日
英

科
く

スキルアツプ

Ski‖ Up

ヨエス コース共通、

業
態

摂
形

演習
総時間
(単位)

３。

　

２

開講区分

日 日5火

久

カ

正しいアライメントで、手本と―なる動作を行うことが出来る。
各動作の動きの1説明や注意点などの指導をしながら、それに伴う動きが出来る。
自分で作成したプログラムの指導を正しい動作で1行うことが出来る。

【至1達日標】
目指します。

授業計1画・ 内容

1回 目 ェアロビックダンスとは?の説明が出素る。グルとプエクササィズの利点とインストラクターの役割を理解する。

?回 目 目標① アライメントチェックを行い、各自の留意点を意識しながら動くことが出来る。

9回 目 目標① ADBI規定動作の各動きに対して、上肢・下肢ともに正しい動き方を理解し実践できる。

4回 目 目標② ADBI規定動作の各動きに対して、アライメントを保つたまま伝えることが出来る。

5回 目 目標①② ADBI規 定動作を正しいアライメントで、手本となる動作を行いながら指導することが出来る。

6回 目 目標① ローインパクトの基本ステップを学び、各ステップを正しいアライメントを保つたまま実践できる。

7回 目 目標③② ローインパクトの基本ステップの指示や指導を学び、正しい動作で実践できる。

8回 目 目標①②③ 日一インパクトの基本ステップを自分で組み合わせて、正しい姿勢を保ちながら指導が出来る。

9回 自 目標① ハイインパクトの基本ステップを学び、各ステップを正しいアライメントを保つたまま実践できる。

10回 目 目標①② ハイインパクトの基本ステップの指示や指導を学び、正しい動作で実践できる。

引回目 目標③②③ハイインパクトの基本ステップを自分で組み合わせて、正しい姿勢を保ちながら指導が出来る。

12H国 目 目標③ 指導の循環を確認し、ADlの 内容で実践できる。

13回 目 目標③ 参加者の様子を見ながら指導し、安全で効果的な見せ方が出来る。

141団 目 目標③ 自分自身で作成した実技試験プログラムを正しい動作で指導できる(前半)

15回 目 目標③ 自分自身で作成した実枝試験プログラムを正しい動作で指導できる(後半)

準備学習
時間外学習

謀通刀`めるときや授柔で甲んたヒとほ、女税ぜコ展恨オラ黒哲としよしよつ。肋符久刀や乗早火性刀`必妻で丁。積樫岡にトレーニンクやストレッ,を行いましよ

つ。

評価方法

粟技模擬試験70%、 授業内評1面20%、 レポート評価10%

受講生への
メッセージ

クルーフ子巨導のスキルアッフ(能力同上)を 7ひ、字習することにより、より手不となる掲導者に遊つきます。どうしたら賢全で効果的、そして楽しい指導
が出来るかを一緒に考え、基礎を学び、実践していきましょう。演習がメインですので、体調管理やトレ∵ニングをしつかり行い、欠席のないようにしま
しょう。

【使用教科書・教材J参考書】

教科書 :エアロビックダンスエクササイズ指導理論・グループエクササィズ指導理論(公益社劇法人 日本フィットネス協会 発行)



2024年度 授業概要
学 科 :スポ

科目名
(英 )

トレーエング指導者基礎講座

Basic Seminar for」AT卜ATI

必修
選択

選択 年 次 2
担当教員 田中 快治

実務経験

授業

形態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜!日・時限

前期

ヨース スポーツビジネス以外、資格選択希望者 火曙日Ⅲ2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教1員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

日本トレーミング指導者協会認定のトレ=エング指導者資格取得を目指した授業を行なつていく。知識を身につけるだけでなく、専F二 用語が多いテスト問題を解ける
レベルになるようにテ|ス トとテキストを使用した学習を繰り返し行なつていく。また、昨年度は基礎科目を落とす者がでたため、より深い専門科自を学びながら基礎科
目の復習の時間を確保し、より理解を深めていく。

【割達目標】
・口本トレーング指導者協会認定トレーニング指導者の試験が解けるレベル

1授業許函・内容

1回 目 ①トレーニング計画の立案ができるP26～

2回目 ②トレーニング計画について説B月できる

3回 目 【確認テスト】トレーニング計画の立案についてテスト問題が解ける

4回 目 ①筋カトレーニシグのプログラム作成ができるP38～

5回 目 ②筋カトレーニングの効果について説明できる

6回 目 【確認テスト】筋カトレーニングについて,スト関題が解ける

7回 目 ①パワーの基本概念がわかるP54～

8回 目 ②パワー向上トレーニングのプログラム戦略が立てられる

9回 目 【確認テスト】パワー向上トレーニングについてテスト問題が解ける

10回 園 ①有酸素性持久方向上トレーニングの身体の適応について理解するP68～

11回 目 ②無酸素性持久方向上トレーニングの身体の適応について理解する

12回 目 【確認テスト】持久方向上トレーエングについてテスト問題が解ける

13回 目 テストまとめ

14回 目 テスト

15回 目 テスト振り返り

準備学習
時間外学習

日 不 トレー エ ン ク 預 導 奮 T万み雲 の ァ キ ス トを 読 ん で お く

生理学、解剖学については1年次の復習

評価方法

小テスト導 記テスト700ノ 6、 授菜 懸贋 300/oで の総合評 lalとする

受講生への
メッセージ

基礎 的なトレーエン ます。理論的な背景を理解することで、効果的なト を指導 することができますも流行つていると

か、有名人が行っているトレーニングではなく、理論的な効果を理解してプログラムを作成・処方できるよ引こなりましょう。

【使用教科書・教材i参考書】

大脩館書店・」ATI認 定トレーニング指導者オフィシャルテキストトレーニング指導者テキスト「実践編」



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

AT受験対策講座2

Exam prepa「 atiOn for At H

必修
選択

選択 年 次 2
担当教1員 榊田 崇

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース アスレティックト:レーナー ,k曜日1限目

〔授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

在学中での日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーの資格合格を目標とし、座学を中心に知識の理解、試験問題対策を進めていく。
基本的には過去間1題を活用しながら進めていくが、学生鐘が扱う科目を限定することで同じ問題を扱う事を義務付ける。そうする事で各科目への理解度を高め、試
験問題の点数アップにつなげる。
さらに授業以外の時間(空きコマでの自主勉強)を活用し、常勤の先生方にも十協力してとらいながら学生達が問題に慣れる時間を作る。

【到遂目標】

③在学中でのアスレティックトレーナーの合格l筆記試験合格率:前年度比アップを目指す).

②トレーナーとしてあるべき姿、所作を目指す
③対象別に運動指導ができる

捜業計画i内容

1回 目 筆記試験
―
対策 (湾軍割学・測定評価の過去問題について理れ子、説明ができる)

2回 目― 筆記試験対策 (解剖学・測定評価の過去問題について理解、説明ができる)

3回 目 筆記試験対策 (整形外科・アスリハの過去問題について理解、説明ができる)

4回 目 筆記試験対策 (整形外科・アスリハの過去問題について理解、説明ができる)

5回 目 筆記試験対策 (栄養学・コンディショニングの過去問題について理解、説明ができる)

6回 目 筆記試験対策 (栄養学・コンディショニングの過去問題について理解、説明ができる)

7回 目 筆記試験対策 (AT論・応急処置の過去問題について理解、説明ができる)

8回 目 筆記試験対策 (AT諭・応急処置の過去問題について理解、説明ができる)

9回 目 筆記試験対策 (内科学・トレーエング科学の過去問題について理解、説明ができる)

10回 目 筆記試験対策 (内科学・トレーエング科学の過去問題について理解、説明ができる)

11回 目 筆記試験対策 (苦手分野を理解する)

12回 目 筆記試験対策 (苦手分野を理解する)

13回 目 前期試験対策

14回 目 前靭試験

15回 目 試験フィードバック

準備学習
時F日弓外学習

月、人、不、金の堅きコマでの ロエ寧習

評価方法

試験8割 十授業内評価2署u=10o点

受講生への
メッセージ

目標とする資格取得に向けて頑張りましよう。

【使用教科書・教材・参考書】

アスレカ ックトレーナー専門書 (公益財回法人 日本スポーツ協会)



2024年度 授業概要
蜂 料 :ス濯―ッ料学 科

]目 名
(笑 )

NSCA資格対策講座

Exam Preparation fOr NSCA

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 堀尾 祐史

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 資格選択希望者、ヨース共通 月曜日3限目・金曜日4限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教1員が、どのような授業を実施するのかⅢ具体的に記戴する)

NSCA―CPTの資格合格を目標に授業を進めていく。NSCA■CPTの 内容では、トレーナーの基礎知識(解剖学、運動生理学、バイオメカニクス)ときまざまなクライアン
トヘの指導を想定した実践テクニック(エクサササイズテクニック、プログラムデザイン)が大手を占める。本授業では、実践経験の少ない学生に対して、エクササイ
ズテクエックやプログラムデザインの内容を軸に構成していく。毎回の授業で試験内容を想定した問題を解き、学生たちの学習状況を把握する。問題を解く中で読
解力を磨き、NSCAのエッセンスに慣れることでトレーナーとしての基礎知識を養う。

【割達目標】

ONSCA―CPTの資格取得
②NSCttCPTのテキストをベースにトレーナーとしての基礎知識を身につける。

1回 目 資格試験について(教科書の内容、試験内容の確認)、 エクササイズサイエシスの理解度調査

2回 目 エクササイズサイエンス①(手キスト第■3章の内1容)筋の構造ゃい肺
―
系とガス交換、生体エネルギー機構

3回 目 エクササイズサイエンス②(テキスト第牛6章の内容)バイオメカニクス、レジスタンストレーニング、有―酸素性持久カトレーニングヘの適応

4回 目 エクササイズサイエンス理解度テスト、初回面談と評価①(テキスト第9章の内容)クライアントの面談と健康評価

5回 目 初回画談と評価②(テキスト第10-11章の内容)体カー評価の選択と管理、体カテスト法と評価基準

6回 目 コンデイショニング① (テキスト第12章の内容〉柔軟性とストレッチ

7回 目 ヨンディショニング②(テキスト第7-8章の内容)栄養学と心理学

8回 目 エクササイズテクニック①(テキスト第12章 の内容)自体重、パランスボールでのエクササイズ

9回 目 エクササイズテクニック②(テキスト第13章 の「内容ンミーベル、ダンベルでのエクササイズテクニック、補助のテクニック

10回 目 エクササイズテクニック③ (テキスト第17章 )プライオメトリクスとスピードトレーニング

11回 目 心臓血管系のトレーニシゲ(テキスト第14章)心臓血管系のトレーニングバリエーション

12回 日 プログラムデザイン①(テキスト第15章)レジスタンストレーニングのプログラムデザイン

13回 目 プログラムデザイン②(テキスト第16章)有酸素性持久カトレーミングのプログラムデザイン

14回 目 特定のクライアント向けの指導③(テキスト第可B章)前青年期の子ども、高齢者、妊婦のクライアント

15回 目 特定のクライアント向けの指導②(テキスト第19章)栄養と代謝に問題を抱えるクライアント

準備学習
時間外学習

父
“
L央 刈 ズ 同 選 ″ど四じt阿

評価方法

ズサイエンス理解度

'ス
ト(2回 目の点数が前 期評価30%)

(70γ。)

受講とへの
メッセージ

資 格 収 得 が トレー す 一 としての コー ル で は あ りませ ん 。

一方で、NSCA CPTの 資格内容は、将来トレーナーとして活躍するとで必要な知識が幅広く詰まった内容です。まずは目先の目標として、資格取得を
目李旨して勉強していきましょう。

【使用教科書・教材。参考書】

'NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識 第2版 (特定JH営 利法人 NSCAジャパン)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

MOSスペシャリスト受験講座

Miorosot Ottce Speolム lst Ceni覇 cajon Course

必修
選択

選択 年 次 2
担当教員 井口 憲美里

実務経験

擦業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツビジネス、コース共通 月曜日3限目

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会人として、また、企業にお`いて必要とされる人材となる為にはコンピュータの基本操作や実践に役立つ墓類作成能力・データ処理能力・プレゼンテーション能力が求められます。こ
の景業ではコンーピュータの基本的な操作やWord,Power'dnt・ Excelの基本的な文書作成及び編集・データ処理ができるスキルを習得していきます。

※実務者経験 :1998年4月 ～2024年現在まで企業及び専門学校等にて

「

関連の1講義を行う。
指導ソフトIWo,ど 'Exoel・ Power'olnt・ ‖Lstrator・ PhOtoshop他

【到達目標】

標①MにrosoR

標②Mに的soft

om。。sped』億t PowerPdntの 試験についての概要が理解できる。
O術oe Spedaist PowerPSntの 資格試験に合格する為の基本操作ができる。

撰業計画!内容

1回 日 MOSの検定及び,キストの進め方について理解し、実践できる。プレゼンテ‐シヨンの管理が実践できる。①

2回 目 プレゼンテーションの管理が実践できる。②

3回 目 スライドの管理が実践できる。

4回 目 テキスト、図形、画像の挿入ができる。

5回 目 テキスト、図形、画像の挿入と書式設定ができる。

G回 目 表、グラフ、SmanA止の挿入ができる。

7回 自 3Dモデル、メディアの挿入ができる。

8回 目 回画切り替えやアニメーションの適用ができる。

9回 目 模擬テスト①ができる。

10回 目 模擬テスト②ができる

11回 目 ,実擬テスト③力`できる。

12回 目 模擬テスト④ができる

13回 目 模擬テスト⑤ができる。

14回 目 前期評価試験

lS回 目 試験解説

準備学習
時間外学習

廠 柔 建 底 感 FノJ'し 奮` でも
'里

耳キくさOJミつI三連 の K打盲よつ の C管に手 偏 早 雷 lヨ:必要 め りよ甘 ん
''｀

、ア千 ス トフどヽ イし0と政 条 遅 度 I三媒 イし
''｀

生 します f''で 荘、れ 靱 か 黙 い薇 に

してください。

評価方法

棗技試験による評価 80%
授業内評価 (理解度・授業内作成課題・授業態度等)200兆

著il合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

MOSの資格はPCの技能を図る検定として一般に広く認められている資格です。
卒業後、どのような業界に進んでも社会人としてPcスキルは必要とされます。
在学中にPCスキルを身に付け、将来皆さんが望む業界へ進んだ時に身に付けた技能を役立ててください。
演習の援業形式になりますので、欠席をしないようにしてください。

【使用教科書,教材・参考暮】

日経8P【MOS攻略問題集 Power Pdnt 365&2019】



2024年度 授業概要
学 科 :アスレティックトレーナー科

科目名
(英 )

アスレティックリハビリテーション2

Athietic Rehab‖ itation Ⅱ

必修

選 択
必須 年 次 2

担当教員 桝谷 勝

実務経験

接業

形態
演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース アスレティツクトレーナー 金曜日2限日

【捜業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する数員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

アスレティックトレーナーは、怪我した選手をADとから競技復帰に向けたトレーニングを行うことが仕事の1つである。そのため各外傷・障害の知識やトレーニシゲ時の
リスク管理が求められる。アスレティックリハビリテーションでは、リスクを管理しながら段階的にトレーニングを行い、各スポーツ種目に合わせて競技侍異性も考慮し
ながら選手を完全復掃させる知識と技術を身につけていく。科目の連携は、機能解割学、運動生理学、スボーツ外傷・障害、トレーニング科学を基礎としてアスレ
ティックリハビリ,―シヨンの授業を行うとこの授葉を通して病院やフィールドに出ても選手に対して段階的にリスクを管理しながらトレーニングメニュ…を組むことが出
来、さらにトレーニングの目的ややり方を実猿を見せながら説明出来るよう|こなつてもらいたいと思います。

【到達目標】

アスレティックリハビリテーシヨンでは、基本的なけハビリテーションの進め方、リスク管理の仕方、競技動作を含めた正しい体の使い方を修得する。また実技では、見
本を見せながらトレーニングの目的や正しいやり方を説明で出来るようにしていく。各外傷,障害のリスクを理解し管理できるようになる。トレーニングを段階的に強
度、難易度をあげながらトレーニングメニューを組むことが出来るよ〕こなる。トレーニングの見本を見せられるよう1こなる.。 競技特異性を考慮したトレーニングメニュー
が組めるようになる。

授葉計画●内容

頚推捻挫へのアスレティックリハビリテーションの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

2回目 投球障害肩へのアスレティックリハビリテーションの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

3回 目 アスレティックリハビリテーションにおける目的・筋力回復増3蛮エクササイズの基礎・ROM回復拡大のエクササイズの基礎知識を理解する

4回 目
神経筋協訓性回復、同上エクササイス・全身持久力回復同止エクササイズ、身体組成の管理・再〕そ予防、外傷予防のための動作エクササイス

‐
を理解す

る

5回 目 陸上競技へのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

6回 目 水泳へのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

7回 目 サッカーヘのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

8回 目 バスヶットボールヘのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

9回 目 バレーボールヘのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

10回 目 ハンドボ…ルヘのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と宴技指導ができる。

11回 目 野球へのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実枝指導ができる。

12回 目 ラグピー競技へのリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

13回 目 格闘技 (柔道・レスリング)のリハビリプログラミングの説明とメニュー作成と実技指導ができる。

4ヽ回 目 試験

15回 目 試験解答

準備学習
時間外学習

アスレ,ィックリハ ビリテーシヨンで 1よ 、解 削早 、ス本一 ツ外 l易・ l易吾 、測 足 蜀ヨI価 、 が不可欠であるため、これらの予習が必要であ
る。
①各外傷Ⅲ傷害のアスレティックリハビリテーションでは、その部位の解割学、傷害の発生機序やリスク、ROMやMMTの測り方などの予習が必要
②競技別のアスレティックリハビリテーションでは、競技特異性や競技動作のバイオメカエクスなどの予習が必要

評価方法

電)足 期テスト(800/o)⑫毎回行うアスリハメニュー作成のレボート(20。フ6)

受講生への
メッセージ

アスレティックリハビリテーションは、ATとして重要な仕事の1つである。競技選手をADLから競技復帰につなげていくためのメニュー作成やリスク管理の
仕方、実際の指導実技を学ぶことができるので、現場活動に直結してくると思うので、知識と実技を身につけてもらいたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

公認アスレティックトレーナー専門テキスト7アスレティックリハビリテーシヨン(公益財団法人日本スポーツ協会)

ナショナルチームドクター・トレーナーが書いた種目別スボーツ障害の診丁燕(南江堂)



2024年度 授業概要
学 科 :スポエツ科学科

科目名
(英 )

機能解剤学演智

Functional Anatomy and Exercise

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 奥村 麻希

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(―単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前事況
―

ヨース ンスレティックトレーナー、スポーツビジネス以
'卜

、コース共通 月曜日Ⅲ2限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

現場での指導において、トレーニングやストレッチでのアプローチが基本になります。そのこつのアプローチを「正しく、安全にかつ効果的に」提供するためには機能
解剖学の知識があることが前提です。座学で学んだ解割学の知識を運動指1導に落とし込み理解力を高めていき、本授業終了時には関節の動きや筋肉の働きを理解
してトレ

=ニ
ングやストレッチを実践できるよう1こなる。

【至u違目標】

【尉標①】関節の動きや筋肉の停力きを理解する
【日繰②】関節可動域の種類を理解しストレッチをかけることができる
【目標③】筋肉の起始と停止を理解しトレーニングを行うことができる
【目標④)ストレッチをトレーニングを―対象者に合―わせて指導・説明ができる

手受業計画と―内容

1回 目 【目標①】運動学と運動力学の違いについて説明ができる

2回 目 【目標①】解割学用語と連動の繁がり①矢状面について説明ができる

3回 目 【目採①】解剖学用語と運動の多たがり②前額面について説明ができる

4回 目 【目標①】解剖学用語と運動の繋がり③水平面について説明ができる

5回 目 【目標①】筋収縮形態とトレーニングについて説明ができる

6回 目 【日標①】促通一抑制を理解しストレッチの説明ができる

7回 目 【目擦②】関節苛動の種類を理解し上肢のストレッチができる

8回 目 【日標②】閥節可動の種類を理解し下肢のストレッチができる

9回 目 【目標②】関節可動の種類を理解し上肢と下R支の複合のストレッチができる

10回 目 【目標⑥】筋肉の超始停止を把握し上破のトレーニングができる

11回 目 【目標③】筋肉の起始停止を把握し下肢のトレーニングができる

12回 目 【目標④】対象者に合わせたストレッチとトレーエングの指導・説明ができる

13回 目 筆記試験

14回 目 実技試験

15回 目 フィードバック

準備学習
時間外学聟

【H標⑩ 】税 1能解剖写がベースになるので、研剛に早んた関師や Bら 囚の働きなどを1夏習・ヤ智をする。

【目擦②③】授業内で学んだストレッチやトレーニングを自身の鍛錬の中で実践する。
【目標④】インプットしたものをアウトプットする練習を行う。

評価方法

機能解剖学の基礎を筆記試験にて、解剖学に基づいたストレッチ・トレーニングを実技にて評価を行う。
i筆記テスト50%
・案技テスト50%

受講生への
メッセージ

【目標③】機能解剖学がベースになるので、前期に字んだ関師や筋肉の働きなどを覆習・予習をする。
【目標②③】授業内で学んだストレッチやトレ…ニングを自身の鍛錬の中で実践する。
【目標④】インプットしたものをアウトブットする練習を行う。

【使用教科書・教材'参考書】

参考書:身体運動の機能解 改訂版i Ciem■ Thompson,R.T、 日oyd、  筋骨格系のキネシオロジー:DonJd A Neumann



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

対象者別運動指導

Individual Exercise Guidance

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 福本 憲子

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポ与ットレーナー 火曜日3限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

幅広い年齢層に応した運動プログラムをr安全で、効果的で継続できる(楽しい),要にプログラムの作成から補助の方法、指導の方法まで学んでいきます。
対象者によつて必要な運動は変わつていきます。例えば 小ヽ学校までの子供を対象とする場合、多くの超動・スポーツ

を楽しみながら経験し、身体の調整力を(コーディネーション)高めていきます。成年であればそれぞれの目的に応じた運動の継続も必要です。近年では筋カトレーニ
ングも流行しつつあります。さら1こ高齢者は、フレイル(カロ齢による筋―力低下や心身機能の低下した状態)の予防を行う為に、安全に配慮した筋カトレーニングや健康
休操が必要になつてきます。臨機応1変に対応ができるように、プログラムの組み方、強度設定、環境設定、指導法を学んでいきます。

【到達目標】

子供から高齢者までの対象者に応じて、「安全で効果曲で継続できる」をテーマに、環境設定や強度設定を行い、プログラムを作成し、指導することができる

授募計画Ⅲ内容

1回 目
オリエンテーション(目 標設定、授業の進め方の説明など)(対象別の運動指導の大きなイメージができる(定期開催型、十回開催型などにおける指導の
進め方)

2回 目 子供向けの指導対策小学生編①(準備体操、マットワーク、フットワータ、マット運動、側転チャレンジ、リズム体操、クールダウン)教室を体験する

3回 目
子供向けの指零対策小学生編⑫(率偏体操、マットワーク、フットワーク、マット運動～リズム体抹、クールダウン)フットワークの引き出しを増やそう(生み
出す力を養う)2人組発表

4回 目
子供向けの指導対策小学生編③(準備体操、マットワーク、フットワータ、マット運動、リズム体操、クールダウン)マットワークの引き出しを増やそう(■

み出す力を養う)2人組発表

5回 目
子供向けの指導対策乳幼児～6歳編(0～ 3歳親子体保、4～ 6歳未就学児の運動教室)親子のコミュニケーションの取り方、安全に取り組む方法、成
長過程を学ぶ

6回 目 高齢者向けの指導対策①(神経系トレーニング、ストレッチ、自重トレーニング、健康体操、クールダウン)数室を体験する

7回 目
高齢者向けの

やす、発表
、ストレッチ、日重トレエニング、健康体操、クールダウン)神経系のトレーニングを考える、引き出しを増

8回 目
高齢者向けの 、ストレッチ、自重トレーニング、健康体操、クールダウン)自 重トレーニングを2人組になり、指導練習の
実践、安全画の配慮の確認

9回 目
高齢者向けの指導対策④
ションを高める)

、ストレッチ、自重 、健康体操、クールダウン)椅子の置き方変えて考える運動 (コミュニケー

10回 目 対象者を絞り、プログラムを作成することができる(1人ずつ1プログラム作成する)

11回 目 対象者を絞り、プログラムを作成することができる(グループを作るX役割分担する)(テーマを決める)(内 容を考える)

12回 目 プログラムの指導練習(フィードバック)

13回 目 プログラムの指導練習(フィードバッタ)キメイン、サポートの役割を学ぶ

14回 目 グループで作つたプログラム指導(1組 40分のプログラムを回す)X2

15回 目 グループで作つたプログラム指導(1組40分のプログラムを回す)X2

準備学習
時間外字習

評1西 方法

①実技テスト50%②レボート40%(授業で感じた事、プログラム作成提出計2枚)③授業内評価100/o(出 欠、課題取り組み等)

受講生への
メッセージ

一緒に楽しみな力〈ら、15回の最案を巽りあるものにしていきましようδ

【使用教科書・教材・参考審】

体の動き しくみとトレーニング ナツメ社、3,4.5歳 児の運動あそび256池田書店



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

パーソナル指導法

TeachingMcthod of PersonattrDining

必修
選択

選択
必修

年次 2
担当教員 : 井手 宏法

実務経験 :

授業

形態

―
演習

― 総時間
(単位)

30

12 木曜日1時限ヨース
スポーツトレーナー、トータルピューティー

【授業の学習内容】 (※興務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を興施するのか、 る)

レジスタンスエクササイズにおけるプレパレーションエタササイズの基礎と実践を学ふ。
レジスタシスエクササイズを実施する際の準備として、十分な筋の柔軟性や関節可動性、調整能力が要求される為、エクササイズの実施前に獲得しておくことが大
切です。しかし、各要素不足によリエラーが見られた場合にその動作の見極めと修Tが重要となります。本授業ではレジスタンスエクササイズで主に見られるエラー
を考えながら、それらのエラーを起こさないエクササイズ、また修正エクササイズを学び、自身が実践できること、個1人 (グループにも)に指導できる知識を身につけ
ていきます。

【到達目標】
,よく見られるエラーを担握し、その起因となる解割学的・力学的要因を理解する
・クライアントに合わせたエラーを修正する為の、プログレッションとリグレッションを理解する
。レジスタンスエクササイズ導入前の適切な動作の理,4と習得

1回 目 イントロダクション/プレパレーショシエクササイズの前提種目について理解する

2回 目 前提種祠(足手のトライポッドとグラウンディング・グラビング・ブレーシング)を実践する

3回 目 腰部・背部のエクササイズを実践、指導できる

4回 目 足部・下腿部のエクササイズを実践、指導できる

5回 目 大腿部・股閣節のエクササイズを実践卜指導できる

8回 目 胸椎“肩甲帯のエクササイズを実践、指導できる

7回 目 上R支 のエクササイズを実践、指導できる

8回 目 ケーススタディ実践①(SQにおけるエラーを見極め改善エクササイズができる)

9回 目 ケーススタディ実践②(DL/RDとにおけるエラーを見極め改善エクササイズができる)

10回 目 ケーススタディ実践③ (L日こおけるエラーを見極め改善エクササイズができる〉

‖回目 ケーススタディ実践④(BP/PUに おけるエラーを見極め改善エクササイズができる〉

12回 目 ケTススタディ実践⑤(RWにおけるエラーを見わ五め改善エクササイズができる)

13回 目 総復習

14回 目 テスト

15回 目 振り返り/解説

準備学習
時間外学習

,これまでの授業内容の復習(特に機能解割学や生理学などの基礎教科)

・本授業内容の復習
`学んだエクササイズを実践する

評価方法

・テスト
・授業態度(確認テストなども含む)

・出席状況

受講生への
メッセージ

並行して学ぷ他の授業やこれまで学んできた内容とも上手〈リンクさせながら進められたらと思つていますので、復習を忘れずに日々成長する態度で
授業に臨んでほしいと思います。実技は自体重でのエクササイズが中心となりますが、相手に伝えられるようになる為に、それらのエクササイズを自ら
が実践できるよう身体を使つて単んでください。

【便用教科書・教材・参考吾】

。NSCAジ ャパシ レジスタンスエクササイズ(プレパレーション)



2024年度 授業概要
学 科 :スポエツ科学科

科日名
(英 )

パーソナルセッション

personal session

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 西対 拓巨

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨ‐ス  |みポーツトレー‐ナー、本ディメイキング、l員業選択希望早 火曜日1限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

マンツーマンでの運動指導を行うとで必要な知識・技術・コミュニケーションスキルなどを高め、現場での実践力を身に付ける。
1.クライアンHこ対してパーソナルトレーエングを実施する
2.ベースのトレーニングフォーム|を指導する力を身に付ける
3.ペアストレッチの理論背景と技術を学び実践する
4.クライアントのコンディシヨンと目擦を考慮し適切なプログラムを作成し実施する

【到達目標】

<パーツナルトレーニングのべ‐スの確立>
0ベースとなるトレ‐ニングフォームを理解し指導できるようtiなる
②主な筋肉のペアストレッチを適切に実施できるようになる
Эクライアントのコンァ

~ィ
ションチエックができるよう1こなる

0運動指導者として迪切な態度、言葉遺いで立ち振る舞うことができるよう1こなる

授業計画・内容

1回 目 イントロダクション・主旨説明・スケジュー,|レ 確認

2回 目 パエソナルトレーエングの1流れを理解する(チェッタ,コンディショニング・メイントレーニンゲ)

3回 目 トレーニング・ストレッチtコ ンディショニングの基礎知識

4回 目 パ‐ソナルセッシヨンの進め方を学ぶ

5回 目 パ‐ソナルセッション①

G回 目 パーソナルセッション②

7回 目 パエソナルセッション③

8回 目 セッションの反省と修正

9回 目 パーソナルセッション④

10回 目 パエソナルセッシヨン⑤

11回 日 パ‐ソナルセッション⑥―

12回 目 パーソナルセッション⑦

13回 目 セッションの反省と修正

14回 目 パエソナルセッション③

15回 目 パーソナルセッション⑨

準備学習
時間外学習

やストレッチに必要な機能群副早を復習をする
クライアントに対しての指導を想定し、授業時間外で練習することで形だけではなく効果を出せるスキルを身につける

評価方法

哭際のクライアンHこ対する指尋レベルと、前期終了後のレポートで辞価を行う。
・摂業内評価(50%)
エレポィト(50%)

受講生への
メッセージ

効果を出せるパーソナルトレーエングを行うための準備の回と、学科外からクライアンHこ入つてもらい、実際にパーソナルセッションを回があります。
実際にクライアンHこ指導させて」貫ける環境に感謝し、クライアンHこ毎回の授業を楽しみに来てもらえるような指導をする。それが現場でもっとも必要
なことです。その為には授業外での準備(予習・復習・練習、体調管理)を怠らないこと。社会人として運動指導者として必要な要素を学びましょう。(無
断欠席は社会人としてありえないことです。注意してください。)

【使用教科書・教材・参考書】

特になし



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

フアンクショナルトレーニング

Functional Trainin富

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 井手 宏法

授 業

形 態
演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日'時限

前期
ヨース スポーツトレーナー 水曜日1時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

筋肉や部位に着目しがちなトレーニングですが、人の動きを考えたトレーニングを理解・実践していきます。身体の機能評価から、機能向上を目的とした|トレーニング
の見方や評価の仕方を学びます。

【到達目標】
・トレーェングの動きから身体の機能評価ができるようになる
・機能評価から、問題のある箇所の改善の指導ができる

授業計画・内:容

1回 目 イントロダクショシ/ファンクショナルトレーニングの概要につしヽて理解できる

2回 目 フアンタショナルアセスメントの技術を身につける

3回 目 ①上半身のストレングストレーニングについて実践する

4回目 ②上半身のスタビリティについて実践する

5回 目 スタビリティについて実P麦する

6回 目 ティについて実践する

7回 目 上半身のファンクシヨナルトレーニングの評価・指導ができる

8回 目 ①下半身のストレシグストレーニングについて実践する

9回 目 ②下半身のスタビリティについて実E尭する

10回 目 ③下半身とコアのスタビリティについて実践する

11回 目 半身のモビリティについて実践する

12回 目 半身のファンクショナルトレーニングの評価・指導ができる

13回 目

14回 目 テスト

15回 目 振り返り/解説

準備学習
時間外学習

これまでの授業内容の復習(特に機能解割学や生理学などの基礎教科)

・本授業内容の復習
・学んだエクササイズを実践する

評1両方法

・テスト
・授業態度
・出席状況

受講生への
メッセージ

並行して学ぶ他の授業やこれまで学んできた内容ともと手くリンクさせながら進められたらと思っていますので、復習を忘れずに日々成長する態度で
授業に臨んでほしいと思います。実技は自体重でのエクササイズが中心となりますが、相手に伝えられるようになる為に、それらのエクササイズを自ら
が実践できるよう身体を使つて学んでください。

【便用教科書・教材・参考書】

・ファンクショナルトレーニング(文光堂)

・トレーニングとリカバリーの科学的基礎



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

実践術3

Practical Training Training Ⅲ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 原武 章博

実務経験

授業
形態

農習
総時間

―

(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース ボディメイキシゲトレーナー 木曜日3限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実際のフィットネスクラブの現場で必要とされる様 な々トレーニング種目を部位毎に実践形式で体得する。

【到達目標】

O各部位に対しての基本レベル以上の指導が出来る。
②タライアントの性別・年齢や体力に応じた種目選択・フォーム指導が出来る。
③初心者～中級者へのトレーニングテクエッタ案内が出来る。
Эフリーウエイトとマシントレーニングの特色を活かしたメニュー作成が出来る。

1回 目 授業方針説明・各自目標設1定・BIG3フォームチェック

2回 目 胸トレ守エング実技(指導・説明が出来る)

3回 目 背中トレーニング実技(指導・説明が出来る)

4回 目 肩トレーニング実技 (指導・説明が出来る)

5回 目 腕トレーエング実技 (指導・説明が出来る)

8回 目 脚トレーニング実故(指導・説明が出来る)

7回 1日 胸・背中トレーニング実1牧 (指導・説明が出来る)

8回 目 肩J腕トレーニング実技(指導・説明が出来る)

9回 目 脚トレーニング実技(指導・説明が出来る)

10回 目 胸・背中トレーニング実技(指導・説明が出―来る)

11回 目 肩・腕トレーエング実技 (指導「説明が出来る)

12回 目 旧即トレーニング実枚(指導・説明が出来る)

13回 目 腹部・カーフトレーニング実技(指導・説明が出来る)・ メニュー作成 ◆試験対策週

14回 目 試験辺 実技テスト

15回 目 試験週 実技テスト

準備学習
時間外学習

・ 政 素 円 谷 を 日 身 て′

'ト

レー ニ ンク で 1風管 し
'塁

群 を沫 の す0。

・日頃のトレーエングで疑間を見つけ、援業で質問して解決していく。

評1両方法

~共
薇テスト

・各部位への実践形式の指導力測定
・筆記によるメニュー作成

受講生への
メッセージ

トレーニンクを,自 してンム・フイット7ヽスクラフでの語導力を上 げる子黄栗になりよす。

多様なジムが展開される中で信頼されるトレーナーヘ成長しましょう。
ご自身のトレーニングでの疑問解消にも役立てて下さい。

【使用教科書・教材・参考害】



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

テクニック

ChiropractiO Technique

必修
選択

選択
必修

年次 2
担当教員 浦口 剛志

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツトレーサー 木曜日2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

座学による、講義を行い検査を行い関節(骨・関歯缶・学Л帯・神経)の鋳徴や注意点など特徴を理解してもらった後、実技に移行する。実技では、四破のモーション・パル
ペーションを行い、思者のポジション、術者のポジション、力の入れ方、力を加える方向を理解し正確で安全な検査を行つていく。

【到違目標】

聞節遊び運動を理解し、モーション・パルペエションを行いたい関節に正確な力加減、方向に行うことが出来るよう1こなる。また何のためにモーションパルペーションを
するのか。重要性を理解し説明することが出来るようになる。前節では基礎となる腹臥位での検査を行います。

1回 昌 カイロプラクティックとは? 概諭

2回 目 仙賜聞aFモーション・パルペーション、モービリゼーション

3回 目 仙骨モーション・パルペ‐ション、モービリゼーション

4回 目 腰椎モーション・パルペーション、モービリゼーション

5回 目 股関節モーションツ ルヾペーション、モービリゼーション

6回 目 l黍関節モーションフ ルヾペーシヨン、モービリゼエション

7回 目 足閤節モーションサミルペーシヨン、モービリゼーション

8回 目 胸椎モーション・パルペーション、モービリゼーション

9回 目 頸推モーション・パルペーション、モービリゼーション

10国 目 肩関節モーション・パルペーション、モービリゼーション

11回 目 肘F芸弓節モーション・パルペーション、モービリゼーション

12回 目 総復習

13回 目 試験前講義

14回 目 試験

15回 目 解答

準構学習
時間外学習

準 l府・峙 間 外 写 習・曽 つ r‐猥 イlYπど観 辺 1時 間 予,票 智 丁 `る 。

評価方法

出馬 点・Ⅲス栗懸 反・要 反 による総 合 計十画

受講生への
メッセージ

F口再単な技術ではありませんが、自分の為、今後自分に関わる送手やクライアントなどの為にェ頁張つて~見
え、練習していきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

ぜんぶわかる筋肉の名前としくみ事典(成美堂出版)

ぜんぷわかる骨の名前としくみ事典(成美堂出版)



2024年度 授業概要
学 科 :スポ亨ツ科学科

担当教員 片井 忠修
択

必
選 必修 年次 2

実務経験
科自名
(英 )

パーソナル指導法

Teaching― Method of Personal Training 前期

ヨ■ス ボディメイキングトレーナー
授業
形態 演習

総時間
(単位)

３。

　

２

開講区分

曜日・時限 水曜日3限 目

の よ のか、 る)

て活動していく為の技術と知識を身に付ける。

【授業の学習内容】 (

【到達目標】

クライアントのエーズに応じたトレーニング指導が出来る様になる。

1回 目 上肢のパッシブストレッチ実演①

2回 目 上肢のパッシブス|トレッチ実演②

3回 目 下肢のパツシジストレッチ実演①

4回 目 下肢のパッシブストレッチ実演②

5回 目 プラトーに陥る原因と脱却する方法について理解出来る

6回 目 POFについて

7回 目 フォーストレプス

8回 目 マルチパウンデッジ ストリクトプラステーティングについて

9回 目 スーパーセットコンパウンドセット トライセット ジャイアントセッHこついて

10回 目 アイソメートリクス スタティックホールドについて

11回 目 パーシャルレンジプリンシパルについて

12回 目 ネガティブワークについて

19回 目 レストポーズについて

14回 目 実技テスト

寸5回 目 返却週

準備学習
時間外学習

巌 表 で行 つl^l谷を首 蔵 の トレー ニ ン ク に 耳Xり 人 イじ福 導 働 米 ′0稼に しKくた 晉い 。

評価方法

実技テスト1000/6(授 業態度・出欠席も鑑みて評価に含みます。)

受講生への
メッセージ

要 板 を行 い な が ら、糸 しく字 び ま しよう。

【使用教科書・教材・参考書】

参考 :パーソナル・トレーニングの基礎知識 (NSCA CeAttcajon CommisSOn)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学科

科目名
(英 )

ヨガ

Yoga

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 福本 恵子

実務経験

授業
形態

演奮
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース トータルピューティー・スポエッインストラクター 火曜日2限目

【授業の学習内容】 (※案務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記勲する)

ヨガとはどういうものかを深く知ってもらう為に、授業の1前半はヨガの歴史や哲学などを講義にて理解してもらい、後半にヨガのレッスンを行い、身体で効果を感じても
らう。心と体の両面からアプローチできるヨガの本資に触れてもらう。ヨガを通して、今おかれている現状に向き合つたり、自分自身を知る、日標を見つけるなど2年間
の学生生活の中で気づきというものも深まればと思います。気づきが深まれば、やりたいことが明確になり、日標ができます。ヨガはただエクササイズだけでなく、心
の状態を観察したり、自分自身の身体と向き合いながらポーズをとったりと自己判断力も高まります。16回 の中で少しずつヨガの多方面からの効果を感じられるよう
な授業にしていきたいです。そして前に立ち指導ができる要素も身に着け、レッスンであればクールゲウンのような指導にもつなげていけるようにしたいです。

【割達目標】

①ヨガとは何かが説明できる
②前に立ちグループ指導ができる
③ヨガ哲学を通して、今のおかれている現状に向き合う、自分自身を知る、目標を見つける
④ヨガの効果を感じてもらう

授業計画・内1容

1回 目 オリエンテーション+に ssonl

2回 目 ヨガの歴史十烙sson2

3回 目 ヨガの呼吸法について+に sson3

4回 目 ヨガの効果十烙sson4

5回 目 ヨガの八四則を学ぶ①

G回 目 ヨガの八四則を学ぶ②

7回 目 瞑想についてキlesson5

8回 目 ヨガニードラ+lesson6

9回 目 ヨガにおけるチャクラの話+にsson7

10回 目 テスHこ向けての実技テスト指導内容の作成+練習

11国 目 実技発表練習〈指導しフィードバックする)+にsson8

12回 目 案技発表練習(全員に指導しフィードバラクする)十 にsson9

13回 目 実技発表練習 (全員に指導しフィードバックする)キ にssonlo

14回 目 実技テスト①

15回 目 実技テスト② 総評+皓 ssonll

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

ヨガを通して、心や体を煙し、一緒に素敵な時間を共有しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

特になし

ル ー



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

イベント企画

Event Pianning

必修

選択
必修 年 次 2

担当教員 森田 康裕

実務経験

授業
形態 講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース スポーツビジネス 金曜日3限目
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

イベントを実行するための基礎的な知識(企画く準備、実施の流れなど)や管理方法を学びます。
また業界で求められるその他の知識、人材に聞しても学びつつ、ビジネスヘ活かすための適応力を鍛え、
絶えず変化する環境、歴用、多様化するグロー′ウ♭社会に適応し、成功するために必要な能力の育成に取り組みます。

【到達自標】
・資格を取得する
・イベントの基本的な構成の把握、提案カー、実行力を身に付ける
。イベントで必要となる機材の知識及び基本操作を身に付ける
。マーケティングやビジネス環境について自分なり:三分析、評価、提案ができる

1回 目 目的と概要説明、現状理解度の確認

2回 目 イベンHこ関する知識と技術、求められる役害げを説明できる

3回 目 イベントを構成する組織と開催意義、ターゲウト分析と集容を説明できる

4回 目 企画運営の流れ、イベント資料布1作について説明できる

5回 目 実際に使用する機材を説明できる

6回 目 企画運営の流れ、イベント資料制作について説明できる

7回 目 企画書制作実習

8回 目 放映権ビジネスと観戦者の理解について説明できる

9回 目 マーケティングと顧客ロイヤルティを説明できる

10回 目 現状と今後の願望 (ディスカッション)

11回 目 ブレゼン用企画書制作実習

12回 目 企画書プレゼシ

13園 目 ベント開催へ向けた課題制作のアドバイス及び実習

14回 目 イベント開催へ向けた課題制作のアドバイス及び実習

i3回 目 課題プレゼン発表共有、討議

準備学習
時間外学智

習:捜業内容の復習及び業界調査、資格試験勉強

評価方法

受講生への
メッセージ

イス カッションなどで自身の考えを言語化し、実習で実践力を鍛える て し内容を予定し まヽす

【使用事女科書・教材・参考書】

イベント検定 公式テキスト(一般社回法人 日本イベント産業振興会)



2024年度 授業相光要
学 科 :スポエツ科学科

科目名
(英 )

デザイン2

Desing狙

必修

選択
必修 年次 2

巳当教員 島村紀博

実務経験

授業

形 態
演習

総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

前期

]‐ス スポーツビジネス 火曜日Ⅲ2限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

広報活動等に必要な、宣材の制作等をイラストレーター、フォトショップで基礎的なパーツの作り方や、応用としてイラストレ…ター、フォトショップを使用して広告や名刺
の制作、写真の補正等の応用も学習する。

【コ〕達目擦】

イラスートレーター、フォトシヨップを使用して広告や名刺のデi夕を制作して印席1物として入稿できるまでになる。

1回 目 photoshopの ツールの紹介と、pⅢ OtOshO,の 基本的な使い方の説明、自分の写真を加工して
"h`ュ

玉oshooの 機能を知る。

2回 目 Photoshopの 初歩の使い方をサンプル画像を使用して、ツールボツクスの説明も兼ねて使用してみる。

3回 目 Photoshopの合成課題、画像解像度の理解とベンツールを使用しての合成の基礎を覚える、路菜のパーツを切り抜いて組み合わせサンプルる通り1こ合成する。

4回 日 phOtoshOpの 合成課題レイヤーを理n整する、レイヤーの描画モード、レイヤースタイル等レイヤーの機能を使用して合成を行う、又グラデーシヨンの作り方を覚える。

5回 目 photoshopの 色塗り、ブラシの使い方やレイヤーの描画モード,選択範囲を使用して下絵を元に集算を使用して着色していく、又カスタムプランの作り方も覚える。

6回 目 phctoShopの スタンプラール、スタンプツールを使用して画像の画像の修正作業を行う。修正の際に必要になる歪みツールや変形ツールを覚える。

7回 目 phctoshopの 影付け、用意した写真に影をつける、パスを引いて選択範囲を読み込み変形ツールを使用して、リアルなガウスのばかしを使用して影付けを覚える。

8回 目 phOtoshOp合 成と色合わせ、見本に合わせて、今までの技術を総合的に使用して合成と色合わせを行う、色合わせは調整レイヤーを使用して行う。

photoshopの 合成課題、前回の課題に引き続き色わせと合成課題、今回は夏に複雑な合成によ兆戦する。その際に効率のよい合成技術を身に付ける。9回 目

10回 目 前回の続きと作品のチエック、修正作業があれば修正を行う。

11回 目 。hOtoshop商 品にコゴマークを入れる、変形ツールや選択範囲を上手く使い商品写真にロゴマークを入れ、商品の色を色相とシ度を利用して変更する。

12回 目 前回の続きと作品のチェック、修正作業があれば修正を行う。

13回 目 庁ム告、ポスターの制作、印用」に入横時に必要なトリムマークや製作時に必要なガイドライン等を作成する。

14回 目 広告、ポスターの制作、デザインを考えて文字の配置の基礎を学ぷ。

15回 目 完成した名索lの プリントアウトを校正して提出

準備学習
時間外学習

PCを用いての横票になりま丁ので、基0楚 はもちろ々 応用てきる知磁と藪何を身につけイとるよつヤ智・優習をしつかり行いましよつ。

評価方法

■出席率 20%
H受講態度 309/o

■各課題事に点数を付けた平均で評価いたします。50%

受講生への
メッセージ

広告やポスター、名末けなど色々なもの制作に使用するソフトです。基礎をしつかりと学び活用していけるように努力をしてください。また制作する際には
ショートカットを使用して作業効率上げるために忘れないようにしつかりとノートを取るようにしましょうと

【使用教科書・教材・参考書】

PC教室での授業(PC内にソフトが内蔵されています)



2024年度 授業概要
学 科 :スポーツ科学

―
科

科自名
(英 )

トレーエング演習2

Training Ettercise H

必修
選択

選択
必修

年 次 2
担当教員 堀尾 祐史

実務経験

授業
r′′態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日1時限

前 期

ヨース スポーツトレーナー 月曜日4限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

S&Cコーチ、フィジカルコーチ、パフォーマンスコーチに求められる身体能力の向:上を目的としたトレーニングヘの1考え方について学習する。授業では、ストレングスト
レーニング、スピードトレーニング、プライオメトリクスを中心に実装を踏まえてトレー三ングの計画、評価、孝旨導方法について学ぶ。パフォーマンスという観点での測
定(可 RM/8P・ SQ、 局所的筋持久力、反復横跳び、立ち幅則とび)を実施し、それに基づいた運動学、プログラム構成について実践を通して展開していく。

【コI達 自標】

①各測定環目の記録向上(フィジカルアップ)

②トレーニングの原理原則Ⅲトレ十二ング理論を理解して、クライアントヘ適切な分析、最適な方法を指導できるよう1こなる

授1業計画"内容

1回 目 オリエンテーション

2回 目 測定(lRM/BPiSQ(局 所的筋持久力、反復横跳び、立ち幅跳び)、 各測定項目の要素について

3回 目 ウエイトトレーニングにおけるトレーエングの原理原則(漸進性過負荷と特臭性)

4回 目 トレーニングのバリエーションとフォーム習得へのロードマップ(1)～ランエング動作に基づいたBPとSQ～

5回 目 トレーニングのバリエーションとフォーム習得への国―ドマップ(2)～ランニング動作に基づいた一側性の上肢&下肢EX～

6回 日 トレーニングのパリエーシヨンとフォーム習得へのロードマップ13)～ 上肢&下肢のプライオメトリクス～

7回 目 レジスタンストレーニングのタイプ分け(3平 面における言語化、運動制御、主働筋

8回 目 スポ‐ツ動作の言語化(ヒンジ、ヒップロック、荷重・抜重)実技:ハイプル(ハングクリーン)

9回 目 力積―と加速動作の関係性について実枝ツ イヽプル(ハングクリーン)

10回 目 スポエツ動作とレジスタンストレーニング～特異性の原理について考える～実技:MB種 目

11回 目 小テスト

12回 目 実技試験のシナリオ作成(各 自)、 小テストの解説

13回 園 測定(lRM/BP・ SQ、 局所的筋持久力、反復横跳び、立ち幅
'〕`び

)/シナリオ締切

14回 目 実技試験 (ロールプレイ形式)

15回 目 総評

準備学習
時間外学習

日 王 ドレー ニ ン ′
ノ レヽン ス タン ス トレ ー ニ ン 7ジ

辞価方法

・枝栗悪反 (出 馬率 :欠席 lL口」につき2点晟点,10%
・小テストレポート計3回)30%
・後期試験 (レポート提出)60%

受講生への
メッセージ

安全かつ効果的にトレーニング指導ができ、動いて見せる事ができるトレーナーを目指しま.しょう !

【使用教科書・教材・参考書】

参考害:特定非営利活動法人NSCAジ ャパン協会「ストレングス&ヨンディショニングⅡエクササイズ編」、株式会社大修館書店



2024年度 授業概要
学 科

担当教員 高司 譲
測定評価2 修

択
必
選 必修 年次 2

実務経験
科目名
(英 )

Measurement EvaluatiOn Π 80 開講区分 後期(前期)

ヨエス アスレティックトレーナー

業
態

授
形

演習
総時間
(単位) 2 曜日,時限 火曜日2限 目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、 る)

メカニクス、
またこれらの動作におし

るスキルを学習す分析す る。るため 競技者
し ンスを構成するためにスボエツパフォーマ

イ`オ これらのり動作の 動作に影響を与 機能的体カえる

困 、

【到達目探】

が目採である。
目標①歩行動作の観察・分析ができる・ 目!標②走動作の観察・分析ができる・ 目標◎ストップィ方向転換動作の観察・分析ができる
目標④働

`動

作の観察・分析ができる・ 目襴Э投動作の観察・分析ができる・ 目1擦⑥あたり動作の観察・分析ができる

コンディショニングができるよう

1回 目 目標①歩行動作のパイオメカニクス

2回 目 目標①歩行動作に影響する要因

3回 目 目標②走動作のパイオメカニクス

4回 目 目標②走動作に影響を与える機能的、体力的要因

5回 目 目裸③ストップ・方向転換動作のパイオメカエクス

6回 目 目標③ストップ・方向転換動作に影響を与える機能的、体力的要因

7回 目 目擦④跳動作のバイオメカニクス

8回 目 目標④跳動作に影響を与える機能的、体力的要因

9回 目 目標⑤投動作のパイオメカニクス

10回 目 目標③投動作に影郷賛を与える機能的、体力的要因

11回 目 目標⑥あたり動作のパイオメカエクス

12回 目 目標⑥あたり動作に影響を与える機能的、体力的要因

13回 目 目標①～⑥までの振―り返り、まとめ①

14回 自 目標①～⑥までの振り返り、まとめ②

15回 目 定期試験

準備学習
時間外学習

日 習が必要です

目

例

評価方法

各 俵 栗 の 甲でのミニテス トや フ リントでの盤 群 腹 含 、出層 準 、技 票 慇 属 、訊 鋏 を総 合 して評 ldl。

受講生への
メッセージ

検査・測定と評価は、アスレティックトレーナーが現場で行う活動そのものです。競技者の評価を行い、仮説を立て、コンディショニングを実行し、ケガから
の復帰、パフォーマシス向上、維持につなげていくと台の教科となります。どの内容も現場でそのまま行う内容となりますので、体調管理をしっかり行
い、欠席のないようfi取 り組んでくれることを期待します。

【使用教科書・数材・参考善)

アスレティックトレーナー専門科ロテキスト5検査・測定と評価(株式会社 光文堂)

スポーツ外傷,障害の理学診断・理学療法ガイド(株式会社 光文堂)



2024年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

就職試験対策講座

IntervlewTestPreparationCourse

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 中村里佳

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース コース共通 木曜日1・ 2・ 3限目

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

就職活動を進めるにあたり、今後の流れや必要な準備の仕方を学びます。.

面接で自信をもって伝えるよう、実践的な面接指導及び自己分析。
また、インタエンシップに向けての電話応対・訪間のマナー修得。

実務経写寅:公務員として勤務経験があり、その後専門学校の講師として-9年 目である。コミュニケーション、就職対策、SPIなどを担当している。

【割連目標】

面接でブレないための自己分析、自己PR作成。インターンシップ、就職直接の準備。

1回 目 オリエンテーション 授業の目的 社会人,就職・仕事に対するイメージと理想 理想|の 就職活動に近づけるためにできること

2回 目 キャリアプランを立てる 働くとは 動機づけ 履1歴書作成

3回 目 キャリアプランを叶えるめの やることリスト作成と優先順位決め

4回 目 就活の進め方、就活サイトの使い方、求人情報の見方 履歴書作成

5回 目 自己分新①マインドマップを作る 返答の引き出し作り・自分のことを伝えてみよう履歴書作成

6回 目 自己分析②・自己PR・ 履歴審作成・企業研究のやり方

7回 目 面接対策実践 企業研究i志望動機・履歴書作成

3回 目 面接対策実践 基本の手順、言葉づかい、身だしなみ(服装)

9回 目 面接対策実践 集目面接・個人薗接など

10回 目 面機対策実践 オンライン面接指導 スマホでの対応・パソコンでの対応、画面越しの表情ポイント

11回 目 面機対策実践 電話のかけ方・訪問時のマナー・お礼状の書き方等

12回 目 面接―対策実践 相手への気遣い方・ホスピタリティ

下3回 目― まとめ 1試験前の実践の確認

14回 目 試験・面接

15回 目 試験・面接・振り返り

準備学習
時間外学習

履歴書のブラッシユアップ、自分の言葉で伝える練習を日頃から意識しましょう
イングーンツツフ死や′7売繊 したい栗界 についてJ,4へ る

評価方法

試談(標げえ面接)60%・ 授業態度 (提出物など)20%・ 出席評価 20%

受講生への
メッセージ

皆さんのスキル、能力、人柄、悪いを待つている人たちがいます
思う存分発揮できる準備を一緒に頑張りましょう

【使用教科書・教材・参考書】

,受 業内で資料配布


	⑥シラバス(スポーツ１).pdf
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